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Foreword

This　Annua／Bu〃etin　No．41　records　the　activities　of　the　National　Museum　ol　Western　Art，　Tokyo（NMWA）during　liscal

year　2006，　namely　from　April　l，2006，　through　March　31，2007．　The　reports　cover　acquisitions，　exhibitions，　research，

education，　information　sciences，　and　conservation　department　activities　and　their　related　materials．

　　On　April　l，2001，the　NMWA　joined　the　National　Museum　of　Modern　Art，　Tokyo，　and　two　other　museums　to　form　the

Independent　Administrative　Institution　Nati（）nal　Art　Museum，　The　first　five－year“Midterm　Plan”ended　on　March　31，2006，

and　April　l，2006，　marked　the　beginning　of　the　second　five－year“Midterm　Plan”．　Fortunately，　the　evaluation　committee　of

the　Ministry　of　Education　and　Science　related　to　the　conduct　of　lndependent　Administrative　Institutions　commented　that

we　had　achieved　the　actual　plans　set　out　under　various　topics　within　the　First　Midterm　Plan．　Based　on　the　actual

achievements　and　evaluations　regarding　that　First　Midterm　Plan，　the　NMWA　strove　even　harder　during　this　first　year　of　the

Second　Midterm　P［an　to　further　accomplish　our　goals．　The　staff　as　a　whole　is　ful［y　aware　of　the　pride　we　take　in　having　the

nation’s　highest　levels　of　attendance　figures　and　satisfaction　rate　amongst　visitors，　and　is　cognizant　of　the　many　points　that

remain　for　improvement　throughout　the　facility．

　　Upon　the　end　of　the　first　fiscal　year　of　the　Second　Midterm　Plan，　the　various　systematic　issues　that　exist　within　an

Independent　Administrative　Institution　system　became　quite　clear．　For　example，　while　self－generated　revenue　grew

thanks　to　the　increased　number　of　visitors，　the　system　states　that　during　the　Second　Midterm　Plan　museums　must　increase

the　amount　of　self－generated　revenue　over　the　levels　achieved　in　the　First　Midterm　Plan．　When　self－generated　income

increases，　the　amount　that　must　be　generated　under　the　mandate　of　the　succeeding　Midterm　plan　also　increases，　so　the

fact　that　there　is　no　mechanism　established　by　which　donations　can　be　gathered　from　the　public　is　problematic．

　　With　the　hope　that　such　systematic　issues　can　be　ameliorated，　the　NMWA　has　planned　an　eflective　reconsideration　of

the　organization　itself．　At　present，　the　NMWA　is　utilizing　national　operating　funds　and　self－generated　revenue　in

operatiorlal　activities　that　clarify　the　following　goals　and　functions．

　　The　first　priority　will　be　clarification　of　the　special　leatures　of　the　NMWA　as　the　only　national　museum，　and　the　only

museum　outside　of　the　western　cultural　sphere，　dedicated　to　western　art．　ln　other　words，　along　with　Japan’s　traditional，

distinctive　culture，　the　museum　can　be　seen　as　providing　a　measuring　point　in　the　definition　of　contemporary　culture，

which　has　been　defined　since　the　Meiji　period　partially　in　relation　to　elements　of　western　culture．

　　The　second　priority　is　the　advancemem　of　studies　and　research　regarding　the　policies　and　resources　that　will　allow　the

expansion　of　the　national　art　museum　as　a　public　asset　and　public　service．　As　part　of　its　efforts　to　expand　its　public　assets，

an　art　museum　must　purchase　art　works　within　its　limited　available　budget，　and　thus　enrich　and　complete　the　museumls

collections．　In　this　respect，　the　museum　must　not　only　buy　new　art　works，　the　museum　must　also　do　strategic　buying　that

considers　the　collection’s　context　and　its　unity．

　　In　terms　of　the　museum’s　public　service　role、　the　museum　must　be　creative　in　utilizing　ways　to　enrich　various　activities

so　that　museum　visitors　are　stimulated　both　intellectually　and　emotionally　by　encounters　with　art　in　the　museum．　There　is

aneed　to　assist　visitors　in　their　individual　activities　to　make　their　museum　visits　more　complete　and　creative．　In　order　to

facihtate　the　accomplishment　of　this　goal　of　enhancing　visitors’encounters　with　art，　the　goals　and　effects　of　operations，

such　as　exhibition　operations　and　other　types　of　operations　within　the　museum，　have　been　divided　into　three　different

categories，　namely　those　that　are　leading、　pioneering　and　avant－garde．　For　example，　in　the　case　of　exhibitions，　those

exhibitions　that　are　planned　under　the　goal　of　further　heightening　an　already　established　evaluation　of　an　artist　should　be

considered　leadership　roles，　while　those　which　provlde　experimental　introductions　to　artists　or　periods　whose　ratings

have　not　yet　been　fully　set　can　be　considered　pioneering，　and　those　which　display　subjects　whose　evaluation　has　the

potential　of　being　determined　can　be　considered　avant－garde．　A　combination　of　these　three　types　of　exhibitions　will

contribute　to　the　visitors’understanding　of　the　re［ationships　among　various　cultures　of　the　world　and　wi旧ncrease　visitors’

appreciation　of　western　arts．　Further，　efforts　will　be　made　to　increase　interest　in　the　museum　in　school　children　and　those

who　have　not　previously　visited　the　museum．

　　There　is　thus　a　need　for　research　and　studies　on　how　to　effectiveIy　realize　the　accomplishment　of　these　public　asset

and　public　service　goals．　In　this　regard　the　museum　plans　to　further　improve　and　assure　such　studies　in　the　museum’s　role

aS　a　natiOnal　Center．

　　In　addition　to　the　goals　mentioned　above，　the　NMWA　is　also　actively　participating　in　the　French　governmenピs　joint

project　with　countries　around　the　world　to　select　Le　Corbusier－planned　architectural　works　throughout　the　world　and

register　them　as　World　Heritage　structures．　We　would　like　to　strive　towards　the　registration　of　the　Le　Corbusier　structure，

the　NMWA　Main　Building，　as　a　World　Heritage　structure．

March　2008

Masanori　Aoyagi
Direct・’㌔Ge〃〈’t’（1／，、x，t～’r・rl（・／↓Vusetm’1　ofレしCs’επ曲7．7b々｝’・
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まえがき

本年報第41号は、平成18（2006）年度に関するものであり、平成18年4月1日から平成19年3月31日までに国立西洋美術

館が行なった、作品収集、展覧会、調査研究、教育普及、情報資料の収集・発信、保存修復などの事業もしくは分野に

おける活動の報告、ならびに関連する資料や記録を収めている一

　当館は、平成13年4月1日から東京国立近代美術館他2館とともに独立行政法人国立美術館の一単位となり、同年より

開始した5力年間の第1期「中期計画」を終了し、平成18年4月1日からは第2期「中期計画」が始まった。幸いなことに、文

部科学省に設置された独立行政法人に関する評価委員会からは、第1期「中期計画」に関していくつか課題はあるもの

の、着実に計画が達成されたとの評価をいただいている，当館としては第1期「中期計画」の実績と評価に基づき、さら

に充実した第2期「中期計画」を達成すべくその初年度を努力してきた。来館者数や来館者の満足度など美術館規模

からするならわが国で最高水準にあると自負しているものの、なお改善すべき点が多々あることを館員一同つねに留意

している，

　一’方、第2期「中期計画」の初年度を終了するにあたって、独立行政法人という体制の制度的な課題もかなり明らかに

なった、たとえば来館者が増加することにより自己収入は増加したが、第2期「中期計画」では制度上、第1期「中期計画」

以上の自己収入をあげなければならないことになった，自己収入を増加させればさせるほど次の「中期計画」で自己収

入額を増加させなければならないため、民間からの寄付金等を集める動機づけにつながらないきらいがある。

　以ヒのような制度的課題が改善されることを願いつつ、当館は組織自体のより効率的な見直しを図ると同時に、運営

費交付金と自己収入を活用して次のような目的と役割を明確にした事業活動を行なっている，

　第一一に、欧米文化圏以外の地域で唯一の、西洋美術を専門とする国立美術館としての特質をより明確にすることで

ある。つまり、伝統的なわが国固有の文化とともに、明治期の近代化以来、欧米文化の要素が部分的にせよ定着しつつ

ある現代文化において、わが国文化の変質変容を測定する定点観測点としての役割をより十分に発揮することである、

　第二に、国立美術館としての公共財、公共サービスの拡充と、そのことを可能とするノ∫策・資源に関する調査研究と

教育普及の推進である。公共財の拡充に関しては、美術館という組織であることから、限られた予算ではあるが美術作

品の購入を行ない、所蔵コレクションを長期的な展望からより豊かで充実したものにすることである。このためには優れ

た美術作品を新規購入するだけでなく、新たに購入する作品によってコレクションのコンテクストや一体性が向上するよ

うな作品を計画的に購入することである。

　公共サービスに関しては、来館者が美術作品に接することによって感性と知性に刺激を与え、個々の活動がより充実

し創造的となることに資することが肝要であるこのために、展覧会事業をはじめとする各種事業に関しては、主導的、

先導的、先端的なカテゴリーに分類して事業の日的と効果を明確にしてきた．たとえば、展覧会の場合、すでに確立し

ている評価をさらに充実させる目的で計画される展覧会を主導的と位置づけ、いまだ評価の定まっていない時代や美

術家を実験的に紹介する展覧会を先端的、その結果評価の定まる可能性のある対象を展覧することを先導的と分類

し、この3種の展覧会を組み合わせることで、西洋美術への関心を拡大し、世界の多様な文化を相対化して理解するこ

とに貢献してきた。また、来館したことのない方々や小中学生にも当館に対する関心を抱いてもらう一1二夫を積極的に行

なった．

　以Eのような公共財と公共サービスの充実を効果的に実現するには、それらに関する調査研究が必須であり、ナショ

ナルセンターとしてこの調査研究の分野をこれまで以上に充実する予定である。また、フランス政府等各国共同で進め

る世界に点在するル・コルビュジエ設計の建築を選択して世界遺産に登録する計画に当館も積極的に参画し、ル・コル

ビュジエ設計の本館が世界遺産に登録されるよう努力したいと考えている、

平成20年3月

国立西洋美術館長

青柳正規
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New　Acquisitions

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　来歴　Provenance：Jan　Pietersz．　Brllyningh、　Amsterdam，1647：Pieter　Roelsema．　R．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Mu▲ler、　Gr（．｝ningen、22」une　1863、　lot　80；Canon　A．　Sim（⊃nis，　Strasbourg；Le　Goしlpy、

ホーファールト・ブリンク［1615－1660］　　　　　　；：ぽ；；、tl；：：1‡1蕊蒜□㍊、；ICI濡、，i｝1；蹴、1㌶ll、：c↓i～膿蕊llg・

《キリスト哀悼》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文献Literatui・e：G．　lsar】・、‘’Remb［andt　et　s・n　ent・urage”，　La　Reriaissai］ce　Ret．）ue

】637年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　d14t・t（19：16），　p．34；J．W．、’on　MoltkeL　Got）aert　Flitick，　Amsterdam，1965、　pp．16，78、

麗鶯　　　　　　　　巖購墨麟難儲購i灘r竃蕊議；

Govaert　Flinck［1615－1660］

777e　Lamentotion
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホーファールト・ブリンクは1630年代の前半、レンブラントのもとで学
1637

0il・n　canvas　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　んだ。30年代から40年代前半にはレンブラント様式による物語画を
90．1×7L9　Cln
．Signed　and　dated　1（）wercellter：G．　Flinck．　f　l637　　　　　　　　　　　　　　制作したが、40年代後半からは次第に古典主義に近づき、より洗練
P’L’OOC；，－1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　された様式で貴族的な肖像画を多数制作した。1655年にアムステ

ルダムll∫庁舎が完成した時、ブリンクはそこを飾る物語主題による連

9



作の制作を依頼された。アムステルダム

市から受け取りを拒絶された作品として

よく知られているレンブラントの《クラウデ

ィス・キウィリスの謀議》は、ブリンクの残

後、レンブラントがブリンクの代役として同

市庁舎のために制作した1点であった

この逸話は、liヒ紀半ばのブリンクの名声

がレンブラントをも遥かに凌いでいたこと

を余すところなく伝えている。

　1637年の年記をもつ本作品は、ブリン

クの最も早い時期の作例のひとつで、こ

の画家が最も意識的にレンブラントに近

づき、レンブラント様式を誇示するかのよ

うに描いた物語画の作例である。レンフ　　　　fig．1ブリンク、キリストとサマリアの如個人蔵　　　f192レンブラント／／キリスト哀悼》ロントン、ナショナ

ラント的色彩の濃いブリンク初期の物語　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ル’ギヤラリー

画作品としては、ミュンヘンの《アブラハム

とイサク》（1636年）、アムステルダムの《ヤコブを祝福するイサク》　　　　さがミュンヘン受難伝連作とほぼ同じであることからも容易に推測す

（1638年）、パリの《羊飼いへのお告げ》（1639年）といった著名な作　　　　ることができる。・・12

例が並ぶ，こうしたブリンク初期の大作と本作品を同日に論ずること　　　　　上記したように、ミュンヘン、アムステルダム、パリに所蔵される3点

はできないが、本作品はブリンクの最初期の作品としてきわめて貴重　　　　の大作と比較することはできないが、本作品は数少ないブリンクのレ

なものである，さらに、この作品はレンブラントが1633年から39年に　　　　ンブラント様式の作品として本館が所蔵するに相応しい作品であ

かけて制作した受難伝連作（ミュンヘン、アルテ・ピナコテーク）と深　　　　る。今後、ブリンクの初期の物語画が市場に出る可能性はほとんど

い関わりをもつ点で、美術史的にきわめて重要な意義をもっている，　　　　なく、また、当館にはレンブラントの作品もレンブラント派の物語画も

　レンブラントのミュンヘン受難伝は、おそらくコンスタンティン・ハイ　　　所蔵されておらず、この度のブリンクの作品はその欠落を補うという

ヘンスによって注文されたものである一その制作には長い年月がか　　　　意味でもきわめて意義深いものである。

けられたが、最初の2点の作品、すなわち、《キリスト昇架♪と《十字架　　　　作品の保存状態は良好である。2005年秋のオークション以後、古

降ド：》は1633年頃、すなわち、まさしく、ブリンクがレンブラント工房に　　　　いニスが除去され、十字架上部の絵具の剥落箇所、また、画面上部

いた頃に制作されたものと考えられている、時期的に遅れて制作さ　　　中央やや左側の縦方向に見られるカンヴァスの裂け目跡、および、

れた《昇天》、《埋葬》、《復活》といった作品についても、ブリンクはな　　　　空、とりわけ、右側上部の絵具が薄くなっている箇所に補彩が施され

んらかの形で知識をもっていた可能性がある、　　　　　　　　　　　　　　　た，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（幸福輝）

　レンブラントの影響は、本作品において決定的である　抑制され

た色調、大胆な明暗表現などにははっきりと師の痕跡が見られるし、

また、中央奥に立つターバンを巻いたニコデモやキリストの頭部近く　　　1）A　C。rpus。f、Rembn。ndt　R。藪ηfiηgs慨lg8g，　D。rdrecht／B。st。n．　L。nd。n，

に脆いてハンカチ噸を覆って泣く女の表現は、レンブラントやレン　》1ぽε煕雰頸鰐巴潔巴禦製繊睾三㌶

プラント派の作品に繰り返し登場するものである．たとえば、後者は、　　　　　ノJな幾人かの研究者は1640年代の作品であると考えた・1

かつてラ・ベルツ・ヤコブスゾーンへのグ希属が提案され、現在は、フ　2に9讐頴鮎し凛構解鴎劉編え瓢翌灘繰

リンクの最醐の作品とされている《キリストとサマリアの女》（fig’1）　勇，三膓｛㌶§認㌫？欝繁㌘鋸ζ㌫駕㌫、二

にもそのままの形で見ることができる．　　　　　　　　　　　　　　　　　架降ド》が含まれてい0たこと、ブリンクがほかに《一卜字架降下》を制作した

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記録がないこと、この時期にブリンクの作品を扱っていた画商はヘンドリ
　レンブラントの受難伝連作には「哀悼」の主題が含まれていない、　　　　　ク・アィレンビュルフであり、同人とブラィニングはきわめて親しい関係にあ

レンブラ・トは油彩スケ・チで同主題作6ムを手がけており（f・92）、そ　』繍㌶㌶捨㌫繰鰐孟二『㍑了よ蒜謡

の馴は本㈱とかなりの類似を見せている・一般的1・言えば・レ　X撚㍑㍑舗㌶゜nd　C°mme”ce　fr°m　Remb”and‘　t°De

ンブラントのロンドン作品が先行し、それに想を受けて弟子のブリン

クが本作品を制作したと考えるのが普通であろう。実際、レンブラン

トのロンドン作品の制作年代を1634年から35年頃に設定する研究

者が多い，しかし、これを1640年代とする研究者も少なからずおり、

ブリンクがレンブラントのロンドン作品をモデルにしたかどうかは必ず

しも明らかではない，，，［1‘本作品とレンブラントのミュンヘン受難伝連

作およびロンドンの《キリスト哀悼》などとの関係については、さらに

今後の調査が必要となるだろう。ブリンクがレンブラントのミュンヘン

受難伝を強く意識しながら本作品を制作したことは、本作品の大き
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　painting　is　in　good　condition．　After　the　2005　autumn　auction，　the　　　　　　・

Govaert　Flinck　studied　under　Rembrandt　in　the　first　half　of　the　1630s．　　　　old　varnish　on　the　painting　was　removed　and　brushwork　was　added　to

From　the　l630s　through　40s，　Flinck　went　on　to　create　narrative　paintings　　　　areas　where　the　pigments　had　flaked　away　above　the　crucifix，　the　area

in　the　Rembrandt　style．　From　the　latter　half　of　the　40s　onwards，　Flinck　　　　around　the　tear　mark　in　the　canvas　seen　vertically　slightly　left　of　the

gradually　shifted　to　a　classicist　style，　creating　large　numbers　of　portraits　　　　　upper　center　ol　the　composition，　and　the　places　where　pigments　had

ol　the　aristocracy　in　a　highly　polished　and　refined　style．　When　the　　　　thinned　on　the　canvas，　such　as　the　sky　in　the　upper　right．

Amsterdam　City　Hall　was　completed　in　l655，　Flinck　was　commissioned　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Akira　Kofuku）

to　create　a　series　of　paintings　on　narrative　themes　to　decorate　the　new

space，　A　we1Lknown　work　by　Rembrandt，7ソ～e　Consρiration　ot－　Ctoud～us　　　　　Notes：

Civ～〃∫．　was　refused　by　the　city　of　Amsterdam．　Thls　painting　had　been　　　　　1）ACorpus　o〃～embrand〃）aintings〃，1989，　Dordrecht／Boston．London，　A

created　by　Rembrandt　for　the　new　City　Hall　when　he　was　commissioned　　　　　　IO7’PP・89≡100・This　book　heralds　the　idea　that　the　work　was　c「eateq

・・fi…hFl・nck’・c・mmlss・・n　a・…Flinck’・dea・h・・・・…ry…h・・　瓢。1ぽ；三＝㌫。麗憲器ぽ罐驚認，lnd　S”m°wskl

epis°de　ably　c°nveys　the　fact　that　at　mid　century　Flinck　was　all　the　2）Th。　m。、，，ecen，。，，i、1。，h。，　menti。n、　th。　NMWA　Flinck　p｜ace、　the

more　famous　than　Rembrandt・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　London　Rembrandt　as　l633－35，　and　it　can　be　clearly　stated　that　the

　　This　work　dated　by　inscription　t（）1637　is　from　Flinck’s　earliest　period，　　　　　　NMWA　work　was　created　under　its　influence．　Further，　the　estate　of　Jan

whe・・he　al・…w・1…en・！・n・ll・r　1？・・・…g・n　a・cl・・：・・1yi・i・tb・・？・　；lll「謝「盟麟1儒：e蕊、語ga＝1㌫cl；罐㍑‡

Rembrandt　as　posslble・Thls　work　ls　an　exalnple　of　Fllnck　s　prlde　ln　hls　　　　　　might　be　identified　with　the　NMWA　work．　The　painting　dealer　Hendrick

ability　to　work　in　Rembrandピs　style．　As　an　early　period　Rembrandtesque　　　　　　Uylenburgh　handled　Flinckls　works　and　he　was　closely　involved　with

膿㌶「蒜蒜ム蒜蒜蒜1㌫＝C㌫　騰㌶竃撒羅㌶i㌶＝
lsロoc　B／essir～9／dcoと［（1638）and　Parisうs　Annunciat～oη’08／le∫んeρhe’てds

（1639）．While　the　new　NMWA　work　ls　not　of　the　same　caliber　as　these

masterpieces　of　Flinck’s　early　period、　it　st川remains　an　eminently

noteworthy　work　from　his　earliest　period．　Further，　this　work　is　closely

connected　to　the　Pa∬～oηseries　created　by　Rembrandt　from　l633－39

（Munich、　Alte　Pinakotek），　and　thus　is　extremely　impol寸ant　in　terms　of

the　art　history　of　the　day．

　　The　Rernbrandt　Munich　Pass～oηseries　was　probably　commissioned

by　Constantin　Huygens．　The　production　of　the　series　took　many　years，

with　the　first　two　works，　Roising　o〃ノle　Cro∬and　Descent　fi’on～the　Cross，

painted　around　I633，　in　other　words，　right　when　Flinck　was　working　in

Rembrandゼs　studio．　The　other　works　from　Rembrandt「s　series　created　at

aIater　date，　namely　Ascension，　Entoηbment　and　Resurrect～oη、　would

have　possibly　been　known　to　Flinck　insome　fashion．

　　Rembrandゼs　influence　is　decisive　in　this　work．　The　subdued　palette

and　boid　use　ol　light　and　shadow　expression　are　all　clearly　traces　of　his

teacher’s　influence．　The　expression　of　Nicodemo　wearing　a　turban　in

the　back　center　of　the　composition、　and　the　crying　woman　who

crouches　close　to　Chrisピs　head　and　places　a　handkerchief　over　his　face

are　figures　that　appear　repeatedly　in　the　works　of　Rembrandt　and　his

schooL　For　example，　these　figures　can　be　seen　in　exactly　the　same　form

in　a　Rembrandt　schoo［work　formerly　attributed　to　Lambert　Jacobsz　that

is　today　thought　to　be　a　work　from　Flinck’s　earliest　period，　Ch　rist　an（〃he

W（）mon　ofSamaria（fig．1）．

　　Rembrandt　did　not　include　a　Lamentation　scene　in　his　Pass～oηseries．

There　is　an　oH　sketch　by　Rembrandt　on　this　subject（National　Gallery，

London、　fig．2），　and　its　composition　closely　resembles　the　NMWA　FIinck

wo！’k．　Genera11y　speakmg，　it　would　be　normal　to　consider　that

Rembrandピs　London　work　was　produced　first，　and　then　his　student

Flinck，　inspired　by　that　work，　would　have　created　the　NMWA　painting．

In　fact，　many　scholars　propose　a　date　of　ca．1634－35　for　the　London

Rembrandt　work．　However，　there　are　also　a　considerable　number　of

scholars　who　push　that　date　back　to　the　l640s，　and　thus　it　ls　not

completely　clear　that　Flinck　used　the　Rembrandt　London　work　as　his

modeLいIndeed，　further　research　is　necessary　on　the　relationship

between　Rembrandt‘s　Munich　series、　his　London　work　and　the　NMWA

FIinck　work．　The　fact　that　the　NMWA　work　is　almost　exactly　the　same

size　as　the　Munich　series　canvas　makes　it　easy　to　posit　that　Flinck　was

strongly　influenced　by　that　series．2）

　　As　noted　above，　while　this　work　is　not　comparable　to　the　three

masterpieces　in　Munich，　Amsterdam　and　Paris，　the　NMWA　FIinck　is　a

suitable　addition　to　the　NMWA　collection　as　one　of　the　few　works　by

Flinck　in　the　Rembrandt　style．　There　is　almost　no　chance　of　early　period

Flinck　works　appearing　on　the　market　in　the　future，　and　the　NMWA　did

not　have　a　narrative　work　by　Rembrandt　or　his　followers　in　its

collection．　Thus　it　is　extremely　meaningful　that　there　was　this

opportunity　to　add　such　a　work　to　the　collection．

ll



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文献Literature：CP，　Landon，Annates　du∫η1～s6e　et　de／冨coピmoderne　cles　beaux－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　arts，　Rec［tei／de　gravures　au　trait，　contenant／●m〃ection　comρ～Ote　desρein’ures　et
ジャン；ヴィクトール・ベルタン［1767－1842］　　　　　　　　　　　∫α∫輌7ぞsd醐11s6eMρo～ε゜n：　et　de　ce／（∫∫ダe　w搭゜”e∫：1εs°句e’5～e『ρ1μsα∫’椥xde
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルfuse’e　des　nlonutnents／｝’anfais：／esρrincipaiesρノて）ductions　des　arttst〔？Sρiv（］nts，　en
《イタリア風景》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ・i・ttire，　s・・ulptures　et・κん∫～・σ鯉醐俗ρ1肋・・，・et・・∫　avec　d・s　n・ti・es　hist・rique　et

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　critique、　Paris，1801－1822，　Salon　de　1812；Suzanne　Gutwirth、“Jean－Victor　Bertin，　un
1812t・1：－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Paysagiste　N6〔）－Classique”，Gozette　des　Beaux－At’is，　mai－juin，1974、　PP．337－358；Chiara

油彩、カンヴァス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Stefani，　An　Eye　of／Vature，　Bertin　’s　ldc）a／　Landscaρe，　Matthiesen　Fine　Art　Ltd．，　London、

75。109。m　　　　　　　　　　　　　　　　　2004・
署名年記あり

《ギリシアの風景》

1812年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジャン・ヴィクトール・ベルタンは、風景画制作にスケッチ風の技法を

油彩・カンヴアス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とりいれ、独自の表現を見出したピエール＝アンリ・ド・ヴァランシエ
75×109cm
署名年記あり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ンヌ（1750－1819）を師とし、次世代のアシルニエトナ・ミシャロン（1796－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1822）やカミーユ・コロー（1796－1875）を自然主義的な描写へと導い

Jean－Victor　Bertin［1767－1842］　　　　　　　　　　　　　　　　　た画家でありながら・自身はアカデミーにおいて新古典主義の風景

ltalian　Landscape（CLe　Pajysage　d　7talie）　　　　　　　　　　　　　画家としてその地位を築いた。その意味では、自然主義へと一筋に

1812　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　向かうかのように見られる18世紀末から19世紀にかけてのフランス
Oil　on　canvas

75×109cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の風景画史に、複雑な影を投げかける特異な存在といえるだろう。

瀦：；nd　dated　l°we「left：Be「”n　j872　　　　　　　しかしながら、これまでのベルタンの作品研究や作縮幸艮の割責は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　けっして十分なものではなく、今後の研究に多くの可能性をもった画
ム゜ndscape・　Site°fG「eece　CPaysage，　Site　de　1°G「ece）　　　家である。

1812

0il。n　canvas　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今回取得したベルタンの油彩画2点には、ともに1812年の年記が

；翻蒜、。，，dl。w，，1，1，、，，，、in　1812　　　　　　ある．この醐はち・うどベルタンカ・サ・ンで認められ、国家からの

P『2006－3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注文でトリアノンやフォンテーヌブロー各宮殿の装飾画を制作するな

糠，，。ve，a。ce、　P，、va，，　C。、ec，、。，、，　B，ussel，、sl、ce．193。、　H、，，l　d。、Ven、，、　H。rt、、　ど・公的な成功を収め始め塒期である・《ギリシアの風景》は・

B「ussels・　2003・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1812年のサロンに出品された作品であることが、　C．P．ランドン編纂に

展覧会歴Exhibiti°n：（《ギリシアの風景》のみ）Mus6e　NaP°le°n・Pa「is　Sal°n’1812’　　　よる版画挿絵入り目録（出品番号69）からほぼ確実である。II｝い古代
no．69．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　風の衣装をまとった男女や子どもが、川のほとりの木々に囲まれた神
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殿に向かって集まる様子が描かれる本作のテーマについて、ステフ　　　　同時代の風景画家の多くがそうであったようにベルタンもイタリア

ァー二は17－18世紀に何度か出版されたロラン・ル・ヴァイエル・ド・ブ　　　　旅行を経験していたと考えられるが、これについての確証はない。し

一 ティニ著の物語の一場面であり、テッサリアの神殿で行なわれた　　　　かし1808年以降、イタリアを主題とした風景画が多く描かれているこ

タルシスとゼリーの結婚式の様子を示すとしている♂2’同じ主題を、　　　とから、1806－08年にイタリアへ旅行したものと推察される。ベルタン

ヴァランシエンヌが1806年のサロン出品作で扱っている。　　　　　　　　は師ヴァランシエンヌに倣い、イタリア旅行中に多くのスケッチを描き

　もう1点の《イタリア風景》は小高い丘の周囲を蛇行する小川を背　　　　貯め、帰国してからそれらをもとにして数々の風景画を制作したの

景に、荷車を操る人、羊を移動させる牧人、荷物を頭上に載せて運　　　　であろう。1810年以降のサロン出品作には、オレヴァノやナルニ、ナ

ぶ女性などとともに、白い馬にまたがる男性が小道を駈ける姿が描　　　　ポリの風景を描いたものが続く。これらの作品に描かれる地形は必

かれる。本作には同構i図によるヴァージョンがある（1810年頃制作、　　　ずしも現実に即したものではなく理想化されている。その意味では、

ブーローニュ＝ビランクール、マルモッタン図書館所蔵）が、この2点　　　　早くから屋外でのスケッチを重視し後の自然主義風景画に道を開

の制作の経緯、あるいは主題については不明である♂3｝ステファー　　　　いたとされるヴァランシエンヌの弟子でありながら、ベルタンの風景

二はこの作品を《ギリシアの風景》と同じ1812年のサロン出品作《ロ　　　　画では、スケッチ風の自然さや即興性ではなく、端正な仕上げを重

一 マ近郊ヴァルモントーナ村の眺め》であるとし、この2作品を対作　　　　視する新古典主義の要素が強いといえる。《イタリア風景》《ギリシア

品としている。ぷしかし、ランドンによるサロン出品作品目録に掲載　　　　の風景》はともに、イタリアから帰国したばかりと思われるこの時期の

されている《ローマ近郊ヴァルモントーナ村の眺め》の挿絵は明ら　　　典型作であり、とくに《イタリア風景》にはヴァージョンがあることから、

かに別の作品のものであることから、・Fs」ステファーこの見解は支持　　　　当時好評を得、ベルタンの画家としての社会的成功を示す作品とい

することができない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　えよう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大屋美那）

　ただし、地面の位置や蛇行する川、丘、山の配置などの点で両者

は共通しているほか、描法、サイン、年記の書き方も同じである。古

代の理想郷を描いている点でも両作品には共通性が見られる。こ　　　　註

れらのことから、《ギリシアの風景》と《イタリア風景》が対作品であっ　1）；霊鵬㍑鰍罐蒜1沈膿竺蒜㌶

た可能性はきわめて高い・ランドンの目’剥・は記載がないが《ギリシ　；㍑㌘蹴翻：膿㌫瓢；篇篇蒜蒜麟1

アの風景》とともにサロンに出品された可能性もまったくないとはいえ　　　　　0／odぬoη∫∂esσπδ’esひ～ρo咋en　peintu「e，　scuiptures　et　architecture，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e’dificesρublics，　etc．：avec　des　notices　histot’ique　et　ct’itique，　Paris，1801一

ないだろう。ベルタンのサロンへの出品については、今後さらに調査　　　　　1822，Salon　de　l812，　pp．117－118，

を深める必要がある。

13



2）Chiara　Stefani，　An　Eye　of八ia　tu　re，　Bertin　’s　ldea／Londscaρe、　Matthiesen　　　　sketches　during　his　Italian　travels，　and　then　created　numerous

　　　Fine　Art　Ltd・，　London，　2004・P・25・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　landscape　paintings　on　their　basis　after　his　return　to　France．　Many　of　the

3）マルモッタン図書館所蔵の作品には年記はなく・サイズも国立西洋美術館　　　　works　entered　in　the　Salon　by　Bertin　from　l8100nwards　feature　Italian

　　　所蔵作品よりも少レJ’さい（6°×96・m）・　　　　　　　，cene，，，uch　as　scene，。f　Olevan。、　N。mi、nd　N、pl。，．　Th，、e　w。，k，　all

4）Stefani，°ρ・cゆ13・　　　　　　　　　　　、h。w　ideali、ed　land、cap，、　and　t。P。g，aphy　th、t　d。　n。t　necessa，ily
5）Land°n・°ρ・ci’・・　pl・43・ 　　　　　　　　　　　replicate　actual　scnee・．1・this　sen・e，　even　th・ugh　B・，ti・w・・a・t・dent

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　of　Valencienne．　an　artist　who　valued　the　importance　of　plein　air

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sketching　and　opened　the　way　towards　the　naturalist　landscapes　of　later

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　generations，　Bertin’s　landscapes　do　not　have　the　natural　or

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　improvisational　quality　of　a　sketch，　but　rather　are　strong　in　neoclassicist

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　elements　that　give　particular　credence　to　careful　and　regular　finishing．

Jean－Vi・t・，　B。，ti・w。・t，ained・by・PierreHen，i　d。　V。lencienne（1750－　B・th　lt・”・n　L・ndsc・ρ・・and・L・ndsc・ρ・’　Site・fG・eece　can　be　c…id・・ed

l819），　k・・w・f・・hi・unique　exp・essi・n・・eat，d　th・・、gh、・k，t、h－1ik，　　typical　w°「ks　c「eat・d　du「i”g　th・pe「i・d　imm・di・t・1y　aft・・the　a「ti・t’・

tech・ique　i・hi・p・・ducti…f・land・cap・p・i・ti・g，」・tur・、　B。・ti・　　p・・t・1・t・d・et・・n　f・・m　lt・ly・Gi・en　th・t　th・・e　i・an・th・・ve・si・n・f　lt・ti・・

t・ai・・d　the　next　g・ne・ati…f・・ti・t・in　nat。・ali，t　d。pi，ti。・，　nam。ly　　Lands・・ρ・・th・・e　w・・k・a1・・i・dicat・B・・ti・’・p・p・1・・ity・t　th・time　and

A・hille－Etna　Mi・h・ll・・（1796－1822）・nd　Jean－B・pti，te－C、mill，　C。・・t　hiss°cial　success・　　　　　　　　（Mina　Oy・）

（1796－1875）．Through　his　own　work　Bertin　achieved　a　position　for

himself　as　a　neoclassicist　landscape　painter　in　the　Academy．　Thus

B・rti・h・ld・a・peci・1，・and・・m・wh・t・・mpl・・，・place・i・th・hi・t・ry・・f　　N°tes：

F・ench　landscap・p・i・ti・g　f・・m　the　end・f　th・18th・ent・ry・th…gh・th・　　1）C・P・Land…Aηη・1・・伽η∪・6・・’ゴ・1’6・・le　m・卿・∂・・わ・・□・τ・・

19・hcen・・ry　by　hav・・g　m・・・…ned　a　ce・・・・・・…an・e…mna…ali・m・　儒；㍑認蹴。聯㌶5器㍑霊＝。c＝二㍑

However．　there　has　not　been　a　thorough　study　of　Bertin’s　works　or　　　　　　objets　les　pius　curieux　deル7αs6e　des　monuments　frangais；　ies　princiρales

accumulation　of　information　on　his　works，　and　there　is　a　great　deal　of　　　　　　ρπ）ductions　des　al’tistes　vivants・enρeinture・sculPtu「es　et　a「chitecture・

…en…1f・・・・…e・e・ea・ch・n・h・・a・・・…　　　　　　19墾；慧。罐i㌶”需、1°t’ces　hist°rique　et　critique『　Pa「ls’18°1－

The　tw；°il　paiCtings　by　Be「tir　acqul「ed　by　the　NMWA　a「e　b°th　2）Chi。，a　S・。fani，．An　Eye　of　Nature，　Bertin・s　lde。／Landsc。ρ，，．M。tthi。，en

dated　by　lnscrlptlon　to　l812・This　period　corresponds　to　Bertin’s　　　　　　　　FineArt　Ltd．，　London，2004，　P25．

recognition　by　the　Salon　and　the　period　when　he　began　to　achieve　　　　　3）There　is　no　date　inscription　on　the　Marmottan　work，　and　it　is　somewhat

public　success、　such　as　commissions　from　the　nation　for　decorative　　　　　　smaller　in　scale　than　the　NMWA　work（Marmottan　work　measures　60×

P・i・ti・g・t　b・th　th・T・ian・n　and　F・・t・inebleau．・L・ndscaρe，　Site・f　　96・m）・

Greece　was　exhibited　at　the　l812　Salon，　as　can　be　almost　completely　　　　4）Stefani・　oρ・cit・・P・13・

confirmed　from　its　position　in　the　print－illustrated　catalogue　of　the　　　　5）Landon・oρ・c”・・pL43・

exhibition　by　CP．　Landon（exhibit　number　69）．1｜Classically　dressed

men，　women　and　children　have　gathered　and　are　heading　towards　a

temple　set　beside　a　river　and　in　the　midst　of　a　grove　of　trees．　Stefani　has

identified　this　subject　as　based　on　a　tale　written　by　Roland　Le　Vayer　de

Boutigny．　She　describes　the　scene　as　that　of　the　wedding　between　Tarsis

and　Zelie　at　a　temple　in　Thessaly．2’）Valencienne　entered　a　painting　of

the　same　subject　in　the　l806　Salon．

　　The　other　work　acquired　by　NMWA，ノtalian　Landscaρe，　shows　a

background　of　a　small　winding　stream　surrounded　by　small　hillocks，

with　figures　and　a　loaded　cart，　shepherds　herding　sheep，　and　a　woman

carじying　a　bundle　on　her　head．　A　man　rides　a　white　horse　along　a　small

path．　There　is　another　version　of　this　scene，　dated　to　ca．1810（Bou［ogne－

Billancourt．　Bibliothbque　Marmottan），　but　the　actual　subject　of　these

works　and　the　details　of　their　production　remain　unknown．3’）Stefani

considers　that　ltolion　Landscaρe　would　have　originally　formed　a　pair

with　Landscaρe，　Site　of　Greece　and　would　have　been　titled　Vue　d’une

ρartie　de／o　vi〃e　de　Valノηontone．41　However，　the　illustration　in　Landon’s

catalogue　of　Vue　d’une　partie　de／o　ville　de　Valmontone　shows　a　clearly

different　work　and　thus　Stefani’s　interpretation　is　not　supported　by

reference　to　Landon．5）

　　However，　the　position　of　the　land　masses，　the　meandering　river，　hills，

and　mountains　are　the　same　in　the　two　works，　as　is　their　size　and　the

writing　used　in　the　signature　and　date　inscriptions．　The　two　works　also

share　their　depiction　of　two　ideal　landscapes　of　antiquity．　These　factors

all　indicate　the　strong　possibility　that　Itaiian　Land∫caρe　and　Landscaρe，

Site　of　Greece　are　a　pair．　While　not　published　in　Landon’s　catalogue，　it

cannot　be　ruled　out　that　the　ltalian　Landscaρe　was　displayed　with

Londscaρe，　Site　of　Greece　in　the　Salon．　Further　research　on　Bertin’s

entries　to　the　Salon　is　necessary．

　　Like　the　majority　of　landscape　painters　of　the　day，　Bertin　is　thought　to

have　traveled　to　Italy　for　experience，　but　there　is　no　evidence　of　such

traveL　However，　given　the　fact　that　from　l8080nwards　he　painted　a

large　number　of　landscapes　with　Italian　scenes　as　their　subject，　it　can

thus　be　suggested　that　he　traveled　to　Italy　from　l806－08．　It　is　possible

that，　imitating　his　teacher　Valencienne，　Bertin　created　a　large　number　of

1・tt



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　描かれる一・連の室内画であろう。1900年頃からのイルステズの室内

ピーダ・イルステズ［1861－1933］　　　　　　　　　　　　　　　　　画には、デンマークを代表する作家で義理の弟ヴィルヘルム・ハンマ

《イーダの肖像》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一スホイの影響が色濃く反映されてくるようになる。静誼な空間表現

1889年頃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や人物描写はその多くをハンマースホイに負う一方、イルステズの描
汕彩、カンヴァス

232×18．、5　cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く室内画はハンマースホイにはない暖かみや親密さによって、当時の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　デンマーク国内ではハンマースホイよりも人気が高かった。また当時
Peter　Ilsted［1861“1933］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のデンマ＿クには、いわゆる「室内画派」と呼ばれる作家が多数いた

Portrait　of！da

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が、彼はその中で唯一、版画に情熱を燃やした作家でもあった。国
cl889
0il・n・canvas　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立西洋美術館は、これまでに5点のカラーメゾチント（a　Ia　poupξe）
23．2×185cm
In。，igi。al　frame　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作品を購入しているが、本年はさらに9点の版画と1点の素描も合わ

P2006’4 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せて収集することができた。

来歴p，。、，。a。ce　The　f。mily。f．th。．artist，s、s。n．　jens　llsted，　　　　　　　　　　　本作品《イーダの肖像》は、ハンマースホイとイーダの結婚前、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1889年頃の制作と思われる。本年収集した素描や版画とともに、本

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作品もイルステズの息子イェンスのコレクションに由来するもので、オ

ピーダ・イルステズは、冬はランプの灯火の元、夏は陽光の射す室内　　　　リジナルの額縁が付けられている。本作品は小品ながら、イルステ

風景を描いた北欧の世紀末を代表する画家の一人である。1890年　　　　ズ初期の様式を知ることができる貴重な作品と言えよう。ハンマース

頃までに彼が描いた風俗画にはフェルメールやピーター・デ・ホーホ　　　　ホイがイーダとの婚約直後、1890年の写真を基に描いた肖像画の、

らの17世紀オランダ絵画の影響が見られる。彼はこの時期に神話　　　　結婚後の幸せを予感させない無表情でメランコリーな眼差しのイー

的主題も描いているが、彼の画業で最も重要なのは1890年以降に　　　　ダに比べて、本作品を制作する兄の前で見せたイーダのあどけない
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笑顔は実に対照的である、結婚後は、室内にたたずむイーダの後姿

がハンマースホイによって多く描かれた，まれに正面から描かれた

場合は、まるで結婚生活が不幸であると言わんばかりの相貌になっ

ており、実際に不幸であったと想像されがちだが、イーダのメランコリ

一 な表情はハンマースホイの特徴的な．表現であったことを他の肖像

画とも合わせて理解されなければならない・

国立西洋』美術館では2008年の秋にヴィルヘルム・ハンマースホイ

展を開催予定である・この展覧会で、ハンマースホイの芸術をよりよ

く理解するために、イルステズとカール・ホルスーのセクションを設け、

本作品もカラーメゾチントと合わせて展示することになっている　デ

ンマークの画家たちがH本でまとめて紹介されるのは初めてのこと

である．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　唯藤直樹1

Peter　llsted　was　one　of　the　malor　Northern　Eしll’opean　painters　of　the　late

19th　centu町、　known　for　his　interior　scenes　lit　by　lamps　in　the　winter，　or

by　the　sullqs　rays　during　the　summer．　Up　until　around　l89011steds　genre

scenes　reveal　the　influence　of　such　l7th　century　Dut（：h　painters　as

Vermeer　and　Pieter　de　Hooch．　In　addition．　Ilsted　also　created　works　on

mythological　themes．　but　his　most　important　works　are　his　series　of

genre　theme　works　painted　from　l8900nwards．　From　al’ound　l900

0nwards，　llsted’s　works　began　to　strongly　influence　the　majc）r　Danish

painter　Vilhelm　Hammershoi、　Hammershoi　picked　up　many　aspects　of

Ilsted’s　expression　of　st川sPace　and　figural　depictions、　but　llsted「s　works

reveal　a　warm　intimacy　that　made　his　works　more　popular　ill　Denmark

at　the　time　than　those　by　HammershoL　Thei’e　were　many　painters　of

interi（）r　scenes　active　in　Denmark　at　the　time．　but　Ilsted　was　the　onlv

one　of　these　artists　who　was　passionate　about　prints．　The　NMWA　had

previously　purchased　five　of　Ilsted’s　mezzotints　printed　in　colors（a　la

poup6e），　and　the　purchase　of　this∠Portrait　of　／da　was　accompanied　by　a

further　purchase　of　nine　prints　and　one　dra、～’ing　all　by　the　artisL

　　Po　rttてa　it　oflda　portrays　Ilsted’s　sister　lda　and　is　thought　to　have　been

painted　around　l889，　prior　to　lda’s　marriage　to　Hammershoi、　Along　with

the　prints　and　drawing　acquired　this　year，　this　painting　came　from　the

col］ection　of　llsted’s　son，」ens、　and　it　is　still　in　its　original　frame．　While

this　work　is　small　in　scale、　it　can　be　considered　an　important　work

reflective　of　Ilsted’s　early　period　style．　lmmediately　after　Hammershoi

became　engaged　to　Ida，　he　created　a　portrait　of　Ida　based　olコan　l890

photograph．　The　image　in　that　portrait，　with　Ida’s　face　expressionless

and　her　eyes　somehow　melancholy，　does　not　foretell　happiness　after

the　marriage．　This　NMWA　portrait，　with　the　smiling　face　she　exhibited

before　her　brother　the　painter、　stands　in　sharp　contrast　to　the　effort　by

the　sitter’s　fianc6．　Hammershoi　went　on　to　create　a　number　ol　interior

scenes　with　lda　seen　in　back　view．　These　paintings、　with　neither　front

view　nor　smiling　face　on　the　sitter、　would　seem　to　indicate　unhappiness

in　Ida’s　marriage　to　Hammershoi．1n　fact，　the　somewhat　melancholy

aspect　of　these　paintings　and　their　images　of　Ida　was　not　a　specific

reflection　of　her　mood，　rather　they　were　a　trademark　of　Hammet’shoi’s

s．　tyle，　visible　in　images　of　the　other　sltters　in　his　portraits．

　　The　NMWA　is　currently　c）rganizing　an　exhibition　of　Hammershoi’s

works　to　open　in　the　autumn　of　2008．　In　order　to　help　viewers　better

understand　Hammershoi’s　works、　the　exhibition　will　include　a　section

of　paintings　by　colltemporary　artists　such　as　Ilsted　and　Carl　Holsoe．　This

pOI’trait　in　oil　and　the　NMWA　mezzotints　printed　in　col（）rs　w川be

displayed　in　that　exhibition．　This　exhibition　will　be　the　first

comprehensive　introduction　of　Danish　painters　ill　Japan．　　（Naoki　Sato）
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展覧会

‘Exhibitions

ベルギー王立美術館展

Chefs－d’ceuvre　des　Mus6es　Royaux　des　Beaux－Arts　de　Belgique

Meesterwerken　van　de　Koninklijk　Musea　voor　Schone　Kunsten　van　Belgi6

会期：2006年9月1211－12月10日

i－1催：IEは西洋美1“i館読売新聞社ベルギー－1泣）Zr術館

人場者：247DO9人

Duration：12　September－10December，2006
0rganizers：National　Museum　of　Western　Art、　Tokyo／The　Yomiuri　Shimbun／The　Royal

Museum　of　Fine　Arts　of　Belgium

Number　of　Visitors：247，009

ベルギーを代表する美術館の所蔵名品展であり、16世紀後半から　　　　その後、幾度も交渉が重ねられた。少数ではあるが、素描を含め

201｛t紀前半までの400年にわたるベルギーの美術が概観された。ひ　　　　16’lll：紀後半の作品が加わり、1　gt｛1．；紀前半から半ばの作品を加える

とつのコレクション展で、通史的構成となればいかにも単純な展覧会　　　　ことで、ようやく通史といえる広がりをもつ内容に近づいていった，，ま

に見えるが、その準備段階では最初から幾つかの困難に遭遇した。　　　た、長く交渉を行なっていた《イカロスの墜落》とマグリットの《光の帝

ひとつは、ベルギーの美術の概観は本当に可能なのかというある意　　　　国》の出品が許可され、通史の始まりと終わりに傑作を配することが

味で根本的な問いである，15’IH：紀から17世紀までのあいだ、フラン　　　　できたのは望外の喜びであった，tこの2点の傑作を含むベルギー美

ドル地方には優れた画家が輩出し、イタリアと並ぶ絵画の中心であ　　　術400年の通史は、それなりに意味があったのではないかと考えて

った・ところが、戦乱に巻き込まれた18世紀は国中が疲弊し、美術の　　　　いるft

分野でも見るべきものを生み出すことはなかった，ベルギーが再び　　　　ブリューゲルの真作かどうかについては疑問視する研究者も多い

ひとつの国家として独白の歩みを始め、美術の分野でも注目を集め　　　　が、《イカロスの墜落》はこの画家の代表作として広く知られた作品

始めるのは19世紀後半からのことである。とりわけ、世紀末には幾人　　　　であり、日本で多くの人々の目に触れたことの意義は少なくない／：ま

かの傑出した画家たちが登場し、国際的にも注目を集めた、つまり、　　　た、ごく少数の画家を除けばあまり知られていないベルギーの多彩

この国の美術は15世紀から17世紀までのフランドル絵画と19世紀半　　　な近代絵画が展覧されたのも特筆すべきことであった。とりわけ、日

ば以降とのベルギー絵画に1分されており、ひとつの通史として概　　　　本側の通史的構成に対する配慮から、ベルギー近代絵画の中でも、

観することにどれだけの意味があるのかを疑問視する声も少なくな　　　特に、過去の伝統を意識した画家たちの作品に光が当てられた。べ

かったのである．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルギー近代美術はしばしばアヴァンギャルドの歴史として語られて

　けれども、ベルギー近代美術は比較的よく紹介されているのに反　　　　きたが、そこには歴史主義やアカデミー派の画家たちが複雑に入り

し、ファン・エイクからルーベンスまでのフランドル絵画はきわめて断　　　混じり、混乱とさえ言えるような独自の絵画状況が生まれていたので

片的な形でしか日本では展示されたことがない。たとえ少数であっ　　　　ある．アンリ・レイスやヴァレリウス・サーデレールといった画家が加

てもフランドル絵画の巨匠たちの作品を展示することは、国立西洋　　　　えられたことは、このような通史的概観には相応しいものであった。

美術館で行なう展覧会に相応しいものであると思われたのである。　　　　なお、1司展は長崎、大阪を巡回し、多くの人々にベルギーの美術と

　筆者のこの考え方は基本的にベルギー側にも了承されたが、今度　　　　歴史を伝える契機となった。　　　　　　　　　　　（幸福輝）

は別な問題が発生した，15世紀以来、この地方は板絵の本場であ

り、早くから板絵の保存に関する厳しい規定を提案してきた伝統が

あったさまざまな形で努力はしてくれたのだが、結果として、ベルギ　　　　［カタログ］

－
1則は板絵の出品にはきわめで1癒あった・15，16世紀のフラン　讃‡1灘鷲巖繍！』1惜：鷺籔、高＿、ヴエ

ドル絵画のほとんどは板絵であり、したがって、通史を行なうことで　　　　ロニツク・ビュッケン、ピエール・イヴ・ドセーヴ、フレデリック・レーン、ベルギー王

舗しながら、実は、最初にベルギー側から提示された出品リストは　ぱ術館芸部

17世紀フランドル絵画と19世紀末から20世紀前半に集中しており・　　　作、1，・1輸送・展示：H本通運

とても通史とは言えない内容であったのである，　　　　　　　　　　　会場設営：東京スタデオ

「



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　loan　of　two　critical　works，　The　Fa〃of　lcorus　and　Magritte〕s　The

This　exhibition　featured　famous　works　from　Belgium’s　major　museum，　　　　En？ρ～re　of　Lights．　These　two　works　allowed　the　chronology　to　begin　and

presenting　an　overview　of　some　400　years　of　Belgian　art　history、　from　the　　　　end　with　masterpieces．　With　the　inclusion　of　these　two　works，　the

latter　half　of　the　l6th　century　through　the　first　half　of　the　20th　century．　A　　　　　exhibition　can　be　considered　a　meaningful　chronological　survey　of

chronologically　arranged　exhibition　lrom　a　single　collection　may　seem　　　　　Belgian　art　over　four　centuries．

to　be　a　simple　exhibition　to　organize，　but　in　the　case　of　this　exhibition．　　　　　There　are　many　scholars　who　question　whether　The　Fa〃o〃tarus　is　in

its　earliest　inception　was　fraught　with　a　number　of　problems．　One　such　　　　　fact　by　Brueghel、　but　this　work　is　widely　known　as　one　of　Brueghers

problem　was　the　fundamental　question　of　whether　or　not　the　exhibition　　　　　Inajor　works．1t　was　a　particularly　meaningful　addition　to　the　exhibition

could　provide　an　outline　of　Belgian　art．　From　the　l5th　to　the　l7th　　　　　given　that　many　people　in　Japan　had　not　previously　seen　the　work．　Ol

cellturies　superb　painters　were　produced　in　Flanders　and　it　was　a　　　　　further　special　note　is　the　lact　that　a　diverse　array　of　Belgian　modern

painting　center　that　rivaled　Italy．　However，　the　l8th　century　was　a　　　　　painting　was　displayed，　a　period　that　is　not　well　known　in　Japan　outside

period　in　which　the　countryside　was　embroiled　in　war、　and　the　entire　　　　　avery　few　specific　al寸ists．　Thus　the　Japanese　organizers’s　interest　ill　a

country　bore　its　scars．　There　was　very　little　art　born　amongst　such　　　　chronological　approach　meant　that　the　focus　was　put　on　works　from

conditions，　It　was　not　until　the　latter　half　of　the　lgth　century，　as　Belgium　　　　　Belgian　modern　painters　going　back　into　history．　The　history　of　Belgian

set　out　on　reestablishing　itself　as　an　independent　coulltry、　that　the　　　　　modern　art　is　often　discussed　as　the　history　of　the　avant－garde，　whemn

artistic　world　again　attracted　attention．　Indeed，　a　number　of　noteworthy　　　　fact　it　was　a　period　in　which　there　was　a　complex　intermingHng　of

painters　appeared　in　the　fin－de－siecle　period，　and　became　　　　works　by　painters　of　historicism　and　academic　painting　genres．　Indeed，

internationa11y　renowned．　Thus，　Belgian　art　of　the　Iast　500　years　can　be　　　　it　was　this　very　mixture　of　the　academic　and　the　avant－garde　that　made

large｜y　divided　into　tw（）periods，　namely　the　I5th　century　through　the　　　　Belgian　modern　art　so　unique．　Henri　Leys　or　Valerius　de　Saedeleer　is

ユ7th　century　and　then　again　from　the　latter　half　of　the　19th　century　　　　　one　of　the　painters　displayed　in　the　exhibition，　and　his　inclusion　was

onwards，　Hence、　many　considered　it　questionable　about　whether　there　　　　　particularly　appropriate　for　the　exhibition’s　chronologica［overview

was　any　meaning　in　attempting　an　ovenriew　of　a　continuous　histor＞i　for　　　　approach．　This　exhibition　traveled　to　both　Nagasaki　and　Osaka，

the　fourcenturies．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　allowing　an　even　greater　number　of　visitors　a　chance　to　see　the　history

　　However，　whne　there　has　been　a　relatively　large　amount　of　Belgian　　　　　and　arts　ol　Belgium．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Akira　Kofuku）

modern　art　introduced　in　Japan，　there　has　only　been　a　scattered

showing　of　Flemish　works　from　Van　Eyck　to　Rubens．　Even　if　few　in　　　　　［Catalogue］

num…，・・w・・deem・d・d・・pl・y・・w・・k・by・h・Fl・m・・h　m・・…sw・・　；9蒜ζ～識㌣蹴よ瓢　1：mitsu・Cultu「al　Affai「s　Depa「tment°f

・minently・pP・・P・i・t・f・・th・NMWA・　　　　　　　　　Text・by・Aki・a　K・f・k・．・Y・k・F・k・mits・、　Y・k・T・t・un・，　Aki・Hi・・k・w・，

　　The　author　gained　the　fundamental　understanding　of　the　Belgian　　　　　Keiko　Toyama，　Makiko　Takagi．　Veronique　Bucken，　Pierre－Yves　Desaive，

・rgan・・e・s・n・h・・e・ssue…exh・b・…nsc・P・・and・hen・he　nex・　臨晶Leen・Cu「at°「ial　Depa「tment°f　Muses　R°yaux　des　Beaux’A「ts　de

problem　emerged・The　Belgian　region　was　the　center　of　panel　painting　　　　Produced　by：IMEX　Fine　Arts

production　in　Europe　from　the　15th　century　onwards，　and　this　country

has　a　traditiorl　of　requiring　strict　conservation　regulations　regarding　any　　　　　Transportation　and　handling　of　art　works：NipPon　Express

w・・k・・npaneL　While　all　m・・ne・・1・ff・rt・w・・e　m・d・i・thi・・eg・・d」・　　Exhibiti°n　design：T°ky・Studi°

the　end　the　Belgian　organizers　were　extremely　cautious　about　Iending

works　on　panel．　The　majority　of　Belgian　paintings　dating　from　the　l5th

and　l6th　centuries　were　created　on　panels，　and　while　the　Belgian　side

had　agreed　to　a　comprehensive　chronoIogical　approach，　ill　fact、　the　first

list　of　works　proposed　by　the　Belgians　focused　on　17th　century　Flemish

paintings，　and　alt　works　from　the　end　of　the　l9th　century　through　the

first　half　of　the　20th　century．　Such　a　Iist　cannot　be　considered　a

comprehensive　chronological　approach．

　　Anumber　of　negotiations　fo［lowed　this　initial　list．　Though　only　a　few，

some　drawings　were　added　from　the　latter　half　of　the　16th　century、　and

some　works　were　added　from　the　early　lgth　century　through　mid－

century、　thus　finally　broadening　the　list　into　sornething　approaching　a

chronological　survey．　A　l（．）ng　process　of　negotiation　finally　resulted　in
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　コ　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「な♪
会期：2007年3月6［－5月61｜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、＿

樵・国立西洋美術館チューリヒ11科大学酬端負∬（財・酷美術振鯛卜　　　　　　　㌔涜鯉・門覇醗ド、・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t・：　プ　　　　　　　　　い　　　　　　　　　　　Fj　　　　t　’
；鵬＝馴瓢＿A。／T、。、C。llection　of　Prints　and　Drawings　of　ETH　　蹴　轟：鮮｝翻

…The　Weste「n　Art　F°undati°n 　　　　　　　響蒙難灘鐸舞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Italian　Renaissance　Prints
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’1．・s乳…・1’tSkt・II1・へtll・‘’1・‘“㌔h1“1ば）∠Sln品

2007年3月β日E；kl－5月6日mu

AへNXへ製些問＝

罵〔㍍＝●　■一つ衰一
●　彦一渓●　　 ，　∋’竃　’・卜　．右■t4　・71．〆，

ρ・　　r　sP・　　，　“　一吟一　　　．　P　　・、・

本展覧会では、ルネサンス期にイタリアで制作された版画を概観した。　　　　　版画・素描展の常として、本展はどちらかと言うと地味な展示であ

　版画は私たちにとって身近な美術ジャンルのひとつである。一方　　　　ったが、その分、熱心に鑑賞する来館者を多く見かけた。来館．者ア

でイタリア・ルネサンスの美術もまた、一般にかなり知られていると言　　　　ンケートでも好意的な意見が多く、地味ではあっても他館が開催し

える一しかし、版画の技法が発達し、美術作品としての性格を得る　　　　ないような展覧会を望んでいる、良質な版画ファン、あるいは西美ファ

に至ったのがルネサンス期であったこと、そして当時の画家たちが　　　　ンが存在していることに気づかされた。　　　　　　（渡辺晋輔）

版画に強い興味を示したことは、あまり知られていなかったのではな

いだろうか・アントニオ・ポ・ライウ・一・・マンテーニャ・パルミジャニ 　認：1蹴酬『
一 ノらは自ら版画を手掛け・ラファエッロやジュリオ・ロマーノ・ティツ　　　　制作：印象社

イアーノらは版画家に自らが描いた素描を渡して、版画によって複製

したこうしたプロセスの中で版画の技法は飛躍的な進歩を遂げ　　　作品輸送’展示：日本通運

るそして版画は、・喘最先端だったイタリアの美術様式を。＿。ッ　会場設営：鯨スタデォ

パ中に広める上で、大きな役割を果たしたのである、，西洋美術史上

で版画が有したこのような大切な役割を知っていただくべく、本展

では「ルネサンス美術を広めたニュー・メディア」というサブタイトル

もつけた．t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　This　exhibition　focused　on　prints　made　in　ltaly　during　the　Renaissance．

　本展はイタリア・ルネサンスの版画のみを取り上げた展覧会として　　　　Today　we　know　P「ints　as　an　easily　accessible　a「t　medium・At　the

　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　same　time，　it　can　be　said　that　Italian　Renaissance　art　is　rather　well
は・我が国では初の試みである・そのため会場の蹴も・時代Sl」・　k。。wn　am。。g、t・，h，　gene，al　p。bli、．　H。weve，，．it、eem、1ess　w。ll　k。。wn

地域別に作品をまとめるオーソドックスなものとした、まずは「イタリア　　　　that　it　was　during　the　Renaissance　that　the　print　medium　advanced

におけるエングレーヴィングの誕生」と題した部屋で、最初期の銅版　　　technica／ly　and　achieved　a「tistic　status・　to　the　de9「ee　that　the　Painte「s　of

・・i（エングレーヴ・ング）欄・働表現手段となつてゆくプ・セス　：ご1、麟e器蒜1蒜「謂，i惣ぽ1㌫1忠；1

を追った、次の部屋では、当時印刷産業や本の交易の中心地だっ　　　Rafael，　Guilio　Romano，　Titian　and　others　gave　their　drawings　to

たヴェネツィアで、版画の表現が多様に発展する様を展示した。特　　　　P「intmake「s　fo「「eP「oducti°n　as　P「ints・P「intmakin9　techniques　made

に綱県立近代美術館溺℃島美術館よりお借りしたヤーコポ・ 　蒜㌶：；，隠蒜蒜；1蕊蕊ぽ惣蒜蒜
デ・バルバリの木版画大作《ヴェネツィア鳥鰍図》は、展示iiたいへ　　　their　day、　throughout　Europe．　Thus　prints　can　be　seen　to　have　both

ん効果的であった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Played　a　majo「「ole　in　the　histo「y　of　Eu「oPean　a「t　and　constituted　the

展示の後半は、マルカントニオ・ライモンディの作品から始まる．こ　；：＝；、㌶i認隠蒜1ごille°f　the　exh‘b‘ti°「”市eNew

こではローマの版画家たちが、いかに盛期ルネサンスの画家たちと　　　　Thls　exhibition　was　the　first　exhibition　consisting　solely　of　ltalian

共同で制作したのかということに焦点を当て、芸術表現を伝えるメデ　　　　Renaissance　P「ints　that　has　been　held　in　JaPan・As　a「esult・the

・アとしての版画の役割に注［］した．そして最後は、パルミジャニー 　6；㍑＝麗認；：ll蕊晋恕㍑。：ll；S≒；1
ノらのエッチングをはじめ、版画の技法が進化していく様を展示した。　　　Birth　of　Engraving　in　ltaly”，　featured　early　period　engravings　that　served

　出品作品のうち大多数は、チューリヒ工科大学版画素描館からお　　　　as　a　means　of　exP「ession　fo「a「tists・　The　next「oom　focused　on　Venice，

借りした．また、国立西1．・・fi　－x！　ati館がこれまでに収集した作品も併せ　蒜㍍ぽ麗。㍑ぽ蒜㍑ご蒜鵬；1：

て展示できたことは、当館の所蔵品を見直す良いきっかけとなった。　　　period．　The　Jacobo　de’　Barbari　large　woodcut　Bird　’s－Eye　Vieto　of　Venice，

本展のカタログは大部分を日本側が執筆したが、データ部分を充実　　　bo「「owed　f「om　the　Niigata　P「efectu「al　Museum　of　Modem　A「t／The

させたため、今後のルネサンス版画研究1・とって有用な資料となるこ　：19：：蕊漂aA「t　Museum’　wag．　an　ext「emely　effective　element　in

とだろう、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　latter　half　of　the　exhibition　s．　tarted　with　the　works　of　Marcantonio
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Raimondi，　This　section　focused　on　how　the　printmakers　of　Rome

cooperated　in　their　production　with　the　high　Renaissance　painters，　and

featured　the　function　of　prints　as　a　medium　for　conveying　artistic

expression．　The　final　section　featured　the　various　forms　of　print

techniques，　such　as　the　etchings　created　by　Parmagianino　and　others．

　　The　majority　of　prints　included　in　this　exhibition　were　borrowed　from

The　Collection　of　Prints　and　Drawings　of　the　ETH（Swiss　Federal

Institute　of　Technology），　Zurich．　Further，　works　owned　by　the　NMWA

were　displayed　aiongside　works　from　Zurich　and　this　allowed　a

reconsideration　of　the　works　in　the　NMWA　collection．　The　Japanese

organizers　wrote　the　majority　of　the　catalogue　for　this　exhibition，　and　in

particular　the　data　section　of　the　catalogue　will　hopefully　become　a

useful　research　tool　for　future　studies　in　Renaissance　prints．

　　In　general、　and　this　exhibition　was　no　exception．　prints　and　drawing

exhibitions　are　rather　subdued　in　visual　aspect．　However，　this　exhibition

drew　a　large　number　of　enthusiastic　visitors　to　the　museしm　and　many　of

the　visitor　survey　responses　were　positive．　These　comments　mentioned

that　the　visitors　felt　that　even　such　visually　subdued　exhibitions　were

important　because　other　museums　did　not　offer　them．　Exhibitlon　staff

came　away　with　the　sense　that　there　are　museum　visitors　who　are　very

interested　in　both　prints　and　western　art．　　　　　（Shinsuke　Watanabe）

［Catalogue］

Edited　by：Shinsuke　Watanabe　and　Naoki　Sato

Produced　by：Inshosha

Artwork　transportation　and　handling：Nippon　Express

Exhibition　design：Tokyo　Studio
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Fun　with　Collection

いろいろメガネPart　2　みんなの見かた紹介します　　　　　　　　　　　　　　　　　㍗U

Fun　with　Collection　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ts

Va「i°usC°1°「ed　Eyeglasses　Pa「t　2：lnt「°duci”g　Every°ne’s　Diffe「entWays°fSeeing 　　　＿。酵、

会期：2006年4月1日一8月31日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝’
二Fl催：国、ttl西洋美術館

；麟：㌫㍍蒜＝，，，nA，，　　　　　　　　　ハゆ

Fun　with　Collectionは、国立西洋美術館の所蔵作品を中心に、子ど　　　　効果が確認されると同時に、常設展をこれまで以．Lに活かす企画

もから大人までを対象に、美術作品をより身近なものとして理解し、　　　となった。　　　　　　　　　　　　　　　　　（寺島洋子）

楽しんでもらうことを目的として、毎回テーマを設けて様々な切り口

か嚇作品を紹介している・　　　　　：膓㌶㌶繊端胤㈱享子喀臓員）
　しかし、鑑賞は本来自由で個人的な行為であり、十人十色という

ように、作品の見かた、感じかたも人の数だけ存在する。そこで、今

年のFun　with　Collectionでは、こちらが特定の視点で作品を切り取

るのではなく、逆に来館者による当館の作品の多様な見かた、楽し

みかたを取り上げることとした。

　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　The　Funωith　Collection　exhibition　series　is　an　annual　series　of　small一
　人は誰しも個人の経験や感情を基にして作品を鑑賞する。言葉　　　　scale　exhibitions　of　works　chosen　from　the　NMWA、s　collections　and

を替えれば、人はそれぞれの「色眼鏡」を通して作品を見る、と言う　　　focused　on　a　set　theme．　This　series　of　exhibitions　is　geared　towards　a

こともできるかもしれない。「色眼鏡」は否定的な意味合いが強い言　　　　b「oad「ange　of　visito「s・f「om　child「en　th「ough　adults，　and　offe「s　an

葉である柏1・1はそれを思い切りi綻的に使い・来館酪々の見　ll；器＝蒜：t°viewand　apP「eciate　a「t　w°「ks　f「°m　ava「iety

かた、楽しみかたを「（色）メガネ」というキーワードで表現した。そし　　　　However，　the　act　of　viewing　and　appreciating　art　is　by　nature　an

て、個人の自由な鑑賞体験を個人の中で終わらせるのではなく、そ　　　　individual　act；any　ten　diffe「ent　PeoPle　will　view　a「t　wo「ks　in　ten

れそれの「メガネ」を交換することで多様な作品の見か酬しみか　霊llご遮ご㍑麗惣㍑蒜元隠蒜蕊

たを分かち合うこと目的とし、さらに異なる価値や新しい意味が同じ　　　again　used　the　permanent　Collection　Galleries　instead　of　organizing　a

作品の中に見えてくることを期待した。　　　　　　　　　　　　　　　　themed　exhibition・and　add「essed　the　many　different　ways　in　which

本企画は・2・・5年と2・・6年の2・E間にわたるプ・グラムとして構成　pe♀呈1鵬clr㌶＝＝隠1麗「1，pend、。n　each

されている。2年目となる2006年は、前年に行なったプログラム「あな　　　　individual’s　experiences　and　sensibilities．［n　other　words，　people　view

たがつづるこの1点」で集まったエッセイや、「感じたままに詠んでみ　　　　a「tth「ough　thei「own　Pa「ticula「shade　of“colo「ed　eye91asses”・While

よう！セイビd・ハ・イ・ク（俳句）」「国立西洋美術館いいとこ撮り　隠ll蒜1i蒜㌃隠隠：sご謂：；；hぽ蒜；：

　子ども撮影隊が行く！」「集まれ！こども審査員　お気に入りに賞　　　　negative　meaning　and　used　it　positively，　using　the　key　term　・eyeglasses・

をつけよう！」「ファインダー越しの美術館　　自分だけの写真集を作　　　　to「efe「to　the　way　each　visito「to　the　museum　views　and　enjoys　a「t

ろう」で制作した作品を公開展示した．また、「君の名は？　あなた　　　　Rathe「　than．　havin9　each　visito「view　9nd　enjoy　the　a「t　wo「ks　P「ivately

　　　　　　　　　　　　　　　　　L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　leave　lt　at　that，　this　program　aimed　to　have　people　exchange

も作品の名づけ親」によって集まった題名をヒントにして該当する作　　　　・eyeglasses”，　so　that　they　could　experience　and　understand　art　works

品を探し出すクイズも行なった。そして、今年も昨年のように常設展　　　　f「om　diffe「ent　viewPoints・　The　hoPe　was　that　this　would　allow　the

示を利用して所蔵作品のいろ・・うな楽しみかたを体験するプ・グラ　蒜：＝惣＝蕊＝＝1；瓢have　diffe「ent

ムを実施した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　This　program　was　devised　to　span　two　years，2005　and　2006．　Fiscat

　来館者は、展示やゲームによって紹介した昨年のプログラム参　　　2006was　the　second　yea「of　the　P「09「am・Essays　collected　in　the　2005

加者の様々な「・ガネ」を通して常設展を鑑賞することに面白さや・　；；；i忠竺二隠㌫麟篇㍑ぷ舗；竺蕊

興味を感じていた。常設展のH的は、美術史の流れを概観できる　　　Film　the　Great　places　at　the　NMWA－The　Dispatch　of　the　Kid　Video

ことであるが、その中に美術館利用者の視点が反映されることに　　　T「ooPs！∵Gathe「One　and　All！－Kid　Judges　Awa「d　P「izes　to　Thei「

よっ一（N美術館やコレクシ・ンがより身近襯しみやすいものになっ　ご蒜猟1㍑蕊ぽ蒜㍑隠：㌶艦＝

たと考えられる，1年目の結果を還元するという2年構成の意味と　　　there　was　a　quiz　in　which　titles　gathered　from　the　・What　is　Your　Name？
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一
You　Become　the　Titler　of　Art　Works” program　were　used　as　clues　to　a

search　for　the　related　works　in　the　galleries．　A　variety　of　interesting

experiential　programs　were　held　in　the　Permanent　C（）11ection　Galleries．

　　Displays　and　games　helped　visitors　find　it　interesting　and　stimulating

to　view　the　Permanent　Collection　Galleries　through　the　various
“ eyeglasses”of　the　participants　in　last　year’s　program．　One　of　the　goals

of　the　Permanent　Collection　Galleries　is　to　provide　visitors　with　an

overview　of　the　flow　of　western　art　history．　By　reflecting　the　various

viewpoints　of　the　visitors　to　the　museum，　this　program　set　out　to　make

the　museum　and　its　collections　all　the　more　approachable　to　its　visitors．

The　structure　of　the　second　year　program　was　a　condensation　of　the　fi　rst

year　program，　and　staff　members　are　reviewing　both　the　meaning　and

efficacy　of　that　program　as　they　make　plans　to　utilize　the　Permanent

Collection　Galleries　even　more　effectively．　　　　　　（Yoko　Terashima）

Organized　by：Yoko　Terashima、　Atsuko　Sakai，　Saki　Yokoyama．　Atsuko　Sato

（Guest　Researcher）

Display：Tokyo　Studio
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版画素描展示室

iPrints　and　Drawings　Exhibitions

フランク・ブラングィン版画展

The　Prints　of　Frank　Brangwyn

会期：2006年9月12日一12月10日

Duration：12September－10December、2006

19世紀の後半から20世紀の前半にかけておもにイギリスで活躍し　　　　Frank　Brangwyn　was　a　Painter　active　in　En91and　from　the　latter　half　of

た画家フランク・ブラングィンによる版画とグアッシュ作品を、「地誌的　　　　the　19th　centu「y　th「ough　the　fi「st　half　of　the　20th　centu「y’This

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　exhibition　featuring　prints　and　gouache　works　by　Brangwyn　was

主題」「労働者」「戦争」などブラングィン版画の：1三要な主題別に紹介　　　　divided　into　sections　based　on　the　subject　matter　of　the　works，　such　as

した　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（．大屋美那）　　　　“Topographical　Subjects”，“Workers”，　and　“War”．　　　　　（Mina　Oya）

作品リストList　of　Works　　　　　　　　　　　　1907　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1910年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Etching　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　439×551mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　253×202　mm

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　T・ky・N・ti・na［M・・e・m　　　　　　　　4U（1・粒閣勿館
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DEP．G　I985－36

1　　　　　　　　　　　　　　㍑㍑瓢nc力、　d。／c。，niine。t
フラン 7’ブラングィシ［1867－1956］　　　4　　　　　　　　　Ta・t’m　t’n・
1ヴェ不ツィアの風景》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1910
。。。シュ　　　　　　　　フランク’ブラングィン　　　　　　三1・h・｝9
・馴≧r，　　　！；∴ド’キャツスル゜）橋》　　議i熱IM・・e・m

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アクアティント
Frank　Brangwyn［1867－1956］　　　　　　　　　　　　　　　274×：352　mm

Theしγeωofし’enice　　　　　　　　　　　　　　　　　A11ハ1（IKI立博物館

Gouache　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7

382×517mln　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Frank　Brangwyn　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿、　　　。　　　、

T。ky・N。t・。nal　M、，eu。　　　　　　翫疏な・，　B・rn・，・d・C・stle　　　　　フフノク’フラングィン
DEP．D　1985－5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1905　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《湯ξ・カルカソンヌ》

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Aquatint　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l913fド

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　274×352mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング

ウ　　　　　　　　　　　　T°ky°Na⑰al　Museum　　　　　　　lgOo・403　mm
’ 　　　　　　　　　　　　　DEP・G　198・・92　　　　　　　　　　鯨1・｜立博物館
フランク・ブラングィン

《ハマースミ矯》　　　　　　　　　　　　　　　　　F「ank　B「angwyn
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　Moat

グア・・シ・　　　　　　　　　5　　　　　　　　　　　1913
㌶㌶館　　　　忽忽ζ；ン　　　瓢，mlコ、
F・a・kB・an班　　　　　　19・8・n　tt　　　　　　＝1；㌶IMuseum
〃omtηersmith　Bridge　　　　　　　　エ・チノク
Gouache　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　165×227　mm
442×582n〕n〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東二見dqウ：1也〔キ勿角’｛

＝；：：alMuseum 　　　麗、；灘・　　　　9ランク．ブラング，ン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1908　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《ジェノヴァのサン・ピエトロ・ディ・バンキ》

3　　　　　　蹴・m・　　　　　麗グ
フラ・ク・ブラ・グィン　　　　　麗摺㌶IMしlseum　　　　　・…653　m・
《バーナード・キャッスルの橋》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京国輯1y物館

1907年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Frank　Brangwyn

エッチング　　　　　　　　　　　6　　　　　　　　　　　　　St・　Peter’s・”ノ7e　Exch・nge，　Gen・・
439×551mm　　　　　　　　　　　　　－、　、．．一　、　　　　　　　　　　1913
鯨1川博物館　　　　　　　　　フフ／ク’ブフングィン　　　　　　　E・、hi。9

蹴瓢㌫c。。“．　　～翫ナのサンタ’キアーラ’デル’カル竃竃・M一

2s



9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Frank　Brangwyn　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l8

フランク・ブラングィン　　　　　　　　　　　　　　7Weルπ1／W～ee／・Montreuit　　　　　　　　　　　フランク・ブラングィン

《アルカンタラの橋》　　　　　㌫。g　　　　　　　《キュー橋》
1910イド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　328×392mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I904年

エッチング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tokyo　National　Museum　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング

330×427mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DEP．G　l985－16　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　327×388　mm
東刀（lld立博牛勿6官　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　止〔ハ1（1，ii｜、フゴ1草4勿負官

Frank　BrangWyn　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Frank　Brangwyn

The　Bridge　at　Alcantaiて7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0／d　KetV　Bridge

1910　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フランク・ブラングィン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1904

i；㍑，mm　　　　　　《フ・ジアクへの道》　　　　　㌻㍑，mm
Tokyo　National　Museum　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l910年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tokyo　National　Museum

DEP．G　1985－56　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DEP．G　l985－21

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　364×274mm

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京国立博物館

10　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Frank　Brangwyn　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　9

フランク・ブラングィン　　　　　　　　　　　　　On　the∫Road　to　Figeac　　　　　　　　　　　　　フランク・ブラングィン

《コンスタンテ・ノーブルのモスク》　　　；lll。9　　　　　　　《街路の端人》
1911年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　364×274mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l912年

エッチング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tokvo　National　Museum　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング

580×731mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DEP．G　l985－58　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　241×266　mm

東京国、’印y物館　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京国立博物館

Frank　Brangwyn　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Frank　Brangwyn

Aルf（）squ〔？，　Constantinoρie　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Road　Stoeeρers

l911　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フランク・ブラングィン　　　　　　　　　　　　　　　　1912

；；㍑1mm　　　　　　《ト・一ルの・一トルダム・ラ・リーシュ》　　；；；雲、　mm

Tokyo　National　Museum　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lgl2年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tokyo　National　Museum

DEP．G　1985－63　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DEP，G　1985－65

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　277×227mm
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京匡い1’：ト鱒勿館

ll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Frank　Brangwyn　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20

フランク・ブラングィン　　　　　　　　　　　　　／V6tre　Dame　La　Riche・Tours　　　　　　　　　　フランク・プラングィン

《宿屋「酬館」・デ・クスミュード》　　器。g　　　　　　　《農園の人川》
1908年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　277×227mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l907年

エッチング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tokyo　National　Museum　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング
553×378mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DEP．G　l985－70　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　251×303　mm

東京lkl、フ：博物館　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東膓；（国立博物館

Frank　Brangwyn　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Frank　Brangwyn

The　lnn　of　the　Panfot，　Diksn7uide　　　　　　　　　l　6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　Gote　of　the　Farm

l908　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フランク・ブラングィン　　　　　　　　　　　　　　1907

1；鵠8mm　　　　　　　《ピュイの通り》　　　　　　漂篇、　mm
Tokyo　National　Museum　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lgl3年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tokyo　National　Museum

DEP．G　1985－44　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DEP．G　l985－33

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　300×403mm

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京匡パ乙博物館

12　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Frank　Brangwyn　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21

フランク・ブラングィン　　　　　　　　　　　　　　A　St「eet　in　Puy　　　　　　　　　　　　　　　　フランク・ブラングィン

《ヴルヌの風車》　　　　　認，g　　　　　　　《パルトネの灘屋》
1908年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　300×40：3mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1913年

エッチング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tokyo　National　Museum　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング
303×378mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DEP．G　1985－77　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　280×252　mm

東京国、”：博物館　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京国立博物館

Frank　Brangwyn　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Frank　Brangwyn

The　Mill，　Veurne　　　　　　　　　　　　　　　l7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Wash－Houses，　Parthenay

I908　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フランク・ブラングィン　　　　　　　　　　　　　　　　1913

瓢』8mm　　　　　　　《樹木の皮を剥ぐ人々》　　　　　蒜爆、　mm
Tokyo　National　Museum　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1903年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tokyo　Nationa］Museum

DEP．G　198546　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DEP．G　1985－76

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　324×399nln－1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京国、ア博物館

13　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Frank　Brangwyn　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　22

フランク・ブラングィン　　　　　　　　　　　　　Ba「k　Striρρers　　　　　　　　　　　　　　　　フランク・ブラングィン

《モ・トルイユの水車》　　　　認。g　　　　　　　《樽を転が棚》
1904年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　324×399mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リトグラフ

エッチング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tokvo　Nationai　Museum　　　　　　　　　　　　　　　　2〔）5×240　mm
328×392mln　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DEP・G　1985－8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　束｝；（IEI立卜享物釘｛

東京国、z博物館

2・1



Frank　Brangwyn　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　27　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Frank　Brangwyn

Man　Rotling　a　Barrel　　　　　　　　　　　　　フランク・ブラングィン　　　　　　　　　　　　　　The　Lost　Boat　Out　ofAntLverp

；鵠綜m　　　　　　《テムズ川の願》　　　　　膿1。ph
Tokyo　National　Museum　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lgl7年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　677×575　rnm

DEP．G　l985－109　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tokyo　National　Museum

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　301×435mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DEP．G　1985－102

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京国、アト9物館

23　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Frank　Brangwyn

フランク．ブラングィン　　　　　　　　　　　　　　Wharfside・Thames　　　　　　　　　　　　　　32

熟ビの商隊》　　　撫，。．　　　　㍍㌶㌫》
エッチング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tokyo　National　Museum　　　　　　　　　　　　　　　　1917年頃
285×：366mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DEP．G　1985－87　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リトグラフ

東京IE位博物館　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　775×710mm
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京lilil立博4勿fi官

Frank　Brangwyn
The　Caravan，　Albi　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　28　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Frank　Brangwyn

1910　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フランク・ブラングィン　　　　　　　　　　　　　　In　the　Belgian　T「enches

㌫㍑、mm　　　　　　《ブリタニア号の船尾》　　　　鑓L、
Tokyo　National　Museum　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リトグラフ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　775×710mm

DEP．G　l985－60　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　257×358　mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tokyo　National　Museum

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　束〔J］（1｝il　1ア博斗勿負官　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DEP．G　1985－104

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Frank　Brangwyn

24　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　Stern　of　the　‘Britonnio　’

フランク．ブラングィン　　　　　　　　　　　　　Lithograph　　　　　　　　　　　　　　　　　　33

蕊芸人》　　　⊇馴一　　　灘響欝鶉のモスク》、フラ。ク．ブ．
エッチング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ングィンの原画に基づく）

241×266mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l924年

棘附醐館　　　　　　　29　　　　　　　　　　桃
F・ank　B・angWyn　　　　　フランク．ブラング，ン　　　　　i，㌫；；㌫館
㌃1輌｛　　　　　《戦鉱報ポスター・罐の誓い・試し刷り・》　Y。、hij、，。U，u、hib、，a［1888．1953］

Etching　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l914－16イド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tenレレ’oodcuts：ノ欧）sque∫bu　Touloun（after

241x266　mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リトグラフ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Frank　Brangwyn）

Tok｝’o　National　Museum　　　　　　　　　　　　　　　　　　　580×486　mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l924

DEP．G　l985－62　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京IKけ1専物館　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Woodcut

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　162x213mm
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F・ank　B・angWyn　　　　　　　　Th。　N。ti。nal・M、、e。m。f　w，、，。rn・A，t，、T。ky。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　Voω　of　Ven8eance　CProof，　tvithout　tetters）　　　　G．199949

25　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1914－16

フランク・ブラングィン　　　　　　　　　　　　　　　　Lithograph

《樋連醗行鵬技術言iEヴ1書》　　　蒜∵蒜：、I　M。、eum　　　　　34
1906年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DEP・G　1985’97　　　　　　　　　　　　　　　　i黍原木虫
エッチング
226×312mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《木版画十選・ディクスミュードの風車》（フラン

東京国、フ：博物館　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク・ブラングィンの原画に基づく）

F・arkB・angwy・．　．　Z’ランク．ブラング，ン　　　㍑年
≡∬c°te　for　the　ShiPping　Federati°n　　《纏した囚人》　　　　　　213・169　mm
1906　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国、k西洋美術6盲
Etching　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1914－17｛1三

226x312mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リトグラフ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Yoshijiro　Urushibara

T°ky°Nati・nal　Museum　　　　　　　　600×470　mm　　　　　　　　　　Ten・W・・dcuts．’・The・Mi〃（tDixmuden）（after
DEP．G　I985－32　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京国・ヒ博物館　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Frank　Brangwyn）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F・ank　B・angWy・．　　　　　　C竺dcut

26　　　　　忽』輌e「　　　⊇認品。、eum。，w。、，。，n、A，，．，。ky。
フランク・ブラングィン　　　　　　　　　　　　　　　　Lithograph　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．1999－51

《ブリュージュの荷船》　　　　　llぽ；1認：。I　M。、eum

1906年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DEP．G　1985－99

エッチング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　35

㌔；1㌫館　　　　　　　　　　　　　　漆原桓
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　31　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《木版画十選・牧羊者の見張り》（フランク・ブラ

Frank　Brangwyn　　　　　　　　　　　　　　　フランク．ブラングィン　　　　　　　　　　　　　　ングィンの原画に基づく）
Ba「ges’　B「uges 　　　　　　　　　　　　　　　《アントウェルペンから脱出する最後の船》　　　　1924年
1906　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　木片反

E・・hi・g　　　　　　　　　　l915二16年　　　　　　　　　　133。175　mm
355×38伽m　　　　　　　　　リトクラフ　　　　　　　　　　1航1解鍬f館
Tokyo　National　Museum　　　　　　　　　　　　　　　　　　　677　x　575　mm

DEP．G　I985－23　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京Ild、杭博物館

25



Yoshijiro　Urushibara

7セηレレbodcα『s：η〕e∫カ（～ρ（～γd㌔Wa「c力（after

Frank　Brangwyn）

1924

Woodcut
l33×175　mm
The　National　Museum　of　Western　Art，　Tokyo

G．1999－53

36

漆原木虫

《木版画十選・モントルイユの森》（フランク・ブ

ラングィンの原画に基づく＞

1924年

木版

175×213mm
トいア1叫清三．美…舛f6官

Yoshijiro　Urushibara

Tenレレbo（7cuts．’Trees（ルfontreuiO（after　Frank

Brangwyn）

1924

Woodcut

l75×213mm
The　National　Museum　of　Western　Art，Tokyo

G．1999－54

38

漆原木虫

《木版画十選・ロンドン・ドック》（フランク・ブラ

ングィンの原画に基づく）

1924年

木版

172×212mm
l司立西i”fi一美稀「負官

Yoshijiro　Urushibara

Ten　L4／oodcuts：ノηthe　Z）ocたs（after　Frank

Brangwyn）

1924

Woodcut

172×212mm
The　National　Museum　of　Western　Art，Tokyo

G．1999－55

39

言黍房〔木！／l

《．木版画十選・フラマンのm舎》（フランク・ブラ

ングィンの原画に基づく）

1924年

木版

144×215mm
1！｛1、ア1川i羊美稀f負官

Yoshiliro　Urushibara
7セηW（りodcuts：7γ～e　Outs々～rts　of　o　Flemish

7bωη（after　Frank　Brangwyn）

1924

Woodcut
144×215mm
The　Nationa｜Museum　of　Western　Art，　Tokyo

G．1999－57
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平成14－18年度新収蔵版画作品展

New　Acquisitions　2002－2006，　Prints　Collection

会期：2007．年3月60ー6月3日

Duration：6March－　3　June，2007

平成14から18年度前期までのあいだに、当館が購入あるいは寄贈　　　　This　exhibition　introduced　48　Prints　selected　from　the　many　works　that

によって取得した版画、素描のうち、15－16世紀のショーンガウアー、　　　we「e　eithe「Pu「chased　by　the　museum　o「donated　to　the　museum

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　during　Fiscal　2002－2006．　The　works　ranged　from　l5th－16th　century　works

デューラーから20世紀初頭のピカソに至る25作家の版画48点を紹　　　　by　Schongauer　and　DUrer　to　early　20th　centu　ry　examples　by　picasso．

介した／；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大屋美那）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Mina　Oya）

作品リストList　of　Works　　　　　　　　　　　　Albrecht　DUrer　　　　　　　　　　　　　　　　　l509イ1三
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　T〕eDream　of　the　Doctor　　　　　　　　　　　　　　　　　　　木版［曲i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1498　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　292×415mm

l　　　　　　　　漂｛腎mm　　　　　　　Luca・C・anach，・h・Eld・・［1472－1553］
マルティン・ショーンガウアー［1430／50頃．1491］　　　G．2005－5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　Tournament　tvith　the　Taρestry　of

《エ。ケ・ホモ》r受琳』q2点連作）より　　　　　　　　　　　　5ge　s°〃仰∫ec・nd　T・u・namenり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】509

1475－85年頃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Woodcut

エングレーヴィング　　　　　　　　　　　　　　　　　5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　292×415mm

160×113mm　　　　　　　　　　　　　　　　　アルブレヒト．デュ＿ラ＿　　　　　　　　　　　　G20024

Martin　Schongauer［ca・1430／5（｝1491］　　　　　　《魔女》

Ecce”H・m・f・・m　Pa・・～・・（・e・i…fl2pl・t・・）　　15。。・1・頃

ca．1475－85　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エングレーヴィング　　　　　　　　　　　　　　　　　　9

Engrax’illg　　　　　　　　　　　　　　　　　115×71mn1　　　　　　　　　　　　　　　　ハンス・ゼーバルト・ベーハム［1500－1550］
160×ll3mm
G．2003－1〔〕7　　　　　　　　　　　　　　　　　　Albrecht　DUrer　　　　　　　　　　　　　　　　《聖マタイ》『四福音書記者』（4点連作）より

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　Witch　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1541年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ca．1500　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エングレーヴィング

∴テ，ン．シ。一ンガウアー　　馴i・　　　　豊＝＝＝ll！願，e，、。、
，、判ストの鞭打ち》r受難伝』（12点連作）より　　　　　　　　　　　　゜f　4　plates）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1541

1475年頃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E・9・avi・g
エングレーヴィング　　　　　　　　　　　　　　　　　6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．2003－84

160×113mm 　　　　　　　　　　　　　　　　　アルブレヒト・デューラー

Martin　Schongauer　　　　　　　　　　　　　《聖グレゴリウスのミサ》

η・・月・9・U・ti・・f・・m　Passi・・（・e・i…fl2　　1511勾・　　　　　　　　　　10
plates）　　　　　　　　　　　　　　　　　　木版　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハンス・ゼーバルト・ベーハム

：霊1，g　　　　　　・95…5mm　　　　　　《聖マルコ》r・1・締書記者』・・点連作）より
160×113mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Albrecht　DUrer　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜541年

G・2006－6　　　　　　　　　　The〃MaSS・fSt．・G・eg・ry　　　　　　エングレーヴィング
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1511　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Hans　Sebald　Beham

3　　　　　こ；mm　　　　瓢ごf・・m・Th・・E・ange／i・・s（・e・・・…4
アルブレヒト・デューラー［1471－1528］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1541

《ばったのいる聖家族》　　　　　　　　　　　　　　　繍㍑

；灘蒜イング　　　　　　アルブレヒト・デューラー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《．書斎の聖ヒエロニムス》　　　　　　　　　　　II

翻㍑蹴㌫一　鑑・グ　　㌫島鑑：㌶連作、よ、，
Engraving　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l541｛ド

248×187mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Albrecht　DUrer　　　　　　　　　　　　　　　　　　エングレーヴィング
G・2°°3－18

　　　　　　　　∫・允…’・掘・・φ　　　　　Han，　S，b。ld　B。h。m
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曇・llb・mm　　　　瓢1・た・f・・m臓・・ng・”・‘s（・e・i…f4

4
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．2003－117　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1541

アルブレヒト・デューラー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Eng「aving

《博士の夢》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G・2°°3’86
1498｛王　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8

；籔蒜ング　　　　　　ルカス・クラーナハ［1472－1553］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《サムソンのタペスリーのある馬上試合（第L：．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トーナメント）》

2「



12　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1545　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21

・・ンス・ゼーバルト・ベーハム　　　　iξ㌣謂m　　　　　　　エルンスト・バルラ・ハ［187・－1938］

《聖ヨハネ》『四福音書記者』（4点連作）より　　　　　G．2003－95　　　　　　　　　　　　　　　　　　《子供の死》

1541イド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19194三

エングレーヴィング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　木版

Han、　S，b、ld．B，h、m　　　　　　l7　　　　　　　　　　242×362　mm
Saint　John　from　The　Evangeiists（series　of　4　　　　フェルディナント・オリヴィエ［1785－1841コ　　　　　Ernst　Barlach［1870－1938］

P［ates）　　　　　　　　　　　　　　　　　《火曜二南側から眺めたザルツブルクの城　　　　　Child　’s　Death

1541　　　　　　　　　　　　　　　　　　　塞》『ザルツブルクとベルヒテスガーデンの7つの　　　　1919

；溜㌫　　　　　　　地方一週間の・日に合オ・せて』（9点連作）より　2鴉㌫m
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l818／23｛1こ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．2003－60

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リトグラフ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　193－275×268－375mm
13

，、ンスゼ＿バルト．べ＿ハム　　　　　F・・dinand　Oli・i・・［1785≡1841］　　　　22

認鴎㍍ラクレス》rヘラクレスの＋竃㌶轡羅竃議㌶㌫蕊蹴㌶，
1543年　　　　　　　　　　　　the　Seven　D・ys・∫fんeぬe夫（se・ies・f　g　pl・t・・）　　1907年

エングレーヴィング　　　　　　　　　　　　　　　　　1818／23　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチン久ドライポイント、アクアティント、ソフトグラウン

50×78mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lithograph　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドエッチング
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　193－275×268－375mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　315×454　mm

Hans　Sebald　Beham　　　　　　　　　　　　　　　　G．2005－13
H。，a，ui…Fighting　the　Cent・u・s・f・・m　Th・　　　　　　　　　　　　Kath・K・11wit・［1867≡1945エ
ム・b・u・s・fHer・cu／es（・e・i…fl2pl・t・・）　　　　　　　　　　　　　　泥P1・ωe・s　f・・m　The　Pea・ant’s　Rev・lt

認av、，g　　　　　l8　　　　　篇；es°f　7　plates）
50×78mm　　　　　　　　　　　　　　　　　フェルディナント・オリヴィエ　　　　　　　　　　Etchin9・　dryPoint’　aquatint　and　softground　etching
G’2°°：3－92 　　　　　　　《縄・ベルヒテスガーデ・とヴァッツマ・》「ザ　；1；蒜4mm
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルツブルクとベルヒテスガーデンの7つの地．方．一・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　週間の7nに合わせて』（9点連作）より

14　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

ハ。ス．ゼーバルト．ベーハム　　　8；舞　　　　　　　23
《ネメアのライオンを殺すヘラクレス》『ヘラクレス　　　193－275×268－375mm　　　　　　　　　　　　　ケーテ’コルヴィッツ

の一1－・蝶』（12点連作）より　　　　　F，，dinand．Oli。i。，　　　　　　《カール’リープクネフト追悼》

1548年　　　　　　　　　　　ThU・sday．　B・・chteSga・den・nd・the　　　　1920年
エングレーヴィング　　　　　　　　　　　　　　　　　　i・Vatzmann　from　Seven　Places　in　Salzburg　　　　　木版

50×78　mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ond　BerchteSgarden．　A　tγanged　A　Ccording’0　　　　　355×500　m　m

Han・S・b・ld　B・h・m　　　　麟5ω⑭s°f’he　lxVeek　（se「les°f9　Ka・h・K・Ilwit・　．

H・・a・ules・Killi・g・th・・N・m・a・・Li・・f・・m限　　1818／23　　　　　　　　　M・m・rt・1∫力・・’わ・蜘～Li・bknecht

ム・b・urS・∫”碗cα1eS（・e・i…fl2　pl・t・・）　　　Li・h。9，aph　　　　　　　　　　1920
1548　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　193－275×268．375mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　Woodcut

E・g・avi・g　　　　　　　　　　G2005－15　　　　　　　　　　355×三20　mm
50×78mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．2003－57

G．2003－93

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　24

11ン＿バルト．ベー，、ム　　㌫；・1≧＝）より　墓ぢルト・ムンク［186－］

巴ドラを退治±るヘラクレス》rヘラクレスの＋　三㌧グ　　　　　　　1895年
一一功業』（12点連イ乍）より　　　　　　263．2。3mm　　　　　　　　エ・チ・久アクアテ・ント・ドライポイ・ト
1545年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　345×278mm

；；忽。ヴィング　　　　　撒r跳；瓢揚；2，mi，d，輪d　Edva・dMunch［1863－1944］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（，e・i…f24　pl・t・・）　　　　　　　　The　Kiss

Hans　Sebald　Beham　　　　　　　　　　　　　　　　lg18　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1895

侮・ω1・∫∫／・y∫・9伽砂4沼f・・m　The　　　E・，hi。g　　　　　　　　　　Et・hi・g・・q・ati・t　and・dryp・i・ヒ
Lobours　ofHeracules（serles　of　l2plates）　　　　　　　263×203　mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　345×278　mm

l545　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．2003－32　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G2003－61

Engraving

52×75mm
G．2003－94

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アルフレート・クビーン　　　　　　　　　　　　ペーター・イルステッド（ピーダ・イルステズ）

16　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《老婆》『死のいる版画集』（24点連作）より　　　　　　［1861’1933］

ハンス・ゼーバルト・ベーハム　　　　　　　　　1918年　　　　　　　　　　　　　　　　　　《朝の日ざし》

《トロイア人と戦うヘラクレス》「ヘラクレスの十ニ　　　エツチング　　　　　　　　　　　　　　　　　　1913年

功業』（12点連作）より　　　　　　　　　　　　　　181x181　mm　　　　　　　　　　　　　　　　　カラーメゾティント
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　434×391mm
l545年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Alfred　Kubin

エングレーヴィング　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　Oid　liVoman　from∠）ie　B／〔itter　mit（dem　　　　　　peter　Ilsted［1861－1933］

55×80mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tod（series　of　24　plates）　　　　　　　　　　　　　　　　　M（）rning∫unshine

Hans　Sebald　Beham　　　　　　　　　　　　　　　　I918　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1913　．　　　　．
　　　　　　　　．　　．　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　Etching　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Mezzotlnt　printed｜ncolors

Heracules　Fighting　against　the　Tr（ソoηs　from　　　　　l81×181　m　m　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　434×391　m　m
Th〈i～Lobours　o∫Heracuies（series　of　l　2　　　　　　　　　　　　　　G2003－37　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G2004－20

plates）ρlotes）
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ペーター・イルステッド（ピーダ・イルステズ）　　　　ステーファノ・デッラ・ベッラ［1610．1664］　　　　　　レンブラント・ハルメンスゾーン・ファン・レイン

《白い椅子》　　　　　　　　　　　　　　　　《カルロ・カントゥ》　　　　　　　　　　　　　　［1606－1669］

lg15年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1646年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《東洋風を装った自画像》

カラーメゾティント　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング、エングレーヴィング　　　　　　　　　　　　　　1634年

430×325mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　246×190　mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　145×123mm
Peter　Ilsted　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Stefano　Della　Bella［1610－1664］

The｝O’h　ite　Choir　　　　　　　　　　　　　　　　　　Cor／o　CantO　Called　i／　Buffeto　　　　　　　　　　　　Rembrandt　Harmensz．　van　Rijn［1606－
1915　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1646　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1669］

Mezz・ti・t　p・i・t・d　inc・1…　　　　　　　　Et。hing　and　en9・a・i・g　　　　　　　　Self－P・rtrait・s・n　Orient・1
430×325mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　246×190　mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l634
G・2005・7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G200（シ5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Etching

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　145×123mm

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．2003－120

27　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　33

ドメニコ・ベッカフーミ［1486－1551］　　　　　　　　ステーファノ・デッラ・ベッラ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　38

蹴∵ヴ，ン．　　㌶イスとク゜ティルド》　謙膓㌶；》；繭レイ・

D・meni・・Beccaf・mi［1486－1551］　　297×214mm　　　　　　麗男、ド。，ポ，。、、。。ラン
Ttθoルl　rle　Nudes　in　o　Landscaρe　　　　　　　　　　　　Stefano　Della　Bella　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　157×209　mm

ca．1537　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　αouis　and　Clotitda

Etching　and　engraving　　　　　　　　　　　　　　　　ca．1650　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Rembrandt　Harmensz・van　Rijn

G200｝8　　　　　　　　　　　Et、hi，g　　　　　　　　　　　Abrah・m　FranCen，　AρOtheCary
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　297×214mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ca．1657

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G・2005－9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Etching、　drypoint　and　burin

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l57×209　mm
28　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．2002－6

ジョルジョ・ギージ［1520－1582］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　34
《エゼキエルの幻視》

1醐：　　　　　　　　ブイリ・プ’ハレ［1537－1612］　　　　39

；＝ング 　　　㌻死》（ピーテJレ’ブリユーゲル嘲こよ㌶ス・ブラ・クモン［1833－1914］

Gi・・919　．Ghi・・［152・－1582］　　　　翌し一ヴ，ング　　　　　1854年
The　Visi…fE・・々iel　　　　　　　3、〕6。4］8mm　　　　　　　　　エ・チング
1554　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　269×198mm
Engraving　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Philips　Galle［1537－1612］　　　　　　　　　　　　　　　　　．

4・8・68・3mm　　　　　　　　Th・・D・ath・fth・・Vi・gin（。ft・・Pi・t・・B・ueg・1）　F・li・B・aq・・m・nd［1833’1914］

G・2002・1　　　　　　　　　　1574　　　　　　　　　　　The”M・／es
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Engraving　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1854

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　306×418mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Etching

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G2002－13　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　269×198mm
29　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G2003－20

ジョルジョ・ギージ

，1ウェヌスとアドニス》　　　　　　　　　　　　　　　35

15・・｛！こ棚、、、　　　　　　へ。ドリク．ホルツイウス［1558－1617］　　　40
；㌶蒜インク　　　　　　《ミダスエ嚇判》　　　　　・ドルフ・ブレダン［1822－1885コ

蕊㌫is　　竃㌃・　　鷺マリア人》
after　1557　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　571×444　mm
Engraving　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Hendrik　Goltzius［1558－1617］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

321・226mm　　　　　　　　」・dg・ment・fMid・・　　　　　　R・d・lph・B「e・d’n［1822－1885］
G2°O：！14　　　　　　　　　　　159〔〕　　　　　　　　　　　　The　G・・d　S・ma・it・n
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Engraving　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1867

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　442×751mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lithograph

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．2004－13　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　571×444mm
30，31　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．2004－8

バルトロメオ・コリオラーノ［1599－1676頃］

《ユピテルの雷電に押し潰される巨人族》　　　　36

（li部：グイド・レーこの構i図による）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　41
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘンドリク・ホルツィウス

瓢・一・木版　　　　《ヘラクレスとカクス》　　　蒜篇’ルドン［184°’1916］
各435×610mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l590年
　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　キアロスクーロ木版　　　　　　　　　　　　　　　　　　1887年
Bartolomeo　Coriolano［159．　9－ca・1676］　　　　　　　408×330　mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リトグラフ

The　FaU　of　the　Gionts（after　Guido　Reni）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　330×270　mm

㌫1，。scu，。w。。dcu，　　　　麗㍍撚。s　　　　・dil・・R・d・・［184・－1916］

435・610mm　each　　　　　　　　l590　　　　　　　　　　　Ch・i・t
G2006－7、　G．2006－8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Chiaroscuro　woodcut　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l887

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　408x330　mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lithograph

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．2004－14　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　330×270mm

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．2004－24
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42　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　47

フェリシアン・ロップス［1833－1898］　　　　　　　　ジョルジュ・ブラック

《ポルノクラテスあるいは豚を連れた女》　　　　　　《コンポジション（コップのある静物）》

1881年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1912年q950年のマーグによる刷り）

エッチン久アクアティント　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング

450×690mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　345×210mm

F61icien　Rops［1833－1898］　　　　　　　　　　　　　　　　Georges　Braque

」Porno々rat（三s　or・aレレヒ）moηωi’んPig　　　　　　　　　　　　Coπ？ρosition（∧Nature　Morte　auxレセノγεS）

1881　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1912（published　by　Maeght　in　I950）

Etching　and　aquatint　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Etching

450×690mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　345×210mm
G．2003－65　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．2006－10

43　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　48

フェリシアン・ロップス　　　　　　　　　　　　　パブロ・ピカソ［1881－1973］

《犠牲》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《男の頭部》

ソフト・グラウンド・エッチング　　　　　　　　　　　　　　　1912年（制作は1911年夏にセレにて）

343×167mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング

Fdi。i，nR。p、　　　　　　　13°×ll°mm
The　Sacrifice　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pablo　Picasso［1881－1973］

S・ft－gr・und・t・hi・g　　　　　　　　　He・d　・fa　Man
343×167rnm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1912（executed　in　C6ret　insummer　1911）

G．2003－77　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Etching

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　130×110mm

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．2003－122

44

カルロス・シュヴァーベ［1866－1926］

《第1回「薔薇十字」展のためのポスター》

1892年

リトグラフ

1990×800mm

Carlos　Schwabe［1866－1926］

Poster　for〃～e　First　EJ（ノヱめ～t～oηofSa／on∫ぞose

Croix

1892

Lithograph

l990×800　mm

G2004－12

45

ジェイムズ・アンソール［1860－1949］

《大食》「大罪』（7点連作）より

1904年

エッチン久ドライポイント、手彩色

91×145mm

James　Ensor［1860－1949］

Giuttony　from　The　Deadly　Sins（series　of　7

plates）

1904

Etching　and　drypoint　hand　coloured

91×145mm
G．2003－78

46

ジョルジュ・ブラック［1882－1963］

《小さなキュビスムのギター（テーブルの上の

ギター）》

1909－10年（1954年のマーグによる刷り）

エッチング

130×195mm

Georges　Braque［1882－1963］

〃’〃εCuL）is～Guitar〔α1～～0γ0ηOTa～）1り

1909－10（published　by　Maeght　m　1954）

Etchin9

130×195mm
G2005－3
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修復記録

Restoration　Record

［油彩画1　　　　　　　　　　　　　　　　　［石彫刻］　　　　　　　　　　　　　　　　　《美しかりしオーミエール》

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50×31×24cm
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S．1959－5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保存状態：

アレッサンドロ・ベードリ・マッツォーラ　　　　　　レオナルド・ビストルフィ　　　　　　　　　　　表面の摩耗、汚損、ワックスの消失、錆の発

《ウェヌスとアモル》　　 《ドゥリオ家のための墓碑：思い出によって癒生
油彩、ヵンヴァス　　　　　　　　　　　　　　　　される悲しみ》

；°㌫1°mm　　　　　　罐飾「イEのある酬の猶　　　 《石を負うカリアテ・一ド》

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S．2001－2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　44×32×30cm
保存状態：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S．195g．10

鄭畿蒜雇㌶㌶蹴鷺㌫ホコリの堆積、昆虫の排泄物、保存状態・、．
特に一ヒ下、右辺には甚だしい画面の議　酬の発生酸化鉄の黄ばみなどカ・認め　表面の摩耗・汚損・過去の綿過多

な部分に及ぶ欠損が認められる。上部の　　　られた・側面にはひびが入っている。

人物の顔辺りには横の折れが認められ多　保存処置、　　　　　《うずくまる女》

≦の絵具層の欠損部分に応変したネ甫彩が　1．表面瀞　　　　　　影；」㌫翻365k、
認められる，背景のほかに人物の中にも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S．1959－20

描き加えが多く認められる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保存状態：
修復処置：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表面の汚損、ワックスの消失、錆の発生

1．古い裏打ちの除去

晒舗布　　　　　［ブ゜ンズ彫刻］　　　　　《ブギ。ト．アモール（去りゆく愛）》
3・破れ接合　　　　　　　　　　　　　　　以下のブロンズ彫刻は19世紀ホールに展　　　36。45。20。m

4・裏打ち　　　　　　　　　　　　　　　　示されていたロダン作品の処置である。今　　　S．1959－22

竃㌶込み　　1難竃≧騰㌶覧総汚一一
8・ニス引き　　　　　　　　　　　　　　　加工を施した簡易すべり板を装着し、再展　　　　、
9．額装　　　　　　　　　　　　　　　　　示することを目的とした。屋内彫刻である　　　《不レイスたち》

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ため、防災対策および保存処置はすべて　ll；；鑑35　cm

㌫ア’デユフール 　　舞1」において共通であり’以下の通りで璽鑑、汚損、ワ。クスの消失、ワ。ク

；竃蒜・後・27・…mm／　r》鑑下に固定金物を装着　ス過多・£青の発生

保存状態・　　　　　　噺しい石台座の製作　　　　《オルフェウス》
画面はL，．下の辺で実際に描かれた寸法　3・簡易すべり板の鰭　　　　　146。8。。126，m

より小さい張り枠に張られており、サインが　　　保存処置：　　　　　　　　　　　　　　　彫刻単体重量223kg
画面の下辺に重なっている。保護ニスの　　　1．付着物の除去　　　　　　　　　　　　　　S・1959‘37

黄変が甚だしい。　　　　　　　　　　　　　　2．表面クリーニング　　　　　　　　　　　　　保存状態：

修復処置：　　　　　　　　　　　　　　　　3・錆の除去　　　　　　　　　　　　　　　　表面の摩耗・汚損・ワックスの消失・錆の発

1．画面サイズの拡張　　　　　　　　　　　　　4・パティナ補彩　　　　　　　　　　　　　　　生・表面の付着物

2．ストリプトライニング　　　　　　　　　　　　5・ワックス保護

3．オリジナル木枠加工　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《説教する洗礼者ヨハネ》

4．画面洗浄　　　　　　　　　　　　　　　オーギュスト・ロダン　　　　　　　　　　　　201×58×127cm

5・充填　　　　　　　　《接吻》　　　　　　　　s’1959‘52
6．補彩　　　　　　　　　　　　　　　　　　87×51×55，m　　　　　　　　　　　　　　　　保存状態：

7．ニス引き　　　　　　　　　　　　　　　　　彫刻単体剰・｛：88kg　　　　　　　　　　　　　　表面の摩耗、汚損、錆の発生、表面の付着

8．額修理　　　　　　　　　　　　　　　　　s’19594　　　　　　　　　　　　　　　　　　物、過去の補彩過多

g．額装改良　　　　　　　　　　　　　　　　保存状態：

　　　　　　（処置：岡崎純生’河口公男）　　　表面の摩耗、汚損、ワックスの消失、錆の発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生、表面の付着物

5ユ



以下の作品は現状では石台座および簡易

すべり板の装着はない。

エミールニアントワーヌ・ブールデル

《瀕死のケンタウロス》

72×52×22cm
周多亥lj「itイ本重量45　kg

S」959－56

保存状態：

表面の摩耗、汚損、ワックスの消失、錆の発

生、パティナの剥離

ポール・ダルデ

《永遠の皆悩》

50×45×37cm
周多亥IJ　lrs．　f～ts重量40．5　kg

S」959－61

保存状態：

表面の汚損、パティナの剥離、ワックス保護

なし

エミール＝アントワーヌ・ブールデル

《首のあるアポロンの頭部》

50×22×23cm
周多亥IJ　iびf本乖二量10kg

S」969－1

保存状態：

表面の汚損と付着物、ワックスの消失、錆

の発生、鋳造材料の付着

　　　　　（処置：邊牟木尚美・河［公男）
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保存科学に関わる活動報告

Report　on　Conservation　Science　Activities

保存科学室の役割のひとつは作品の予防保存、すなわち作品が　　　　これは貸出にあたり当館の規格に沿ったクレートの作製を条件付け

劣化してから対処するのではなく、日常的に作品を適切な環境で　　　ているためである。一’方、展示期間中に許容範囲を超えた温湿度

保存し、作品に起こりうるリスクを回避するための手段を講iじ、可　　　　の変動が見られるケース、また展示室の温湿度設定自体がファシリ

能なかぎり劣化を予防することである。そのために、以下の業務　　　　ティ・レポートの記述や当館から提示した条件に合っていないケース

を行なった，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が少なくない。こうした事例に対しては、報告書をもとに貸出先への

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　通知を行ない、改善を求めている。　　　（研究補佐員高嶋美穂）

1．環境管理

収蔵庫および展示室を中心とする館内の環境管理のため、施設担

当係および施設管理委託業者との連携を行ない、施設点検等の作

業を行なう場合には事前の報告と・事後の確認、空調機械等に故障

が生じた際にはその原因と対処法の報告を委託業者から受けるよ　　　The　Conservation　Science　Section　mainly　carried　out　preventive

うに徹底している。また、委託業者に対して、温湿度の変化が作品　　　conse「vation・which　is　to「educe　Potential　damage　and　dete「io「ation　of

に与えるリスクの説明を剰返し行な、、、環鵠理への高い意識を　w°「ks°f．a「t°n　display三nd　in　st°「age　t°the　g「gatest　d・g・ee　p・ssiplg　by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　appropriately　controlling　the　museum　envlronment　and　avoiding

維i持するよう促している。それによって、施設関係の作業に伴う人為　　　　potential　risks．　Specifically，　preventative　actions　are　taken　rather　than

的ミスを抑制するとともに、空調機械の不具合にも適切に対処しても　　　「elying　on「emedial　conse「vation　t「eatment　to　individual　objects　afte「

らい、館内の温湿度変化を最小限に抑えている。　　　　　　　　　　　damage’This　wo「k　in；ludes　Envi「onmental　Cont「ol　Management’Pest

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Control　and　Loan　Facilities　Management．

2．館内への生物侵入・生息状況の調査　　　　　　　　　　　1・Envi「°nmental　Cont「°1　Management

この調査は、生物の侵入箇所や発生箇所を特定することで最小限　　　Th『C°nse「vation　Scienge　SectioP　is「esPonsiblOo「suPe「vising

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　environmental　control，　whlch　is　carned　out　by　a　facihties　manager　and

の薬剤の使用、清掃の徹底、隙間をふさぐことなどにより館内に侵　　　the　staff　from　a　facilities　management　company　allocated　to　the

入・生息する個体の絶対数を減らし、生物による被害が起こらない　　　museum・Th°se　staff　membe「s　ca「「y　out　daily　facilities　insPections，　such

≡つくることを目的とし’（，2・・4年度から行なっている・躰的　蕊；1蒜隠h：nl。＝蒜ll蒜：＝蕊：霊

には、季節ごとに年4回、屋外と接する扉や開口部付近を中心に、館　　　　from　their　climate　control　inspections，　and　provide　details　about　the

内に約100個の捕虫用粘着トラップを設置した．：　　　　　　　　　　　　causes　of・and　solutions　to・any　P「oblems　that　a「ise　in　the　climate

作品に糖を与えるおそれのある害虫としては・レストランの周囲　＝、1；蕊’，隠1；謬。1：霊。蕊゜惣1：三、：㍑

や新館・本館の連絡口でゴキブリが、館内全域でクモが捕らえられ　　　　they　fully　understand　the　risk　to　art　works　when　there　are　fluctuations　in

たが、大量に捕獲されたわけではなく、現時点では薬剤を使用して　　　climate・thus　maintaining　a　high　level　of　awa「eness「ega「din9

駆除する必要はない・しかし・展示されている彫刻作品に虫の卵が　：㌫1：＝ill灘；蕊、1蒜ll：Sa蒜i、1蕊、＝；1

見つかったため、トラップの設置とは別に作品の定期点検を強化す　　　　measures　against　any　problems　with　the　climate　control　system，　and

る必要が認められた。また、ダンゴムシ、ワラジムシ、チョウバエ、ユス　　　　thus　lessen　to　the　9「eatest　de9「ee　Possible　changes　in　the　temPe「atu「e

リカなどが屋外に通じる出入り［で捕捉された。これらの虫は作品　　　and「elative　humidity　（RH）in　the　9alle「ies　and　sto「age　a「eas’

に被害を及ぼさないが、来館者に不快感を与える。春・夏にこれらの　　　2．pest　Control

不快害虫が大量に発生したため、8月初めに中庭の草刈りを行ない、　　　A　su「vey　was．　begun　in　fiscal　2004　in　o「de「to　identify　Places　whe「e

9月初めに前庭にカーバメート系の忌避剤を散布した結果・効果が　：lel㍑＝＝1膿：蒜＝flll罐、：h蕊謬

表われた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　museum　by　the　minimal　use。f　insecticide　and　to　create　an　appropriate

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　environment　in　which　pest－based　damage　cannot　occur，　Specifically，

3．貸出作品の管理　　　　　　　　　　　　　　　　　　　fi「st’aPP「°ximately　lOO　insect　t「aPs　with　a『heslve　PaPe「f°「the
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　collecnon　of　insects　were　set　up　throughout　the　lnterior　of　the　museum

作品貸出が適切な保存環境のもとで行なわれるよう、貸出先の施設　　　　four　times　a　year．　Second，　regular　building　maintenance　measures、　such

環境をファシリティ・レポートにより事前に検討し、必要に応じて、作品　　　　as　cleanin9，　we「e　Pe「fo「med　and　P「evention　measu「es　taken　to

保存のための適切な処置を貸出条件として求めて・・る・また・貸出　eli＝。竃㌃蒜ae）。，e－e。，，h。，yp。、。，、。，ec，、，h。，d、，ec，ly

作品のクレートと作品裏面に装着したデータロガーにより、作品搬出　　　harm　art　works，　and　they　were　found　in　the　area　aro皿d　the　museum

から返却までの期間の温湿度を測定し、記録されたデータの分析　　　　「estau「ant，　and　in　the　connection　Passageway　between　the　new

結果をもとに報告書を作成している・データの分析により・輸送期間　器1蒜et蒜：、br：認；㌃蒜，溜膿蒜㍑

中の作品の温湿度には概ね問題がないことが確かめられている。　　　these　two　types　of　pests　was　relatively　small　throughout　fiscal　2006　and
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no　active　eradication　using　insecticide　ls　necessary　at　this　poinし

However，　insect　egg　shells　have　been　found　on　sculptures　on　display，

and　this　confirmed　the　need　for　enforcement　of　a　periodic　inspection　of

art　works　separate　from　the　survey　of　insect　traps．　Further，　a　large

number　of　pill　bugs（Aradillidiidae），　woodlices（Porcellionidae），　moth

flies（Psychodidae）and　non－biting　midges（Chironomidae）have　all

been　captured　near　external　doors．　While　these　insects　do　not　directly

harm　the　art　works，　they　disconcert　museum　visitors．　Since　there　was

severe　infestation　by　these　insects　in　spring　and　summer　2006、　two

measures　were　carried　out，　namely　the　central　courtyal’d　was　mowed　in

early　August　and　the　forecourt　was　sprayed　with　carbamate　insecticide

in　early　September．　These　measures　have　proved　effective．

3．Loan　Facilities　Management

The　Conservation　Science　Section　also　provides　management　and

consultancy　regarding　loan　facilities　as　one　of　its　regular　duties．　This

process　involves　evaluating　facilities　reports　and　analyzing　climate　data

on　works　of　art　on　loan．　In　order　to　ensure　that　the　borrowing

institution’s　environment　is　maintained　at　apPropriate　levels　for　art

works　on　loan，　prior　to　any　outgoing　loan，　facilities　reports　are

submitted　to　the　Conservation　Science　Section　from　all　borrowing

institutions，　arld　as　necessary，　apPropriate　condition　measures　are

stipulated　in　the　loan．　Further，　a　conservation　scientist　installs　data

loggers　on　each　loaned　art　work，　i．e．　both　inside　and　outside　of　the

transport　crate　and　on　the　back　of　the　art　work，　which　monitor　detailed

climate　changes（temperature　and　RH）within　the　transport　crate　and　in

the　gallery　where　the　art　work　is　displayed　throughout　the　loan　period．

Thus　these　Ioggers　provide　data　on　conditions　from　the　time　the　work

leaves　the　NMWA　untH　its　return．　The　collected　data　is　analyzed　and

evaluated，　and　then　written　reports　are　made　by　the　conservation

scientist，　The　analysis　of　this　data　suggests　that　temperature　and　RH

within　the　crates　remained　stable　during　the　transportation　of　the　art

works，　The　ability　to　achieve　such　good　results　is　thanks　to　the

stipulated　loan　requirement　that　all　crates　used　for　loaned　art　works

meet　the　NMWA’s　high　standards　for　construction　and　form．　Conversely，

there　are　quite　a　few　instances　where　a　large　degree　of　cIimate

fluctuations　occurred　durmg　display，　or　where　the　temperature　and　RH

settings　were　outside　those　noted　on　submitted　facilities　reports　or　those

stipulated　in　the　loan　agreement」n　such　cases、　the　NMWA　required　that

the　borrowing　institutions　involved　carry　out　facilities　improvements

before　any　possible　future　loans　would　be　considered．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Miho　Takashima／research　assistant）
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研究資料センター

The　Research　Library

研究資料センターは西洋美術史やそのほか関連諸学に関する資料　　　　刷の実証実験を行なった。本プロジェクトは、映像アーカイヴスに蓄

を収集し、当館職員の職務の遂行に資すること、および外部の美術　　　　積された映像資産の有効活用を模索するNHKエデュケーショナル、

館学芸員・大学研究者等の調査研究に資することを活動のふたつ　　　　ユビキタス技術や、三次元計上計測の研究開発に従事する大学、エ

の柱としている、本年度の活動概要は次の通りである。　　　　　　　　リア・ロケーション型サービスの開発を推進する民間企業ら、外部の

　資料収集については、中世から20世紀前半までの西洋美術に関　　　　機関との共同事業として実現したものである。第一回実験では美術

する文献の収集という方針にしたがい、例年通り図書および逐次刊　　　　館の前庭にあるロダンの彫刻作品を中心に、電子タグと「ユビキタス

行物の収集に努めた。今年度のおもな購入資料としては、ベルリン　　　　コミュニケータ」端末を使った映像ガイドを実施した。利用者が端末

美術館の総長ヴィルヘルム・フォン・ボーデ（1845－1929年）によって　　　　を持って作品に近づくと、端末が作品の周囲に設置された電子タグ

1880年に創刊された年報や、1885年から1886年にかけてフィレンツ　　　　に反応し、該当作品の映像ガイドを選択するメニュー画面が現われ

エで発行された美術雑誌など、19世紀末の雑誌バックナンバーが挙　　　　るというものである。第二回実験では本館および新館の常設展示室

げられる。財団法人西洋美術振興財団からは、ピエール・サンシェ　　　　を会場として、ワンセグ対応の携帯電話を利用した館内伝送実験と、

ズの『サロン・ドートンヌ事典（1903－1945年）』全3巻（2006年）、ピエ　　　　市販ゲーム機「ニンテンドーDS」の無線通信機能を使った映像ガイ

ー ル・ローザンベールによるニコラ・プッサンのカタログ・レゾネ（1994　　　　ドの実験を行なった。そのほか、利用者が関心ある作品をその場で

年）など、多数の図書をご寄贈いただいた。また例年通り国内外の　　　額絵などに印刷できるプリント・オン・デマンドの実験も行なった。当

美術館・大学図書館など計448のパートナー機関との資料交換を実　　　　館では、企画展は別として、常設展で音声ガイドなどのサービスを提

施し、これを通じて展覧会カタロ久研究紀要、年報、ニュースレター　　　　供していないが、本プロジェクトで実験したシステムを本格的に運用

を受贈した．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　するには、技術や予算、運用体制などの多くの面で課題のあること

　図書整理については、図書2，918件、逐次刊行物90タイトル（1，776　　　が明らかになった。

冊）、マイクロ資料3タイトルの資料を図書館システム「LVZ」に登録し、　　　　美術館本館1階ロビーにある無料ゾーンに設置していた資料コー

装備を行なった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナーおよびデジタルギャラリーは、本館ロビーの視界を遮る形になっ

　外部研究者向けの開室は例年通り週2日（火・金曜日）実施し、計　　　　ていた壁を取り払うため、2006年8月に撤去した。撤去後、前庭まで

98日間の開室日に美術館学芸員、大学院生、画廊スタッフ等の計349　　　見通せるようになった跡地には、ル・コルビュジエがデザインした椅

人の利用者があった。利用者数には表われていないが、当館蔵書　　　　子などを配し、来館者が自由に寛いでいただけるような休憩コーナ

が館内外の展覧会活動に役立てられる例や、学術論文に使用され　　　　一を設置した。その周囲はそれまでの資料コーナーよりも収容量の

る例が着実に増えてきている。そのほか、2007年1月に私立大学図　　　増した書架で取り囲み、これまでよりも多くの展覧会カタログを閲覧

書館協会東地区部会研究部レファレンス研究分科会を対象として研　　　　に供することができるようになった。　　　　　　　　（川rl雅臼

究資料センターの見学会を実施した。

　収蔵作品情報のデジタル化については、昨年度に引き続いて、館

内データベースの段階的統合に取り組んだ。これは作品情報の“ 　　　　［主要収集資料］

元管理を目指すとともに・当館公式ウェブサイトを通じての公開を目　　　購入

標として行なっている事業である。このうち後者のウェブ公開用の　　　　ノahrbuch　der　Kδnigli（rh　Preu∫sischen　Kunstsommlungen．　Berlin：

「国立西洋美術館所蔵作品データベース」に対し、独立行政法人日　　　Weidmannsche　Buchhandlung［etc・］・Bd・1（1880）－Bd・64（1943）・

本学術獺会より平成18年度榊研究費補助金（研究成果公開促　＝篇惣蒜i＝＝㌫隠蒜；αγ’∫s「　

進費）を獲得することができた。この外部資金によって、版画作品　　　Formes　et　vie：　Revue　trimestrielle　de　synthese　des　arts．　Paris：Editions

3，500件の基礎データのコンバートや絵画・彫刻作品の画像データ　　　　Falaize・　no’1（1951）－no’2（1951）’

1，77・件のデジタル化を外部業者に委託することができ、作成された　㍑ll＝蕊㍑：漂1＝°「晒／蜘∫〃deη鰍e曲

データは収蔵作品管理システム「Artize　MA」に登録した。また、独立　　　　CM．　de　Hauke，　Seurat　et　son　ceuore，　Paris：GrUnd，1961，2　vols．

行政法人国立美術館所蔵作品総合目録検索システムに対し、素描　　　　Paul　Fechte「’Das　9「aρhische　We「k”Max　Pechsteins’Be「1in：F「itz　Gu「litt’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1921．
作品など約190件のデータ提供を行なった。

　そのほかICT技術を活用した情報発信として・電子タグやエリアポ　　　　寄贈

一 タル放送など先端技術を取り入れて、美術に一層親しんでもらうこ　　　pierre　Sanchez、　Dictionnaire　du　saion　d’automne：1903－1g45尺硲erro舵

とを目指す「ウェル．com美術館：ユビキタス・ネットワーク」プロジェク　　　　des　exρosants　et　liste　des㏄ω力esρ「εsεη’εes’Dijon：Echelle　de　Jacob・

トを立ち上げた・このプ・ジェクトの一環とし時と秋の計2回にわ　＝濃。b。，g，、。。i、．A。，。、ne　P，a，．．N、c。、。、．P。uss、n，　1594－1665：

たり、当館コレクションを解説する映像ガイド端末やオン・デマンド印　　　　catalogue　raisonne’　des　dessins．・Milano：Leonardo　Editore，　1994，2vols．
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［研究資料センター公開］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1886・The　Western　Art　Foundation　donated　a　number　of　imPortant

開室日数：98日　　　　　　　　　　　　　w・・k・・　in　cl・di・9・Pierre　San・hez’s　Dicti°nnai「e　du　sai°n　d’°ut°mne：

登録人数・148人㈱および更新）　　　　　：：：lf（；蕊゜㍑1』狸、ln：、1：蕊慧蕊蒜
閲覧者数：349人　　　　　　　　　　　　ex。hang。d　m。t。，i。1，　with　it、448　P・，tne…ganizati…，i・・1・di・g

出納：1，497点　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　museums　and　university　libraries　both　in　and　out　of　Japan．　In　this

複写二612件（6，912枚）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　program　the　library　donates　copies　of　the　NMWA’s　publications　in

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　exchange　for　exhibition　catalogues，　research　journals，　annual　reports

［見学会］　　　　　　　　an；：愁蒜゜：：lll麗＝su、，h。，。，。、。1．2，918．b。。、、，，。

国立西洋美術館研究資料センター見学会　　　　　　　　　　　　　　periodical　titles（1，776　issues），　and　three　microform　titles　recorded　in

日時：2007年1月23日　14：30－16：30　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　library　system　・LVZ”．

参加．者：私立大学図書館協会東地区部会研究部レファレンス研究　　　　As　in　previous　years，　the　library　was　oPen　for　non－NMWA　staff

分科会10名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　membe「s　tw°days　a　week（Tuesdays　and　F「idays），　with　the　lib「a「y

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　open　a　total　of　98　days．　A　total　of　349　art　museum　curators，　graduates

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　students　and　gallery　staff　members　used　the　facility　during　those　times．

［ウェル．com美術館：ユビキタス・ネットワーク］　　　　　　　　　　　　While　not　apparent　in　usage　numbers，　there　has　been　an　increase　in　the

（1）第一一』回実験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　usage　of∬brary　holdings　for　exhibition　activities　both　at　the　NMWA　and

日時：2006年4月29日（土）－5月7日（日）　（計9日間）　　　　　　　　　　　at　other　museums，　alon9　with　use　by　scholars　for　their　scholarly　articles・

会場：国立西洋美術館前庭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　In　addition・　on　Janua「y　23・　2007，　the　lib「a「y　was　visited　by　the　Refe「ence

実㈱関・国立西洋美術鯨京大学・YRPユビキタス・ネ・トワーキ　M慧1、㌶＝1：1。蒜ll°二㌶蒜鰍；lb《㌫

ング研究所、株式会社NHKエデュケーショナル、日本写真印刷株式　　　　collection　continued　from　the　previous　fiscal　year，　with　a　gradua1

会社、キヤノン株式会社　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　consolidation　of　the　museum’s　internal　database．　This　consolidation

映像コンテンツ：「館長のウェルカムメッセージ」、「ロダン《考える人》」、　　　aims　to　unify　the　management　of　art　work　information，　and　the　final

「ロダン《カレーの市民》」、「ロダン《地獄の門》」　　　　　　　　　　　90al　is　to　make　this　info「mation　available　to　the　Public　th「ough　the

利用者数・652人　　　　　　　　ご芸繊1蒜蒜eG；器蒜悶1、蒜「隠、蒜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Research　Results　in　fisca12006　for　the　Collection　Database　of　the

（2）第二回実験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　National　Museum　of　Western　Art、　Tokyo．　Thanks　to　these　external

日時：2006年11月3日（金）－ll月19日（日）　（休館日を除く計15日間）　　　　resources，　external　staff　was　commissioned　to　conve「t　the　basic　data　on

会場：国立西洋美術館本館および新館展示室　　　　　　　　　　　　3・500P「int　wo「ks　and　to　digitalize　l・770　Pieces　of　visual　data　on

実施機関・国立西洋美術館・エリアポータ1・株式会社・株式会社　6竃a蒜u盟，㍑；＝1，㍑二㌫鰍ICII工

NHKエデュケーショナル、株式会社日立製作所、株式会社日立国際　　　　data　on　approximately　lgO　drawings　and　other　media　works　was

電気、KDDI株式会社、株式会社メディアキャスト、YRP研究開発推進　　　　provided　to　the　Union　Catalog　of　the　Collections　of　the　National　Art

協会、株式会社スターフィッシュ・エスディ、三菱商事株式会社、日本　　　　Museums，　JaPan・

写真印刷株式会社、エプソン販売株式会社　　　　　　　　　　　　　　Info「mation　and　communication　technology　was　utilized　to

映像コンテンツ・「館長のウエルカム・・セージ」・「西洋美術館案内」・　㍑：隠惣瓢㍑蒜㌶1：1蒜；蕊麟li

「マネとルノワールの部屋」、「モネの部屋」など　　　　　　　　　　　　audiences，　a　project　entitled・WeLcom　Art　Museum：Ubiquitous

利用者数：3，366人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Network”was　started．　As　one　element　of　this　project，　test　runs　were

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　conducted　twice，　in　spring　and　autumn，　of　terminals　presenting　video

［資料コーナー工事］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　guides　explaining　the　museum’s　collection　and　on’demand　p「inting　of

回収・撤去・8月7日一9月25日　　　　　　隠：＝三蕊潟：㌶：。：＝c蒜＝㌶e：：
休憩コーナー設置：12月5日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　effectively　using　the　visual　materials．st。red　in　the　NHK　Archives，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　universities　engaged　in　research　and　development　of　Ubiquitous

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　computing　or　three－dimensional　measurement　system，　and　private　firms

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　advancing　the　development　of　location　area　services．　The　first

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　experiment　focused　on　the　Rodin　sculptures　in　the　NMWA　forecourt，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　a　video　guide　was　prepared　using　IC　tags　and　Ubiquitous

The　Research　Library　collects　materials　related　to　the　history　of　western　　　　　Communicator　terminals．　Users　would　hold　the　terminals　and　approach

art　and　its　ancillary　disciplines，　provides　materials　for　the　advancement　　　　the　art　works．　The　terminals　would　respond　to　the　IC　tags　placed　near

of　work　by　museum　staff　members，　and　aids　in　survey　research　done　by　　　　　the　art　works　and　produce　a　screen　of　menu　items　related　to　the　video

curators　and　scholars　from　other　institutions．　The　following　is　a　report　　　　guide　of　the　art　work．　The　second　test　run　of　the　system　involved　the

on　the　activities　of　this　fiscal　year、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Permanent　Collection　Galleries　in　the　NMWA　Main　Building　and　New

　　In　terms　of　materials　acquisition，　the　library’s　collection　policy　　　　　Building．　Part　of　the　experiment　involved　the　use　of　museum－wide

focuses　on　the　acquisition　of　materials　related　to　westem　art　from　the　　　　　Broadcasting　of　One　Segment　for　mobile　phones，　while　the　other　was　a

medieval　period　through　the　mid－20th　century．　As　in　preceding　years，　　　　test　of　the　video　guide　using　wireless　communication　to　publicly

the　library　acquired　books　and　periodicals　in　line　with　these　objectives．　　　　available“Nintendo　DS”game　machines．　Other　parts　of　the　test　run

The　major　purchases　during　this　fiscal　year　included　back　numbers　of　　　　included　a　printっn－demand　system　where　visitors　could　select　one　of

late　lgth　century　periodicals，　including　the　Johrbuch　der　Kδniglich　　　　the　art　works　they　were　interested　in．　The　NMWA　only　provides　audio

1）reussischen　Kunstsamノηlungen　published　by　Wilhelm　von　Bode，　　　guides　for　its　special　exhibitions、　and　the　experimenta1　systems　used　in

Director　General　of　the　Berlin　Museums（1845－1929）and　the　art　journal　　　　this　project　clarified　various　issues　related　to　technology，　funding　and

∫1　Nuovo　osservatore　fiorentino，　published　in　Florence　from　l885　through　　　　operational　system　involved　with　providing　guides　for　the　NMWA
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permanent　collection，

　　In　August　2006　the　walls　were　removed　from　the　Reference　Corner

and　Digital　Gallery　placed　in　the　Free　Zone　of　the　Main　Building’s　First

Floor　Lobby．　This　process　furthered　the　goal　of　visually　unifying　the

lobby　area．　The　area　opened　up　by　this　renovation　provides　a　pathway

that　looks　out　towards　the　museum’s　forecourt．　Chairs　and　other　items

designed　by　Le　Corbusier　have　been　arranged　in　this　space　and　it　has

become　a　rest　area　for　the　use　of　museum　visitors，　This　area　is

surrounded　by　bookshelves　that　provide　more　materials　storage　space

than　previously　available　in　the　Reference　Corner．　Favorable　reviews

have　been　received　from　museum　visitors　about　these　changes　that

allow　a　greater　number　of　exhibition　catalogues　to　be　available　for　use

by　visitors．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Masako　Kawaguchi）

［Major　Acquisitions］

Purchases：

ノo／irbuぐカde”κδη～glic／？Pノ’eu∬ischenκunstsamm／ungen．　Berlin：
Weidmannsche　Buchhandlung［etc．］，Bd．1（1880）－Bd．64（1943）．

〃ノxl’uovo　o∬erva’or（～fior（～η’ino，ρerl’odico　di　critico　s’or～co（コt’tis’ica．　Firenze：

Tipografia　CoPPini　e　Bocconi，　no，1（1885）－53（1886）．

Fot’m（～s　et　v～e．’ノぞevue　trimesttゴe／ie　de　synth～se（les　arts．　Paris：Editions　Falaize，

n（：）．1（1951）・・no．2（1951）．

Johanrl　David　Tyroff．　Die　Gr6∬e　un（了ルlannigfa〃9々（～i’↓ηdeノ？1～eichen　der
、～’atu“’und　Sitten．　NOrnberg：［s．n．］，1766．

C．M．　de　Hauke，　Seurat　et　son（puvre，　Paris：GrUnd，1961、2vols．

Paul　Fechter．　Dos　g”αρ力～∫c力e　l佐～ノ≠～Max　Pechs’eins．　Berlin：Fritz　Gurlitt，

1921．

Donations：

Pierre　Sanchez，∠）～α～onnaire　du　50／on　d’outomr～e；1903－1945，　Re’ f）（～rtoire（les

e．￥posan’∫et　lis’e　desαeuvresρMseη’6e∫．　Dijon：Echelle　de　Jacob，2006，3

volS．

Pierre　Rosenberg，　Louis－Antoine　Prat．∧iicolas　P（）u∫sin，1594－1665：catalogue

1－ci～30m～（les　de∬↓η∫．　Milano：Leonardo　Editore、1994，2vols．

［Research　Library　Usage　Data］

Number　of　public　days：98

Registered　users：148（new　and　renewals）

Users：349

Loans：lA97　items

Photocopies：612requests（total　of　6，912pages）

［GroupVisi口

Group　Visit　to　the　NMWA　Research　Library

Date／time：January　23、2007，14：30－16：30

Participants：10　members　of　the　Reference　Materials　Group　of　the　Japan
Association　of　Private　Universitv　Libraries
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　J

“

Wel．com　Bijutsukan：Ubiquitous　Network”

1）First　test

Dates：April29－May　7，2006（total　g　days）

Location：NMWA　Forecourt

Participating　organizations：NMWA，　Tokyo　University，　YRP　Ubiquitous
Networking　Laboratory，　NHK　Educational　Corporation，　Nissha　Printing　Co．，
Ltd．、　Canon　Inc．

Video　contents：Director’s　Welcome　Message，　Rodin’s　Th　in　ker，　Rodin’s
Citittens　of　Ca／dis，　and　Rodin’s　6ates　of〃He〃

Number　of　users：652

2）Second　test

Dates：November　3－19，2006（total　l　5　days）

Location：NMWA　Main　Building　and　New　Building

Participating　organizations：NMWA，　Area　Portal，　NHK　Educational
Corporation，　Hitachi，　Ltd．，　Hitachi　Kokusai　Electric　lnc．，　KDDI　Corporation，

Mediacast　Co．，　Ltd．，　Yokosuka　Telecom　Research　Park、　Inc．，　Starfish－SD　Inc．，

Mitsubishi　Corporation，　Nissha　Printing　Co．，　Ltd．、　Epson　Sales　Japan
Corporation

Video　contents：Director’s　Welcome　Message，　Guide　to　the　NMWA、　Manet
and　Renoir　Gallery，　Monet　Gal］ery，　etc．

Users：3，366

［Reference　Corner　Construction］

Materials　removal　and　demolition：August　7－September　25，2006

Rest　Area　lnstallation：December　5，2006
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教育普及に関わる活動報告

Report　on　Educational　Programs

1）Fun　with　Collection　ファン・ウィズ・コレクション　　　　　　　対象・参加者：午前二小学校3・4年生8名午後・小学校5・6年生15名

今年度は、「いろいろメガネPart　2　みんなの見かた紹介します」　　　参加費：無料

（詳細は「展覧会」参照）と題して、昨年度のプログラムの中で作った　　　　「続日曜日の美術館私のメガネで見てみます？」

作品や、集まった来館者による多様な作品の見かた，感じかたを紹　　　　各界から様々な講師を迎え・各々の専門や興味を視点に美術作品

介し、さらに臓作品のいろいろな楽しみかたを鰍するプ。グラム　の見かた・楽しみ方を紹介丁るレクチャー’シリーズ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時間・場所：14：00－15：30　講堂
を実施した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対象・参加費：一般無料

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6月4日（日）　参加者：110名

「あなたがつづるこの1点」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「時を駆ける美術鑑賞　　『美しい』を見直そう」

2005年に募集して集まったエッセイ433点を小冊子にまとめ、常設展　　　　森村泰昌（美術家）

示室の休憩椅子で来館者が自由に読めるよう設置した。また・その　　　　6月18日（日）　参加者：55名

中から各審査員がそれぞれに選んだエッセイ（合計30点）は・バネ　　　「美術は僕の栄養源」

ルにして展示室の作品横に掲示・さらに当館のホームページで紹　　　　高木康政（パティシエショコラティエ）

介した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7月30日（日）　参加者：67名

公開発表：当館常設展示室とホームページ（2006年1月一8月）　　　　　　「知りたい。ロダン彫刻のこと、ブロンズ鋳造のこと」

審査員：内館牧子（脚本家）みうらじゅん（イラストレーター）青柳　　　　大屋美那（当館主任研究員）

正規（当館館長）

「君はどこ？　クイズに挑戦」

閲蕊還ξ蕊雛議叢慧竃；篇還三　2）特別展関連プ・グラム
室から探し出し、正解すると絵葉書がプレゼントされた　　　　　　　　　年3回開催される特別展に関連して実施される、講演会、シンポジウ

実施期間：2006年6月一8月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム、スライドトーク、ギャラリートーク、コンサートなど。

場所：常設展示室内

「即興歌人　　思いを言葉に1」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■講演会

絵や彫刻を見て感じた気持ちを、短歌で表現するプログラム。短歌　　　　時間・場所：14：00－15：30講堂

の詠みかたのレクチャーを受けたあと、展示室に出て作品を選んで　　　　対象・参加費：一般／無料

短歌を作った。

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［ロダンとカリエール］
講師：篠弘（現代歌人協会理事長）
日時：7月29日（土）　13：00－17：30　　　　　　　　　　　　　　　　　4月15日（土）参加者：90名

対象・参加者数：一般34名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ロダン・カリエールと同時代の文化’社会」

参加費：無料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小倉孝誠（慶雁義塾大学教授）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5月20日（土）　参加者：107名
「セイビ探偵団が行く！　美術館からの挑戦状～“わたしを探し　　　「1890年代のロダンとカリエール」

て”」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大屋美那（当館主任研究員）

国立西洋美術館に関する謎を解いてキーワードを手に入れて、作品

を探し出すゲーム。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［ベルギー王立美術館展］

進行：ゴウヤスノリ（ワークショップ・プランナー）　　　　　　　　　　　　9月23日（土）参加者：152名

｝－i時：8月3日（木）　13：30－16：30　　　　　　　　　　　　　　　　　「ルネサンス期フランドルの都市文化：ブリュージュからアントウェル

対象・参加者：小学生12名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ペンへ」

参加費：無料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河原温（首都大学東京助教授）

曇：難i戴㌶　　　　曇臨難筑・聯川一一
参加費：無料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11月4日（上）　参加者：107名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「画家たちの競演：ルーベンスの時代のアントウェルペンの絵画」

「美術館でおどる、心もおどる！」　　　　　　　　　　　　　　　　　　中村俊春（京都大学教授）

作品を見て感じたことや・作品そのものを体を使って表現するプロ　　　ll月18日（土）参加者：100名

グラム。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ベルギー象徴派の時代」

進行：早川朋子（振付家）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福満葉子（長崎県美術館学芸員）

日時：8月10日（木）　午前＝10：00－12：30　午後＝14：00・－16：30
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［イタリア・ルネサンスの版画　ルネサンス美術を広めたニュー・メ

ディア］

2007年3月17日（土）　参加者：55名

「ルネサンスの版画と装飾文様をめぐって」

吉澤京子（跡見学園女子大学教授）

2007年3月31日（土）　参加者：82名

「ルネサンス美術の規範と版画　マンテーニャを中心として」

渡辺晋輔（当館研究員）

■ギャラリートーク・スライドトーク

時間・場所：18：00－18：40　展示室あるいは講i堂

対象・参加費：一般無料ただし展覧会観覧券が必要

［ロダンとカリエール］

2006年4月7日（金）・21日（金）、5月12日（金）・26日（金）

スライドトーク：近藤真彫（駒澤大学非常勤講獅）

参加者：計146名

［ベルギー王立美術館展］

2006年9月29日（金）、10月13日（金）・27日（金）、ll月10日（金）・24日

（金）

スライドトーク：廣川暁生（ベルギー王立美術館展アシスタント・キュ

レイター）

参加者：計514名

［イタリア・ルネサンスの版画］

2007年3月23日（金）・30日（金）

スライドトーク：小林明了（慶雁義塾大学大学院）　　　　　　　　　　　貸出rl：2006年4月8日（土）・22日（上）、5月13日（土）・27日（土）、9月9日

参加者：計44名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（土）・23日（土）、10月14日（土）・28日（土）、11月11日（上）・25日（土）、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2007年3月10日（土）・24日（上）

■コンサート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時間：10：00－17：00（随時）

「音楽における現実の幻視者　　ドビュッシーとショ＿ソン」　　　　　　　利用者：計678名

カリエールと交流があり、カリエールによる肖像画が残されているシ

ョーソンと、ショーソンと友人関係にあったドビュッシーを取り上げ、ロ　　　　■どようびじゅつ

ダンとカリエールと同時代の音楽を再現した・　　　　　　　　　　　　常設展示室の作品鑑賞とそれに関連する創作や体験がセットにな

日時：2006年5月3日（水）　18：00－20：00（17：30開場）　　　　　　　　　った申込制プログラム。

場所：企画展示ロビー（B2F）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今年度は、2種類のプログラムを実施した。

企画・トーク：瀧井敬子（東京藝術大学演奏芸術センター助手）

照明：海藤春樹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「なぞ☆謎☆びじゅつかん」

演奏：ジェラール・プーレ（ヴァイオリン）、川島余理（ピァノ）、王真紀　　　　常設展示室の作品を家族でクイズを解きながら見る・最後に参加者

（メゾ・ソプラノ）、坂上賀奈一f’（メゾ・ソプラノ）、吉原教夫（テノール）　　　　全員でいっしょに見たジャクソン・ポロック・《ナンバー8，黒い流れ》の

朗読：斉藤由織　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　描き方をヒントに絵を描いた（内容は8回とも同じ）・

制作アシスタント：酒井T一亜希　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対象：6－10歳の子どもと同伴の大人

対象・参加者：一般・100名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日時：2006年7月8日（土）・22日（土）、8月12日（土）・26日（土）

チケット：1500円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午前10：30－12：30午後14：00－16：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者数：計106名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ごきげんいかが？（〈0〈）CO°）（〉＿＜）」

3）ファミリープ・グラム　　　　　　㌻圏籔璽㌶罐鷲㌶認㌶論：Z
ファミリープログラムは・常設展が無料観覧となる各月の第二・第四　　　　れの表情で顔を作った（内容は8回とも同じ）。

一｝二曜日に行なわれる。常設展示室で利用する家族向けの鑑賞用教　　　　対象：6－10歳の子どもと同伴の大人

材「びじゅつ一る」の無料貸与と、コレクションの鑑賞と創作などの体　　　　日時：2007年1月13日（土）・27日（土）・2月10日（土）’24日（土）

験がセ・FC・なった「どようびじゅつ」カ・あり・いずれも教育普及室と　鶉薯霧，謂㍊午後14：°°－16：°°

ボランティア・スタッフによって運営、実施されている、

■びじゅつ一る

美術のことをよく知らない、また美術館が初めてという家族を対象に　　　4）学校関連プログラム

作られたツールで、常設展にある絵や彫刻を、いろいろな方法で楽し

むための道具やゲームなどが盛り込まれている。今年は5種類のツ　　　　■スクール・ギャラリートーク

ー ルを貸し出した・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当館の常設展示作品につい℃ボランティア・スタッフが中心となって

対象：6－10歳の子どもと同伴の大人　　　　　　　　　　　　　　　　実施している予約制のプログラム。
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2006年度：2165名（69件）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■2006年度の活動内容

未就学児童＝40名（2件）・家族＝72名（3件）・小学生＝1305名（27件）・　　　⑦ファミリープログラム（ファミリープログラム欄参照）

中学生＝418名（18件）・高校生以上＝330名（19件）　　　　　　　　　　　．びじゅつ＿る：当館にて作成されたファミリ＿向け鑑賞用教材「び

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じゅつ一る」貸出受付。
■オリエンテーション　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．どようびじゅつ：体験型プログラム「どようびじゅつ」におけるトーク

大人数の団体を対象に・講堂で行なう常設展あるいは特別展につ　　　　　および創作などの補助。有志による企画。

いての予約制の解説で教育普及室が実施している。

2006年度：1554名（17件）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔2スクール’ギャラリートーク（学校関連プログラム欄参照）

小学生＝343名（4件）、中学生；960名（7件）、高校生以上＝351名（6　　　　学校の児童生徒向け対話型トークの実施。

件）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③その他

■職場訪問　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・Fun　with　Collection　2006「いろいろメガネPart　2　みんなの見か

修学旅行あるいは総合摺の一環としてグループで来館する生徒　　た紹介します」のプ゜グラム補助（Fun　with　C・llecti・n鯵照）

を対象に、教育普及室が対応している。　　　　　　　　　　　　　　　・1月2日に行なわれた「～美術館’博物館へ行こう～　A　Day　in　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Museum」での一般に向けたギャラリートーク
2006年度：142名（23件）

中学生＝83名（18件）、高校生以上＝59名（5件）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■2006年度の研修

■先生のための観賞プログラム　　　　　　　　　　　　　　　　　①4月20日（木）「ギャラリートークについて」寺島洋子（当館主任研

特別展ごとに小．中．離学校の類を対象に展覧会の趣旨やお　　　　頬）
もな作品について展覧会担当者が講堂で行なう解説。　　　　　　　　　②6月1日（木）どようびじゅつ「なぞ☆謎☆びじゅつかん」模擬練習

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑤9月7日（木）どようびじゅつ、スクール・ギャラリートークの振り返り
［ベルギー王立美術館展］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④9月30日（木）例会：今後の活動について

日時：9月22日（金）18：00－18：40　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「美術館における幼児を対象としたプログラム実践

講師：幸福輝（当館上席研究員）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の意義と方法」有馬知江美（作新学院大学助教授）

参加者：108名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑤12月7日（木）どようびじゅつ「ごきげんいかが？（∧0〈）（・0・）（〉＿＜）」

［イタリア．ルネサンスの版画　ルネサンス美術を広めたニュー・メ　　　　　　　　　模擬練習

ディァ］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　073月1日（木）例会：来年度の連絡調整係選出　今後の活動につ

日時：2007年3月16日（金）　18：00－18：40　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いて

講師：渡辺晋輔（当館研究員）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「成人向けのトークについて」寺島洋子（当館主任

参加者：82名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究員）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜⑦3月19日（月）防災訓練

■夏期教員研修　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊ギャラリ＿ト＿クの評価　全7回

武蔵野市小中学校美術研究会研修会　　　　　　　　　　　　　　　　2006年7月6日（木）、ll月7日（火）2回・24日（金）、12月19日（火）・20日

口時：7月24日（月）　10：00－16：00　参加者：13名　　　　　　　　　　　　（水）、2007年2月2日（金）

2点の作品を自らの目でじっくり鑑賞した後に、グループに分かれて

ギャラリートーク案を作成して発表した。最後に、鑑賞の意味につい

てディスカッションを行なった。

杉並区の中学校教員研修会　　　　　　　　　　　　　　　　　6）インターンシップ

日時：8月25日（金）　10：00－17：00　参加者：29名　　　　　　　　　　　当館では、西洋美術に関心をもつ人材の育成と、当館の活動をより

2点の作品を自らの目でじっくり鑑賞した後に、グループに分かれて　　　　広く理解してもらうことを目的として、大学院生以上を対象としたイン

繁鷹㌘罐亮発表した゜最後に・鑑賞の意味について　ターンシ・プを実施して・計館職員の指導のもと・研修生は所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蔵作品の調査、展覧会や教育プログラムの企画補助など、それぞれ

東京都図画工作研究会東京国立近代美術館国立西洋美術館　　　　が希望する専門分野に分かれて様々な業務に実際に携わる。

合同研修会

日時：8月28日（月）9：00－17：00　参加者：53名　　　　　　　　　　　　［教育普及室］

2点の作品を自らの目でじっくり鑑賞した後に、台東区立金竜小学　　　　インターン：大塚梓、片多祐子、弘中智子、宮原ゆうき、山口敦子

校の5年生に行なったギャラリートークを見学して自らの体験と比較　　　期間：2006年4月1日一9月30日

した。その後、見学したトークの感想、鑑賞の意味やあり方につい　　　　指導：寺島洋子・酒井敦子・横山佐紀

てディスカッションを行なった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　内容：①はじめてガイド（小・中学生対象の常設展ガイド）の改善調

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　査と中学生用ガイドの作成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊詳細は、「2006年度インターンシップ報告書」参照

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②Fun　with　CollectionいろいろメガネPart　2関連プログラムの

5）ボランティア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　補助

当館では、2004年にボランティア制度を立ち上げ、その年の後半か　　　　［絵画・彫刻・版画素描室］

ら活動を開始した。18名（℃6年現在）のボランティア・スタッフは、ファ　　　　インターン：横井麻子

ミリープログラムとスクール・ギャラリートークを中心に活動を行なっ　　　　期間：2006年4月1日一2007年3月31日

　　　　　　、　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　指導：高橋明也
ているf：また・活動に必要な知識や技術を身につけるため・年間を　　　　内容：所蔵作品（絵画・彫刻・素描）の美術史的研究、所蔵品カタロ

通じて随時研修にも参加している、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グ編纂のための資料収集補佐
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インターン：古川法子

期間：2006年4月1日一9月30日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）Fun　with　Collection

指導：高橋明也　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　Fun　with　Collection　program　this　year　was　entitled　Vat’ious　Cσ／ored

内容：コロー展補佐　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Eyeglasses　Part　2：　lntroducing　Evet：yone　’s　Diffei．’ent　Wy∫of　Seeing（See

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Exhibition　report　for　details）．　The　essays　and　works　created　in　the　2005

インターン：高木麻紀子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P「09「ams　and　thei「「eco「ds’which　all　fully　conveyed　P「09「am

期間：2006年4月1日一9月30日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PρHiciPantS　ways　of　seeing　and　enj°ying　the□useum　collecti°11s’we「e

指導・幸福輝，　　　　　　　　麗a已：ll：dPl；：al＝顎（）：。i鵠1∫：，竺＝；：9三
内容：ベルギー王立美術館展補佐　　　　　　　　　　　　　　　　viewpoints．

インターン：芦刈歩

期間：2006年10月1日一2007年3月31日　　　　　　　　　　　　　　　　“W「ite　about　You「SPeciaI　A「t　Wo「k”

指導：幸福輝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　All　4330f　the　es『ays　submitted　in　2005　we「e　P「inted　in　a　small

内容・｝…乍品（絵画・彫刻・素t苗）の美術史的研究・所蔵品カタ・　＝h㍑蒜蒜隠a器1ぽ，rl蕊蕊：隠e㍑罐
　　　　　グ編纂のための資料収．集補佐　　　　　　　　　　　　　　　　freely　enjoy　these　interesting　texts．　Judges　chose　30　essays　which　were

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　displayed　on　panels　near　the　art　works　involved　and　were　also　posted

インターン：正路佐知子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　on　the　museum’s　website．

期間：2006年4月1日一2007年3月31日　　　　　　　　　　　　　　　　　Publication：Permanent　Collection　Gallery　and　NMWA　website　from

指導：佐藤直樹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　January　through　August　2006

内容：ムンク展およびハンマースホイ展補佐　　　　　　　　　　　　　　Judges：Makiko　Uchidate（Playwrighり，　Jun　Miura（lllustrator）、　Masanori

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Aoyagi（Director－Genera1，　National　Museum　of　Western　Art）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“Where　Are　You？－Let’s　Try　Some　Quizzes！”

7）他繊との醐　　　　　　　蕊㌫織㌦；當鵯ぽ蒜sぽ漂li：ご謝鴨
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　of　Art　Works”．　Taking　three　different　titles　made　for　a　single　artwork，

■東京都．立飛鳥高．等学校・大泉桜高等学校課外授業への協力　　　　　Pa「ticipants　had　to　Iocate　that　a「two「k　in　the　galle「ies・Successfu［
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　answers　earned　the　participant　a　picture　postcard　of　the　artwork，
日時：7月14日（金）・30日（EI）、8月ll口（金）・22日（火）、10月13日（金）

合計10時間　　　　　　　　　　　　　　June　l－August　3112006
1熔、国立西洋美術館おすすめガイドの作成　　　　　Pe「manent　C°llecti°n　Galle’y

参加者：8名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“lmpromptu　Poets：Giving　Words　to　Thoughts！”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　This　program　had　participants　write　Japanese　tanka　poems　，　about　their

■東京大学大学院人．文社会系研究科文化資源学研究専攻の教　　　feelings　when　they　see　a　painting　or　sculpture．　Lectures　were　given　on

育・研究における連携・協力　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　how　to　read　tan々a　poems，　and　participants　then　went　to　the　galleries　to

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　select　art　works　and　create　their　own　poems．

期間：2006年4月1日一2007年3月31日

麟馴麟㌫聡≧霞㌘科の学生の鶯la；・；＝（C・…p・・s・n・C－・・m…a・yTa・k・P…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Participants二34

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Free　of　charge

8）出版物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　NMWA・Kids　Detective　C・mpany・n　the・Trail：Challenges　on
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“Finding　Paintings”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　By　solving　puzzles　about　the　NMWA，　participants　received　clues　that　led

■展覧会カタログ（＊展覧会の欄参照）　　　　　　　　　　　　　　　　them　to　find　the　right　Paintings　in　the　collection　galle「ies．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　August　3（Thu．）13：30－16：30

■展覧会作品リスト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Facilitato「：Yasuno「i　Gou（Wo「kshoP　PIanne「）
　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Target：7－12year－olds

展覧会の概要と出品作品リストを含む無料配布の作品リスト　　　　　　participants：12

［ベルギー王立美術館展］A4（2頁）　　　　　　　　　　　　　　　F「ee°f　cha「9e

［イタリア・ルネサンスの版画　　ルネサンス美術を広めたニュー・メ

デイア］　B5（4頁）

■ジュニア・パスポート

展覧会の入場券を兼ねた小・中学生を対象とした展覧会ガイド

［ベルギー王立美術館展］　B4（四つ折り）

［イタリア・ルネサンスの版画　　ルネサンス美術を広めたニュー・メ

ディア］　B4（四つ折り）

■ゼフユロス

当館の展覧会や教育プログラムなどの活動を広報する季刊（年4回）

のニュースレター。

2006年度：No．27－No．30　A3（．一三つ折り）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（寺島洋子・横山佐紀・酒井敦子）
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“ Parachutes　and〃Maたio：Messages　from　the　Sky”　　　　　　　　　　　　　　14：00－15：30，　Lecture　Hall，　Free　ol　charge

Participants　wrote　on　sheets　of　paper　about　their　feelings　on　the　　　　　March　l7（Sat・）Participants：55

paintings　and　sculptures　they　liked，　and　then　those　sheets　were　　　　　“Prints　and　the　Decorative　Style”

attached　to　parachutes　and　dropPed　from　the　museum　roof．　　　　　　　　　　Kyoko　Yoshizawa（Professor・Atomi　University）

August　5（Sat．）and　6（Sun．）13：30－16：30　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　March　31（Saし）Participants：82

Facilitator：Michiyoshi　lsozaki（Artist）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘℃anons　of　ltalian　Renaissance　Art　and　Prints：Focuslng　on　Mantegna”

Participants：43　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Shinsuke　Watanabe（Curator，　National　Museum　ol　Western　A∋

Free　of　charge

・
Dance　i。，h。　M。、eum，　and　Hea，，、　Dance　T。。！・　　　　　’Galle「y　Talk

P。，ti。ipant、。，ed　th。i，　b。di。、・。　exp，e、、・th。i，　feeli。g、　ab。ut。p。i。ti。g　Related　t°the　exhibiti°n“R°din　and　Ca「「ie，「e”

・The　Temptation　of　St．　Anthonジ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18：00－18：40・Lecture　Ha11・Admission　free

購懇こ籔）　　謙：鮮＝：・・y，・lec－）
Pa「ti・ipants：8／15　　　　　　　　　　　　　R。1。t。d　t。　the　exhibiti。。・R。y・1　M。・eum・・f　Fi・・A・tS・f　B・lgi・m・

F・ee・f・h・・g・　　　　　　　　　　　　　　18，00．18，40，　Lect。，e　H。11，　Admissi。。　f，ee

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　September　29（Fri．），　October　l3（FrL），27（Fri．），　November　lO（Fri．），24

“Sunday　Art　Museum　Part　2：Want　to　Look　through　My　Eyeglasses？” 　　　　（Fri．）

This　lecture　series　by　specialists　from　a　wide　range　of　fields　featured　　　　　Speaker：Aki　Hirokawa（Assistant　curator　of　the　exhibition）

each　lecturer’s　look　at　art　works　from　their　own　particular　professional　　　　Total　participants：514

0r　personal　vantage　point．

14、00－15、30，Lect。，e　H。IL　T。，g。t，　Ove・the　ag・・f　16，　F・ee・f・h・・g・　　　R・1・t・d　t・the　exhibiti・・“It・lian．Renaissan・e　P・i・ts：f・・m　th・Swiss

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Federa［Institute　of　Technology　Zurlch”

June　4（Sun．）Participants：110　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18：00－18：40，　Lecture　HalL　Admission　free
“AVariety　ol　Art　Viewings：Reconsidering　Beautゾ　　　　　　　　　　　　　　　　　March　23（Fri．），30（Fri．）

Yasumasa　Morimura（Artist）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Speaker：Akiko　Kobayashl（Graduate　School　of　Keio　University）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Total　participants：44

June　l8（Sun．）Participants：55
“Art　Is　My　Nutritional　Source”

Yasumasa　Takagi（Patisserie／Chocolatie）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■Concert

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Related　to　the　exhibition“Rodin　and　Carriξ｝re”

！㍑漂nぽぽ：∫9。。，R。d、。・、　S，u1P，。，e、．　A、。u，　B，。nze　・Env・・・…P9・Real・・y・・n…c－n・bussy・n・Chau□・n・．、．

蹴（C・・a・・，N・…na1M・・eum・・W・…mAめ　　麗鶯耀欝舗鰹「鵠器：：霊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　May　3（Wed．）18：00－20：00，　Lobby　of　Special　Exhibition　Gallery

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Organizer　an（］Lecturer：Keiko　Takn（Tokyo　National　University　of　Fine

2）Programs　Related　to　Special　Exhibitions　　　　　　　　　　　　　　　　Arts　and　Music）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Assistant：Chiaki　Sakai

■Lectures　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lighting　Designer：Haruki　Kaito

Related　to　the　exhibition・Rodin　and　Carribre・・　　　　　　　　　　　　　　　　　Musicians：G6rard　Poulet（Violin），　Yori　Kawashima（Piano），　Maki　O

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Soprano），　Kanako　Sakagami（Mezzo　soprano），　Norio　Yoshiwara
l4：00－15：30，　Lecture　Hall，　Free　of　charge
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Tenor）

Ap・n　l5（S・t・）P・・ti・ipant・・90　　　　　　　　　　　Ti・k・t・・1，500　yen
Rodin　and　Carriere：Literature　of　the　Time” 　　　　　　　　　　　　　　　　　　Participants：100

Kosei　Ogura（Professor，　Keio　University）

May　20（Sat．）Participants：107
“

Rodin　and　Carriere　in　l890s”

Mina　Oya（Curator，　National　Museum　of　Western　Art）　　　　　　　　　　　　　3）Family　Program

Related　to　the　exhibition“Royal　Museums　of　Fine　Arts　of　Belgium” 　　　　　　　The　Family　Program　is　a　free　program　held　on　the　2nd　and　4th　Saturdays

l4：00－15：30，　Lecture　Hall，　Free　of　charge　　　　　　　　　　　　　　　　　　　of　every　month，　aimed　at　children　aged　6　to　lO　and　accompanying

September　23（Saし）Participants：152　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　adults・Two　different　programs“Bilu－too1”and“Doyo　Bijutsピ（Saturday

“ Renaissance　Urban　Culture　in　Flanders：From　Bruges　to　Antwerp”　　　　　　　art　workshop），　are　conducted　by　members　of　the　Education

Atsushi　Kawahara（Associate　Prolessor，　Tokyo　Metropolitan　University）　　　　　Department　staff　and　Volunteer　Stafl　members・

需㌶認鶴1蕊、。g・　　　　　・B・ju－…l
Shig・k・A・aki（P・・fess・・，　S・i・en　U・i・e・sity）　　　　　　　　Bilu－t・・［kit　i・avi・wi・g・id　f・m・・ice　vi・it・・s，・peci・lly　th・・e　f・mili・・

Ω…P・・21（S…）P・・・…pan…134，　　　　　㌫霊，潔：＝、i畠cぽ蒜1ぽ㌶；漂ζ
蒜1ぽ罐濡ll，：惣蒜。、eum。fW。、，。，n．Art）　　w・・elentt・f・mili…hi・yea・・

灘＝臨　1・一・wer・一・h・A　撚灘；鷲・こt＝よ・㌶
…h・h・・uN・k・m・・a（・…ess・・，・・…U…e・s・・y）　　　　措㌫1＝麟mC°llecti°nGaHe「ies，　F「ee°fcha「ge

November　18（Sat．）Participants：100
“ Belgium’s　Surrealist　Period” 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■Doyo　Bilutsu（Saturday　art　workshop）
Y°k°Fukumitsu（Chief　C・・at・・，　N・g・・aki　P・efect・・al　A・t　M・・eum）　　　Thi，　p，。9，am，。。，i，t、。f、，t、pP，eci。ti。。　i。　th，　M。、eum　C。11ecti。n

麗蒜ee＝lll蹴P・・ssanceP・・・…f・・m・h・Sw・ss鷺Cl・蒜二㌶sinthew°「ksh°p「°°m’Tw°p「°g「ams
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Puzzle　一　Puzzle－Museum　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■Teachers’Summer　Seminar

Families　answered　quiz　questions　as　they　viewed　the　Permanent　　　　July　24（Mon．）、10：00－16：00，　Free　of　charge

Collection　Galleries・Finally　all　participants　gathered　to　look　at　the　　　　　After　carefully　looking　at　two　art　works　the　group　broke　into　small

Jackson　Pollack　work‘ソVumber　8，1951，　Biack∫ηoωm9”and　painted　　　　　groups　and　planned　and　presented　their　ideas　for　galler＞r　talks　about

thei「own　works，　taking　hints　fr（）m　Pollack’s　methods・（The　same　　　　those　works．　A　discussjon　was　then　held　about　the　meaning　of　viewing

program　was　repeated　8　times・）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　apPreciating　art　works．

July　8（Sat）・22（Sat・）・　August　l2（Sat・）・26（Sat・）・2006　　　　　　　　　　　　　0rganized　with　Musashino　City　Study　Group　of　Primary　School　and

lO：30－12：30／14：00－16：00　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」unior　High　Schoo1　Teachers

MuseumCollection　Galleries・Free　of　charge　　　　　　　　　　　　　　　　　Participants：13

Total　participants：106

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　August　25（Fri．），10：00－17：00，　Free　of　charge

H°wA「e　Y°u　Feeling？（＾0＾）（°0°）（・一・）　　　　　　　　Aft・・ca・ef・lly　l・・ki・g・t・tw。　a・t　w（）rk，　th。　g，。up　then　b，。k。　i。t。　sm。ll

This　program　focused　on　the　feelings　of　the　peoPle　depicted　in　various　　　　　groups　and　planned　and　presented　their　ideas　for　schoo川essons　about

paintings　and　sculptures・Using　a　worksheet・families　viewed　the　art　　　　art　apPreciation．　A　discussion　was　then　held　about　the　meaning　of

works　and　then　they　created　various　looks　on　the　faces　with　round　　　　　viewing　and　apPreciating　art　works．

sheets°f　pape「・（Same　l）「°g「am「epeated　8　times・）　　　　　O，gani、ed　wi・h　Juni。，　High　S，h。。I　Teach，，s。f　S。ginami、W、，d

January　l3（Sat・）・27（Saし）・February　lO（Saし）・24（Sat・），2007　　　　　　　　　　　　　　　Participants：29

10：30－12：30／14：00－16：00

Museum　Collection　Galleries、　Free　of　charge　　　　　　　　　　　　　　　　　　August　28（Mon．）、9：00－17：00，　Free　of　charge

T・t・1・parti・ipant・・152　　　　　　　　　　　　Aft・・ca・ef・11y　l・・ki・g・t・tw・・rt・w・・k・th・p・rti・ipants　saw・th・g・ll・ry

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　talks　to　the　fifth　graders　of　the　Kinryu　Primary　School　to　compare　their

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　looking　experiences　with　those　of　the　pupils。　A　discussion　was　then

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　held　about　the　meaning　of　viewing　and　appreciating　art　works．

4）School　Program
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Organized　with　Tozuken　and　the　National　Museum　of　Modern　Art

・S・h・・IG・11・・y　T・1k　　　　　　　　　　　　pa「ticipants・53

This　program　by　reservation　only　involved　group　tours　of　the　Museum

Collection　Galleries、　led　primarily　by　Volunteer　Staff　members、

Participants：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5）Volunteer　Activities

Under　age　of　6：40（2　groups）

Family：72（3　groups）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　AVolunteer　Program　was　established　at　the　NMWA　in　2004　and　this

Primary　School（aged　7　to　l2）：1，305（27groups）　　　　　　　　　　　　　　　　program　began　operating　in　the　latter　half　of　2004．　As　of　2006，　there

Junior　High　School（aged　l3to　l5）：418（18groups）　　　　　　　　　　　　　　were　l8　volunteer　staff　members，　and　their　activities　have　centered　on

Over　age　of　l6：330（19groups）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Family　Program　and　School　Gallery　Talk　events、　These　volunteers　also

Total：2，165（69　groups）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　participate　in　training　sessions　held　throughout　the　year　in　order　to

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　acquire　the　knowledge　and　techniques　necessary　for　their　activities　at

■School　Shde　Talk　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　museum．

This　program　requiring　reservations　involved　Education　Department

staff　members　presenting　lectures　explaining　the　works　on　display　in　the

Museum　Collection　Galleries　or　special　exhibitions．　These　talks　were　　　　　■Activities

aimed　at　large－scale　audiences　and　held　in　the　lecture　hall．　　　　　　　　　　　1）Family　Program（See“3）Family　Program”）

Participants：　　　　　　　　　　　　　　　”Biju－too】：Loan　service　of　the　Biju－tool　kits・
Primary　School（aged　7　to　l2）：343（4　groups）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆Doyo　Bijutsu：Art　apPreciation　and　Studio　work・Program　planning・

Junior　High　Schoo1（aged　l3to　l5）：960（7　groups）

Over　age　of　l6：351（6　groups）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）School　Gallery　Talk（See“4）School　Program”）

Total：1554（17groups）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）Others

■Museum　Visit　for　Extracurricular　Activity　　　　　　　　　　　　　　　　　　・Assistance　for　the　programs　of　Fun　with　Collection　2006“Various

Th・・e　g…p・i・it・i…lved　midd［・・ch・・1　and　high・ch・・1・t・dent・i・　　　C・1・red　Ey・glasse・P・・t　2・1・t・・duci・9・Every・ne’・Diff・・ent　W・y・・f

・…dinati・・with　th・i・1・t・g・at・d　C…se・at　sch・・L　Th・Educati・・　　Seei・g”（See　“Fun　with　C・llecti・・”）

Staff　members　guided　these　groups，　and　provided　various　information　　　　　　’Gallery　talks　for　“A　Day　in　the　Museum”（January　2・2007）

regarding　a　curator’s　job，　art　works，　and　the　art　museum　itself．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■Training　and　Meeting

Participants：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
」uni。，HighS，h。。1（。g。d　13t。15），83（189，。。p、）　　　　　　1）Aprll　20（Th∋L・・t・・e“O・G・11・・y　T・1k・”Y・k・T・・a・him・

Ov・・ag・・f　l6・59（59…p・）　　　　　　　　　　　（Educat°「・Nan°nal　Museum°f　Weste「n　A「t）

Total：142（23　groups）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）June　l（Thu．）Tria［of　Doyo　Bijutsu　program“Puzzle－Puzzle－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Museum”

’Teache「s’　P「°g「am　　　　　　　　　　　　3）S・1・t・mb・・7（Th・．）Revi・w　D・y・Bij・t・u　p・・g・am　and　S，h。。l

This　program　has　been　designed　for　elementary，　middle　school，　and　　　　　　Gallery　Talk

high　sch°°l　teache「s・The　p「°g・am　incl・d・・ab・i・f　gVervi・w・f　th・　　4）S・pt・mb・・30〔rh・．）R・g・1・・meeti・g

exhibiti・・’・c・ntent・，　di・cussi・n・f・f・w　w・・k・・n　dlspl・y　and　f・ee　　Lect・・e・O・th・Sig・ificance　and　M・th・d・f・・1・fant　P・・g・am・i・Art

entryr　t・the　exhibiti・n・　　　　　　　　　　　　　M。，eum、？・　Chi。mi　A，im。（A、s。。i。t。　P，。fess。，，　S。k。、hi。　G。k。1。

Related　to　the　exhibition“Royal　Museums　of　Fine　Arts　of　Belgium” 　　　　　　　　　University）

S・pt・mb・・22（F・i・）コ8・00－18・40・　Lect・・e　H・IL　F・ee・f・h・・g・　　　　5）Deceml・e・7（Th・．）T・i・1・f　D・y・Bij・t・u　p・・9・am・H・w　A・e　Y・・

L・・t・・e・・Aki・a　K・f・k・（Seni・・C・・at…N・ti・nal　M・・eum・f　W・・t・・n　　Feeli・9？（・0・）（・0・）（・．＜）・・

Art）

・・・・…p・・…1・8 　　　　　　　　6）ご∴恕詔霊漂。惣gA、。1，、・，。、。　T。，a，h、m。（Educa，。，，

Retated　to　the　exhibition“ltalian　Renaissance　Prints：from　the　Swiss　　　　　National　Museum　of　Western　Art）

F・d・・al　l・・tit・t・・f　Tech・・1・gy　Z・・i・h” 　　　　　　　　　7）M・・ch　l9（Th・．）T・ai・i・g　f・・Di・a・t・・P・eventi・n
March　l6（Fri．），18：00－18：40，　Lecture　Hall，　Free　of　charge

Lecturer：Shinsuke　Watanabe（Curator，　National　Museum　of　Western　　　　Review　of　the　School　Gallery　Talk

A「り　　　　　　　　　　　　　　　J・ly　6（Th・．），　N・vemb・・7（Tue．），24（F・i，），　Decemb・・19（Tue．）．20
Pa「ti・ipants：82　　　　　　　　　　　　　　（W。d．），2006／F・b・uary・2（F・i．），2007
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6）Internship　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8）Publications

As　part　of　its　mission　of　developing　human　resources　in　areas　related　to　　　　■Exhibition　brochures

w・・t・・na・t　and・1・…aw・y　t・f・・th・・g・・ne・an⑪…den　　・・R・y・1M・・e・m・・f・Fine・Art・・fB・lgi・m・

understanding　of　the　museum’s　activities，　the　museum　lnvites　the　　　　・Italian　Renaissance　Prints：from　the　Swiss　Federal　Institute　of

P・「ti・ip・ti…fi・t・・n・at　th・g・aduat・・t・dent　level　and　high…U・d・・　Tech・・1・gy　Z・・i・h”

the　direction　of　a　staff　member，　these　interns　help　with　surveys　of

museum　art　works　and　assist　with　the　planning　of　exhibition－related　and　　　　■Junior　Passports

蒜三認：馴二蕊㌫takingPa由nhan　nw°「kin漂蹴罐㍑ζ㌶濡uni・・high・ch－1…den・・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘‘ltalian　Renaissance　Prints：from　the　Swiss　Federal　Institute　of

■Education　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Technology　Zurich”

㌫1：潔㌶㍑ka，　Yuk°Katada・Sat°k°Hi「°naka，　Yuki　Miyaha「a，　・Z・phy…

Term：April　l－September　30，2006　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NMWA　Newsletter・No27－No・30

Supervisors：Yoko　Terashima、　Atsuko　Sakai，　Saki　Yokoyama

Training　Program：1．Research　for　Improving　the　Junior　Guide　for　　　　　　　　　　　　　　　　　（Yoko　Terashima，　Saki　Yokoyama・Atsuko　Sakai）

　　　　　　　　　　　　　　　Museum　Collection　Galleries　and　making　a　proposal

　　　　　　　　　　　　　　　for　a　guide　targeting　junior　high　school　students

　　　　　　　　　　　　　　　2．Assistance　for　programs　related　to　Fun　with

　　　　　　　　　　　　　　　Collection　2006“Various　Colored　Eyeglasses　Part　2－

　　　　　　　　　　　　　　　Introducing　Everyone’s　Different　Ways　of　Seeing”

　　　　　　　　　　　　　　　（See“Fun　with　Collectioバ）

■Curatorial

Intern：Asako　Yokoi

Term：April　1，2006　一　March　31，2007

Supervisor：Akiya　Takahashi

Training　Program：Assistance　for　collecting　resource　materials　of　the

　　　　　　　　　　　　　　　museum　collections．

Intern：Noriko　Furukawa

Term：April　l－September　30，2006

Supervisor：Akiya　Takahashi

Training　Program：　Assistai〕ce　for　planning　the　Corot　exhibition．

Intern：Makiko　Takagi

Term：April　l－September　30，2006

Supervisor：Akira　Kofuku

Training　Program：Assistance　for　planning　the　exhibition“Royal
　　　　　　　　　　　　　　　Museums　of　Fine　Arts　of　Belgium”．

Intern：Ayumi　Ashikari

Term：April　l，2006－March　31，2007

Supervisor：Akira　Kofuku

Training　Program：Assistance　for　collecting　resource　materials　of　the

　　　　　　　　　　　　　　　mUSeUm　COIIeCtiOnS．

Intern：Sachiko　Shoji

Term：April　1，2006－March　31，2007

Supervisor：Naoki　Sato

Training　Program：Assistance　for　planning　the　exhibitions“Munch”and

　　　　　　　　　　　　　　　“Vilhelm　Hammershoi”．

7）Cooperation　with　Other　lnstitutions

■Off－campus　Course　for　the　Tokyo　Metropolitan　Asuka　and　Oizumi

Sakura　Senior　High　Schools

July　l4　（Fri．），30（Sun．），　August　l　l　（Fri。），22　（Tue．），　October　l3（Fri．），

Total　lOhours

Making　an　lntroductory　Guide　to　the　National　Museum　of　Western　Art

Participants：8（aged　l6to　18）

■Cooperation　with　Graduate　School　of　Humanities　and　Sociology，

the　University　of　Tokyo

Term：April　l，2006－March　31，　2007

This　program　sought　to　further　deepen　the　understanding　of　Cultural

Materia［s　Research　specialists　in　this　program　and　carry　out　mutual

exchange　on　research　and　education．
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展覧会貸出作品一覧
List　of　Loans

■国内＝7件（絵画6、素描2、版画1）

アルベルト・ジャコメッティ　　　　　　　人物デッサン　　　　　　　　　　　　素描1点　神奈川県立近代美術館

アルベルト・ジャコメッティ　　　　　　　人物デッサン　　　　　　　　　　　　素描1点　兵庫県立美術館

マックス・エルンスト　　　　　　　　　石化した森　　　　　　　　　　　　　絵画1点　福岡県立美術館

フェルナン・レジェ　　　　　　　　　赤い鶏と青い空　　　　　　　　　　　絵画1点　福岡県立美術館

マックス・エルンスト　　　　　　　　　石化した森　　　　　　　　　　　　　絵画1点　足利市立美術館

フェルナン・レジェ　　　　　　　　　赤い鶏と青い空　　　　　　　　　　　絵画1点　足利市立美術館

キース・ヴァン・ドンゲン　　　　　　　　カジノのホール　　　　　　　　　　　　絵画1点　名古屋市美術館

キース・ヴァン・ドンゲン　　　　　　　カジノのホール　　　　　　　　　　　絵画1点　埼玉県立近代美術館

パブロ・ピカソ　　　　　　　　　　　　静物、瓶（あるいは、マール瓶のある静物）　版画1点　国立新美術館

■海外＝9件（絵画8、素描2）

クロード・モネ　　　　　　　　　　　　陽を浴びるポプラ並木　　　　　　　　　絵画1点　シュトゥットガルト美術館

クロード・モネ　　　　　　　　　　　　セーヌ河の朝　　　　　　　　　　　　絵画1点　リージョン・オブ・オナー美術館

クロード・モネ　　　　　　　　　　　　セーヌ河の朝　　　　　　　　　　　　　絵画1点　ノースカロライナ美術館

ウジェーヌ・カリエール　　　　　　　　クレマンソー　　　　　　　　　　　　絵画1点　オルセー美術館

ロレンツォ・レオンブルーノ・ダ・マントヴァ　キリスト降誕　　　　　　　　　　　　　絵画1点　テ宮殿（イタリア）

パブロ・ピカソ　　　　　　　　　　　男と女　　　　　　　　　　　　　　　絵画1点　アルベルティーナ美術館

パブロ・ピカソ　　　　　　　　　　　男と女　　　　　　　　　　　　　　　絵画1点　ノルトライン・ヴェストファーレン州立美術館

ピエール・ボナール　　　　　　　　　坐る娘と兎　　　　　　　　　　　　　絵画1点　アート・インスティテユート・オブ・シカゴ

クロード・モネ　　　　　　　　　　　積みわら　　　　　　　　　　　　　素描1点　ロイヤル・アカデミー、ロンドン

クロード・モネ　　　　　　　　　　　ベリールの海　　　　　　　　　　　　素描1点　ロイヤル・アカデミー、ロンドン
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新収作品一覧
‘List　of　New　Acquisitions

［絵画］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［版画］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《遊ぶ11人の少女》

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1911年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カラー・メゾティント（ア・ラ・プペ）

ホーフーアルト・ブリンク［1615－1660］　　　　　　　　ピーダ・イルステズ　　　　　　　　　　　　　　　470×44t5　mm

《キリスト哀悼》　　　　　　　　　　　　　　《縫い物をするイーダ》　　　　　　　　　　　Ttoo　Little　Giris　Ptaying

1637イド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1889イドq「｛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1911

油彩、カンヴァス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鉛筆、紙　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Mezzotint　in　co］ours　on　Chine　appliqu6

90．1×719cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　187×｜47　mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　470×445　mm

署名年記あり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Olufsen　and　Svensson　9；Dg
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Peter　Ilsted［1861－1933］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．2006q

Govaert　Fnnck［1615－1660］　　　　　　　　　　　　　lda　in　Profi’ie，　Seωing

7フ了（～Lamentation　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ca．1889

1637　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　pencil　on　paper　　　　　　　　　　　　　　　　ステーファノ・デッラ・ベッラ［1610－1664］

Oi］oll　canvas　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I87×147　mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《カルロ・カントゥ》
90．1×71．9cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D2006－l
Sig。。d。。d　d。，。d　l。w。，　ce。t。，，　G．　F｜inck，　f　l637　　　　　　　　　　　　　　　1646年、

・2・・f，－1 　　　　　　　フェリ・クス・レガ・一［1884－19・7］　　　㌃二蒜ングレーヴィング

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《日本の日常生活について講演するレガメー》

ジヤンiヴィクトール・ベルタン［1767－1842］　1891・・　　　　　　蕊n＝：£；＝ぽ64］
Jean”V’ct°「Be「tin［’767－1842］ 　　　蕊認也氏　　　　　！（・4．・，
《イタリア風景》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Etchln9　and　en9「avin9

1812・，・　　　　　　　E・l！l・Reg・m・y［1884－1907］　．　　監恕r
l由彩、カンヴ・ス　　　　　　　　花”x厄8・m砂8～・・∫蜘鯉・n・th・・dai！y／ife・f　G．2〔｝〔｝6．5
75×109　cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Jaρanese　peoρle

署硫己あり 　　　　　　漂ache。，、P。p。，　　　　　マルテ・ン・シ・一ンガウアー［1453頃一1491］
Italion　Landscaρe（CLe　Paysage　d’ltalie）　　　　　D・：）0062　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《受灘i伝（4）：キリストの鞭打ち》

1812　　　　　　　　　　D°minated　by　M「・　Akiya　Takahashi　　　　I475年ぼ｛

繁1瑞㌫as　　　　　　　　　　　　　　　　エ・グ・一ヴ・ング
Signed　and　dated　lower　left：Bertin　1812　　　　　　　　　ピーダ・イルステズ　　　　　　　　　　　　　　　　　160×1］3mm

P．2006－2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Peter　llsted　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Martin　Schongauer［ca」453－1491］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Passion：C4）The　Flagellation

《ギリシアの風景》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《半円形のテーブルの若い．女性》　　　　　　　　ca・1475
1812fド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Engraving

油彩、カンヴァス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19091卜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　160×1】3mm

75×109cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カラー’メゾティント〔ア’ラ＄プペ）　　　　　　　　　　　　　　Lehrs　22；　Bartsch　l2

署名年記あり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　158×198mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G・2006－6

ムoη（コfscaρe，　Si’e　of　Greece（刀⇒’sage，　Site　de　　　　　γヒ川η86irl　by　a　Sem’二Circu～ar　Tabie

la　Grece）　　　　　　　　19・9　　　　　　　　　バルト。メオ．コリオラ＿ノ［1599．167噸］
濫lin　ca。vaS　　　　　　隠（㍑㌫゜1°u「s°n　ChineapPliqu6　　　B・…1・m・・C・・i・lan・［1599－ca．1676］

75×109cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Olufsen　and　Svensson　l
Signed　and　dated　1。wer　left：bertin　1812　　　　　　　G．2（）06．1　　　　　　　　　　　　　　　　　《ユピテルの雷電に押し潰される巨人族（上
P2006－3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　音1≦）》

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《フォルスターの風景》　　　　　　　　　　　　1647年

ピーダ・イルステズ［1861－1933］　　　　　　　　　　1g30《ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キアロスクーロ木版

《イーダの肖像》　　　　　　　　　　　　　　　ヵラー一メゾティント（ア・ラ・プペ）　　　　　　　　　　4：ハ5×610mm（1由i　9＾）、470×645　mm（紙・」’）

1889年頃　　　　　　　　　251×285mn〕　　　　　　　　Th・・Fa〃・fth・・Giants（、ft。，　G、id。　Reni）
｝〈i！！彩・㌘ヴ・ス　　　　　　　　L・・dSC・ρ・・in　Falster　　　　　　l6・7
23・2×18・：）cm 　　　　　　　　　l930　　　　　　　　　　　Chi…scu・・w・・dcut

隠；濡86H933］　　撚三：∵h　6　馴・麟覧”47°×645－
c．1889　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G2006－2

恕総芸　　　　　　　，　　　　　　　　《ユピテルの雷電に押し潰される臥族（下
In。riginai　frame　　　　　　　　《青い食器棚》　　　　　　　　部）》
P・20064　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1924｛卜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1647イド

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カラー・メゾティント（ア・ラ・プペ：）　　　　　　　　　　　　　キアロスクーロ木版

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　430×318mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　435×610rnm（1由ト」’）、465×645　mm（紙・j’）

The　B／ue　Cupboard　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　Fal／o〃he　Giants（after　Guido　Reni）

1924　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1647

Mezzotint　in　colours　on　Chine　appliqu6　　　　　　　　　　　　Chiaroscしlro　woodcut

430×318mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　435×610mln（image），465×645　mm（paper）
Olu「sen　and　Svensson　44　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Bartsch　XIL　114－16、12

G．2006－3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．2006－8

｛6



フィレンツェ派　　　　　　　　　　　　　　　Marcantonio　Raimondi［ca．1490－1527～341　　　《第5．葉：老人を墓に連れ込む死》

《荒野の聖ヒエロニムス》　　　　　　　　　　　QUOS　EgO（CNeρtune　Calming　the　1／Vinds）　　　　　エッチングビュラン仕上げ

制作年不明　　　　　　　　　ca・1515－16　　　　　　　　　187×153　mm（版寸’）・198×157　mm（紬1’）
エ・グ・一ヴ・ング　　　　　　糠；晋mm　　　　　　　De。th・t。々ing。。・idm。n　t。　a・T。mb
214×17°mm 　　　　　　　　　B・r・sch・352　　　　　　　　　E・、hi，g　with　B。，i，
Florentine　School　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G2006－14　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　187×153　mm（P｜ate），　198　×157　mm（paper）

St．．」er。me～η肋∫～ε。Ce　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D・V・・meM・ssa「91
u，d。，，d　　　　　　　　マルコ・デンテ［？－1527］　　　　　G・2°°62°
Engraving　　　　　　　　　　　　　　　　　　《ばらの棘に傷つくウェヌス》
214×170□m　　　　　　　　　　　　　　　　　エングレ＿ヴィング　　　　　　　　　　　　　　　■連作『素描の法則』より

蒜蒜XV’13　　　　　　291・195mm　　　　　　　…m・h・・e・…1・・・…pi　del　Disegn・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1641年エッチング
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Marco　Dente［？・・1527］

ジ・ルジュ・ブラ・ク［1882－1963］　　　　Venu、．W。und。d、by。R。、パ伽，。　　　1641／Etchi”g

《コンポジション（コップのある静物）》　　　　　　　Engraving

1912年（1950年のマーグによる刷り）　　　　　　　　　291×195mm　　　　　　　　　　　　　　　　　《第1葉：タイトル「素描の法則』》

エ・チ・グ．　　　　　　：霊1ζIV’P’241・321　　　　　13・・159　mm鮒・・19・・291　mm・紙・D
345×210mm順い1つ、565×380　mm（紙・」’）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　．　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∫　Titieゴノ）rinc～ρ’del　Disegno

Georges　Braque［1882－1963］　　　　　　　　　サイコロ印の版画家［1532－1533頃に活動］　　　　130×159　mm（plate）・190×291　mm（paper）

C・mρ・si・i・n　CN・t・・e・m・・…aux・verres）　　《足曝からとげを抜くウェヌス》　　　：；襯f364

1912（P・blish・d　by　Maeght　in　1950）　　　　　1532年

黙1墨。mm（、。、g，），565。38。mm（，、p，，）　　エ・グ・一ヴ・ング　　　　　《第2葉・目、鼻、・の7つの習作》

Vallier　l　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l92×167　mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　127×157　mm（版・］’）、190×291　mm（紙・1つ

G2°°61° 　　　　　　　　M・・・…f・th・Di・［A・tive・ca．1532－1533］　　II・Nine　studies。f。yes，．n。se。nd　m。u・h、

イスラエル・フ・ン…ケネム［1445頃一15・3］　㍑s仇”’ng°Th°「n　f「°m　he「S°le　　跳＝（plate）・19°×291　mm（pape「）

《寺院の少年キリスト》　　　　　　　　　　　　Engraving　　　　　　　　　　　　　　　　　　G’2006－22

㌶窯・グ　　　馴m　　　盧・⊇㌔；＝1、
1、，ael　van　Mecknem［ca．1445－1503］　　　モノグラミストM　　　　　　　”翫・・∫’・d～e∫°fe°「s°ηdω゜°fm°uths

Th・・P・e・ent・ti・η・∫撚・・tth・・T・mρ／e 　　《虚栄と死》　　　　　　漂rξ，mm（pl。，，），19。。291　mm（，、p，，）

ca・1499－1500　　　　　　　　　　エングレ＿ヴィング　　　　　　　　　D・V・・m・366
獺1晋mm　　　　　　　361・25・mm　　　　　　　・・…6－23
竪敵h39：TIB3〔Ml；Geisbe「g　41；Leh「s　57；H°llstein　　　Monogramist　M　　　　　　　　　　　　　　　《第4葉：4つの手の習作》

G．2006－1　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Vanity　and　L）eath　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll8×154　mm（版寸一）、190×291　mm（紙・j’）

ゲオルグ．ペンツ［15。唾1554頃］　量撒・　　　　｛＝＝綴lmm（，。p，，）

《ザクセン選帝侯ヨハン・フリードリヒ寛大　　　　　G．2006．17　　　　　　　　　　　　　　　　　De　Vesme　367
公》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G・2006124

エングレーヴィング　　　　　　　　　　　　　　　ジョヴァンニ゜ブリット［1530－1550に活躍］　　　　　《第5葉：5つの手の習作》

405×310mm　　　　　　　　　　　　　　　　　《乳搾りの女のいる風景》　　　　　　　　　　　128。158　mm（版、j・）、190×2gl　mm（紙、」っ

Georg　Pencz［ca・1500－ca・1554］　　　　　　　　　　　　1525年頃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　V　Five　studies　ofhands

P・rtr・it・〃・h・nn・F・i・d・i・h，・Ei・・t・r・f　　　木版、　　　　　　　　　128・158　m。（IPI。・。）コ9・・291　mm（pape，）
∫aXony　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　380×537　mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　De　Vesme　368

；；ξ漂mm　　　　　　Gi・vanni　B・i・t・［Fl…i・h　！53・－155・］　　G2°°6‘25

罐1］；116，126（36）・H・ll・…nv・・3・77・　i：llll°ρeω∫’力撒m°’d　　　《第6葉・5つの足の習作》

G2006．12　　　　　　　　　　W。。dc。t　　　　　　　　　　123×154　mm（版・」◆）・190×291　mm（細］’）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　380×537mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ7　Five　studies　of　feet

ハンス・ラウテンザック［1520頃一1564～66］　　　　G2006←18　　　　　　　　　　　　　　　　　　123×154　mm（Plate），190×291　mm　（paper）

《風景》　　　　　　　　　　　　　　　　　蒜霊369
1554年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ステーファノ・デッラ・ベッラ［1610－1664］

エッチング　　　　　　　　　　　　　　　　　　Stefano　Della　Bella［1610－1664］　　　　　　　　《第7葉：4つの足の習作》

166×118mm 　　　　　　　．連作「死』より　　　　　　　125×156　mm（版・j’）・19°×291　mm（紙・j’）
Hans　Lautensack［ca・1520－between　l　564～　　　　　　from　the　series　Les　cinqルforts　　　　　　　　　　　　VII　F（）ur　studies　of　feet

l6k。，。，aiA，ch　　　　　l648年　　　　　　ぽ。瓢（P］ate）・19°×291　mm　（pape「）

1554　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G2006－27

Etching　　　　　　　　　　　　　　　　　　《第1．葉：トランペットをもち馬に乗る死》
166×118mm　．　　　　　　　　　　　　　　エッチング　　　　　　　　　　　　　　　　　《第8葉：2段階の兵士の横顔習作》

邑獺1㌘；H°11stein　16　　　　　191・151　mm耐・、・・8・215mm・紙・1・・　　12°×155　mm（版’j’）・19°×291mm劇’）

マルカ。トニオ．ライモ。デ，［149。頃1527一瓢・n　a　H・・se　・V”h　a　T”umpet　総箒1㌔篇；：1：°

34］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　191×151mm（plate），308×215mm（paper）　　　　　　　　　De　vesme　371

《ク・ス・エゴ（波を鋤るネプト・ヌス）》　　：；蒜Massa「87　　　　　　G・2°°6－28

1515－16年頃

エングレーヴィング

426×327mm

4干



《第9葉：老人と若者、幼児の頭部習作》　　　　　《第19葉：・老人の頭部習作（聖ペテロ？）》　　　　《第2葉：大砲の運搬》

ll9×153　mm（版・J’）、190×291mm（紙・jつ　　　　　　　　　　120×147mm（版．・」つ、190×291　mm（紙・1つ　　　　　　　　　　111×253　mm（版・」’）、231×347　mm（nE　・j’）

”（ノ7i’ve　studii（？s　of　heads　of（7ηold　manωith　　　　　　　♪0り（∠1　Study　of　an　olと7mon’∫head　CSt．　　　　　　　　　　　Transρorting　Connons　l

turban，　two　young　rnen，　and　tωo　babies　　　　　　　Peterl？）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　111×253　mm（plate），231×347　mm（paper）

119×153mm（plate）、190×291　mm（pal）er）　　　　　　　　　120×147　mm（plate），190×291　rnm（paper）　　　　　　　　　De　Vesme　265

De　Vesme　372　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　De　Vesme　382　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．2006－47

G2006－29　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G2006－39

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《第3葉：．大砲の運搬》

《第10．葉：ふたりの兵士の頭部習作》　　　　　　《第20葉：月桂冠をかぶった・老人の頭部習作　　　　111×253mm（版t）、231×347　mm（紙・1・）

119×ltt）4　mm〔版・」’）、190×291　mln（紙・1’）　　　　　　　（ホメロス？）》

X．S，。dies。“ω。S。ldiers／he。dS　　l21・147m・・版・i－・・19・・291　mm・紺・　　㍗瓢窯鵠瓢47mm（，、p，，）

119×154　mm（pl・t・）コ⊆）0×291　mm（pap・・）　　　XX　A　StUdy・fan・Oldman・’S・he・d・With・　　　D・V・・m・266

De　Vesme　373　　　　　　　　　　1・Ure／α・ωη侮雁り　　　　　　　G・2006－il8
G2006－30　　　　　　　　　　　121・147・mm　（pl・亡・），190・291　mm（P。p。，）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　De　Vesme　383　　　　　　　　　　　　　　　《第4葉：騎兵隊の戦闘》

《第11．葉：．女性の横顔の習作》　　　　　　　　　G2〔｝0640　　　　　　　　　　　　　　　　　　　108×251mm（版、j－）、232×347mm（紙、j・）

ll5×150　mm（版｛］つ・190×291　mln（紙・J－｝　　　　　　　　　　　　　　　　The・Cav・lry　in　C・mb・t

鱗；＝忽・Pclper）　鷲1ご1∵蕊鴛ご習鑑；（plate）’　232×347mm（paper）

G2°°6≡31 　　　　　　　　　XXI・A・St・dy・f・・m・。鋤・d・with。t。，b。。
　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　118×153mm（plate），190×291　mm（paper）　　　　　　　　　《第5葉：i毎戦》

《第12葉：幼児の頭部習作》　　　　　　　　　　De　Vesme　384　　　　　　　　　　　　　　　　111×253　mm（版、∫・）、227×348　mm（紙、」一）

122×156mm（版・」つ・190×291　mm（紙・j’）　　　　　　　　　G．2006－4　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Naval　Combat　／

罐鮮3＝…・paper・　驚；轡かぶつた一1摺作i蕊6（plate）’227×348mm　）

G2006－32　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　118×150　mm（版・」つ、190×291　mm（紙・j’）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《第6葉：海戦》

119×150mm（plate）、190×291　mm（paper）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G2006－51

De　Vesme　376
G．2006－33　　　　　　　　　　　　　　　　　　《第23．葉：ターバンをかぶった男性の頭部習

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ペーター・イルステッド

《第14．葉：帽．子をかぶった若者の頭部》　　　　　　129×161mm｛版・j’）・190×291　mm（紙・」’）　　　　　　Peter　llsted

ll8×152　mln（版．’b・19°×291　mrn（紙’1り 　　　XXII∫．A、St。dy。f。　m。n・’、・he。d・With。

XIV．A、S・。dy。f。γ。ung、man、he。d　with　a　　t・・ban　　　　　　　　《縫物をする少女》
hat　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　129×161　mm（plate）コ90×291　mm（paper）　　　　　　　　　lglO年

118・152mm（pla亡・），190・291　mm（P・pe・）　　　　D・V・・m・386　　　　　　　　　　　メゾティント、紙
De　Vesme　377　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G・2006－43　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　165×126　mm

G．2006－34

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《第24葉：叫ぶ兵士の頭部習作》　　　　　　　　Girl　Seu」ing

《第15葉：兵士の頭部習作》　　　　　　　　　　121×154　mm（版・」つ、190×291　mm（紙・1‘）　　　　　　1910

119×152mm（版・］・・19・×291　m・・紙・i’l　　XXIV、A、S，。dy。f。、Cryi。g、。ldier’s　head　　慧贈ted　inc°1°u「s°n　laid　pape「

XV　A　StUdy　Of　an　Otd　SOIdiet’s’　head　Lvith　a　　ωith　a　tUrban　　　　　　　　　　Ol・1・e・and　Svenss・n　4
／7e／met　　v　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　121×154　mm（plate），190×291　mm（paper）　　　　　　　　G．2006－52

119・152mm（pl・t・）．190・291　mm（P・pe・）　　　　D・V・・m・387

De　Vesme　378　　　　　　　　　　　　　　　　G’2006－44　　　　　　　　　　　　　　　　　　《縫物をする少．女》

G2006－35
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《第25葉：才渚の頭部習作》　　　　　19吐　、

《第1礫：老人の頭部習作（・｛1～ペテ・？）》　　129・156ml。（版．・j－〉、19・・291　mm（8・kO　　　　メソティント・ン，レク

跳1嘘1器1㌫t，　㌫瓢聯ご蕊，　㌫濃
Peterl・））　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　De　Vesme　388　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19］O

llg・1・tt3　min（pl・t・）、190・291　mm　q・ap・・）　　　G20°645　　　　　　　　　　　M三zz°tiIlt　p「i”ted　in　c°1°u「s・n　l・id　silk
De　Vesme　1379　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　165×126　mm

G．2006－36　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　01ufsen　and　Svensson　4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■連作「戦争と平和のためのいくつかの素　　　　G・2006’53

隠ll濡、鷲1㌘嬬念元7？）》　鰭。、e，、。，D、vers　dess、。st。n，ρ。urla　《・PJのコーヒー》

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　Paix　que　P・・”・Guerre　　　　　　I89t，年
XVII・A・St・dy・f…ld・n・n　’S　he・d・CSt・　　　1641・1・エ。チング　　　　　　　エ。チ。久不ll紙
儲鰍，。。、pl、，。，、1，、，。、91　m。、，。pe，）　　一・・h・・g　　　　　l85・148・…耐・・218・178mm・版’j・

＝e38°　　　　　《糠・錨葉・要塞の城1・］》　　瀞〃gC°ffee
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　108×253mm（版’・」’）・230×338　mm（紙・1’）　　　E・，hi・g。。」、p。ne、e　p。p。，

i慧蕊狸灘＝三P）》　F・…eSS・G・te　　　　　；㌫撫呈£隠；18×178mm（pl…）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Etching　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．2006－54

XVIII　A　StUdγOfan　Oldman　’S　head　CSt．　　　　　　　　108×253　mm（plate），230×：338　mm（paper）

儒鷲lmm（，、。，。、、．19．。。291　mm，pap，，、　　；；蒜264　　　　　《ヴ・ラ・デステの庭からの眺め》

De　VeSme　381　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1914年

G．2006－38　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メゾティント、紙

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　382×486rnm
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レ7eω　of　the　Villa　d　’Este　Gardens

lgl4

Mezzotint　printed　in　colours

382×486mm
Olufsen　and　Svensson　31

G．2006－55

《リースルントのアメリカヅタ》

1920年

メゾティント、紙

256×350mm

レll’rginia　Creeper　at　Liselund

l920

Mezzotint　printed　in　co｜ours

256×350mm
Olufsen　and　Svensson　38

G2006－56

アリスティド・マイヨール［1861－1944］

《波》

1895－98η三

木版

170×197mm

Aristide　Maillol［1861－1944］

La　Vague

｜895－98

、VOodcut

l70×197　mm
G，2006－57

［ξ1警籍］

ハンス・ゼーバルト・ベーハム［1500－1550］

《ヨハネの黙示録による像》

1539年〔フランクフルト、クリスティアン・エーゲンオルフ

より出版）

木‖反］重絵本

172×130mm

Hans　Sebald　Beham［1500－1550］

Typi～η∠Lρocoんρs↓ノbannis

1539（Frankfurt　a．　M．　Christian　Egenolph）

yVoodcut

172×130mm
G．pauli、　Beham．　nos．83358；Bartsch　XV．　nos．180－

188

L．2006－1

ジョヴァンニ・アントニオ・ドシオ［1533－1609］

（原帥D

《古代ローマ建築図集》

1569fド

エッチング

四つ折り大

Giovanni　Antonio　Dosio［1533－1609］

Urbis　Romae　aedificiorum　illustriumquae
∫乙1ρersunt　re／’（7uioe　summロcum　diligentia　O

loanne　Antonio　Dosio

1569

Etching

Oblong　4to．

L2006－2

4g



客員研究員・スタッフー覧

List　of　Guest　Curators／Staff

［客員研究員］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［スタッフ］

マ＿サ．マクリントク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■学芸課秘書

業務内容二国立西洋美術館が行なう情報、広報事業における英語　　　　太田淳子

　　　　表記の助言、指導
委嘱期間：H18A，1～Hl9．3．31　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■研究資料センター

頻度：月2回程度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究補佐員：高橋悦子、門田園子、澤里佳、三浦敬子、一瀬あゆみ

所属：個人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アルバイト：杉浦香絵、袴田紘代、足立純子、安永麻里絵（科研費）

継続

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■教育普及室

佐藤厚子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務補佐員：酒井敦子、前園茂宏

業務内容：美術館教育に関する調査研究　　　　　　　　　　　　　　　ボランティア・スタッフ：安藤まりえ、石川佐知子、磯田暉子、井上直子、

委嘱期間：Hl8．4．1～Hl9．3．31　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　榎戸礼子、栗盛苑子、里広江、柴田若菜、白田詠子、鈴木由紀、

頻度：月2回程度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　竹ド雅美、長井靖子、檜谷錦子、平賀恵美、別所恵代、三好美智子、

所属：個人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山本良子、横畠ミサコ

継続

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■保存修復・科学室

瀧井敬子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　辺牟木尚美、高嶋美穂

業務内容：「ロダンとカリエール」展コンサート企画協力

委嘱期間：H18．4．1～H18．5．31　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■アルバイト

頻度：計10回程度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イタリア．ルネサンスの版画展：小林明子

所属：東京藝術大学　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松方幸次郎および松方コレクションに関する文献調査二小熊佐智子

継続　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　版画素描室：大森弦史、新藤淳

塚田全彦

業務内容：西洋美術作品の保存・科学

委嘱期間：H18．4．1～Hl9．3．31

頻度：月1回程度

所属：東京国立博物館

新規

佐藤みちこ

業務内容：「フランク・ブラングィン版画展」の企画協力

委嘱期間：H18．4．1～Hl9．3．31

頻度：月1回程度

所属：ポーラ美術館

新規

吉澤京子

業務内容：「イタリア・ルネサンス版画」展に関わる調査研究

委嘱期間：Hl8．4．16～Hl9．3．31

頻度：月2回程度

所属：跡見学園女子大学

新規
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研究活動
Research　Activities

大屋美那　Mina　OYA　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座」国立西洋美術館、2006年4月4日

囎会企画・徽監修］　　　　　　麟麟X罐欝「°ダンとカリエール展をつうじて」国立

灘霧議鱗雛饗熱難璽；難霊當クチヤ：「ニルと1リエー　
マニユエル・エラン監修補佐）、オルセー美術館、2006年7月11日一10　　　霞水会講座「ロダンとカリエール」展・国M西洋美術館・2006年5月

月1日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17日

「フランク・ブラングィン版画展」企画、国立西洋美術館、2006年9月12　　　いちご会講座「ロダンとカリエール」展・国立西洋美術館・2006年5

日一　12月10日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　月27日

「新収蔵版画作品展」企画・国立西洋美術館・2007年3月6日一6月3　　　［執筆記事等］
日

秦灘官巡回展」（2・・7年一）企画・姫路一官・松嬬麟篇護1生と独自性’「°ダンとカリエール』展一

「フランク・ブラングィン展」（仮称・2010年開催予定）企画、国立西洋

美術館

［研究活動］　　　　　　　　　　河口公男／Kimi・KAWAGUCHI
論文等：（Emmanuelle　H6ranとの共著）「Rodin　et　Carribre：une　　　［彫刻修復処置］

醗露蒜舗罐㌶罐；謝醐力懸1㌫綴蹴㌶・i纏1㌶鷲）河・公男）
lI頭発表：「ロダンとカリエール」展講演会「1890年代のロダンとカリ

エール」国立西洋美術館、2006年5月20日　　　　　　　　　　　　　　　［絵画修復処置］（岡崎純生・河口公男）

招聰：エール大学教授ティム・バリンジャー氏を招聰、講i演会開催。　　　Victoria　Dubourg作品1点

羅蒜㍑舗後の゜マン蟻か最初の近代か？」国立西洋美　Alessand・・B・d・liMazz・1・作品1点

［調査活動］　　　　　　　　　　［招待発表］
収蔵作繍査、松方コレクシ。ン来歴、展覧会麟調査（修復家　2°°6鞭ゲ・ティ国際シンポジウム（°サンゼルス）

佐々木直子と共同調査）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“Seismic　lsolation　of　The　Gate　of　Hell”

松方幸次郎および松方コレクションに関する文献調査、収集　　　　　　　Colloquium，　Seismic　Mitigation　for　Museum　collections，2006

他館等調査：「フランク・ブラングィン」展作品調査、Arents　House　　　J・　Paul　Getty　Cente「，　Los　Angels

（Brugge）、2006年7月12日
「フランク・ブラング・ン」展作品調査、Th。　R。y、1　Acad。my。f　A，，S　［調査；

（London）ほか、2007年3月12日一16日　　　　　　　　　　　　　　　　屋内彫刻用簡易式滑り免震実験調査

旧松方コレクション作品調査・芦屋市個人宅・2006年8月30日　　　　　　　［発明特許］

［教育活動］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「屋内彫刻用簡易式滑り免震板」の特許申請

㌘甥歴欝竺品㌫；㌫糟講師鞠田大学工　［委員］
鯨大学教養学部「情報、デ，ア麹論」講師、鯨大学、2。。6年　国踊洋美術館新館空調工事鉢設計ワーキング

10月26日一2007年1月25目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［ク＿リエ］

蕊悟籔》1㍑膨諮麟豊着瓢竃鍵i　ク・一ド・モネ《柳》・サンフランシスコ市立美術館レジ・ン・オ7“・ホナー

2006年7月30日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レオン・ブルーノ《キリスト降誕》＝パラッツェレ・テ・マントヴァ

麟織禦緒慧ぽ鑑言レクションを熱く語る草間　［調査出張］

［i本経営クラブ離「松方コレクシ。ン（、ついて」国立西洋美術館、　中国アモイ’酬石欄査・2°°6年ll月

2007年2月23日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上海・アモイ石材製品検査・2007年3月

［普及活動］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［その他］

来館者案内：衆議院議員田中眞紀子氏、国立西洋美術館、2006年6　　　彫刻修復室強制排気設備工事

月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トラベリングフレームサンプル12種制作

パリ、ロダン美術館館長ドミニク・ヴィエヴィル氏、国立西洋美術館、

2007年2月6日

来館グループ：毎日新聞社まいまいクラブ「ロダンとカリエール展講
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川口雅子／／Masako　KAWAGUHCI　　　　　　　　　　　　　　「ネーデルラントにおける古代の受容と「歴史意識」　ヒエロニム
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ス・コックの版画出版活動を中心に」『16，17世紀西欧における版画
［情報資料室の活動］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出版と古代の受容』（科学研究費基盤研究（B）報告書）、2007年

研究資料センター公開馴　　　　　　　　 ［灘など］

収蔵作品データ整備（版画・素描・書条紋字データ整騰）　　　「イカ。スのゆくえ、ブリューゲル．オア．ノ。ト．ブリューゲル掴立西

収蔵作品管理システム改善　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　洋美術館、2006年10月

独立行政法人国立美術館所蔵作品総合目録検索システム英文版　　　　「フランドル絵画とベルギー近代絵画」朝日カルチャーセンター、2006

正式公開　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年9月

資料コーナー、デジタルギャラリー公開運用（デジタルギャラリーは　　　「4枚の絵：ベルギー王立美術館展への誘い」（全2回）早稲田エクス

2006年8月まで）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　テンションセンター、2006年10月

ファイルサーバー、ドメイン管理等

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［調査活動］

［研究活動］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ルーヴル美術館所蔵17世紀ヨーロッパ絵画展」（仮称・2009年開催

論文：「国立西洋美術館におけるコレクション・マネジメント・システム　　　　予定）の準備

の構築」「アート・ドキュメンテーション研究』14号、2007年、pp．47－55

記事、rlFLA（国際図書縦盟）ソウル大会美術図書館分科会と韓　［教育活動］

国の主要美術館の音声映像ガイド」『アート・ドキュメンテーション通　　　　国立西洋美術館インターン制度による大学院生2名の教育および指

信』71号、2006年10月、pp．5－8　　　　　　　　　　　　　　　　　　導、2006年

「美術館図書館と新聞切り抜き」『ゼフユロス』29号、2006年11月　　　　　　早稲田大学文学博士論文審査委員

口頭発表：「国立西洋美術館におけるコレクション・マネジメント・シス　　　　日仏美術学会査読委員

テムの構築」、アート・ドキュメンテーション学会第17回年次大会・九　　　　東京芸術大学美術学部非常勤講師

州国立博物館・2006年6月4日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京大学文学部非常勤講師

［調査活動］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［普及活動］
驚顎18年度公文書く酬1多会・国立公文書館・2°°6年9　「散逸ブiJユーゲル帰国」読売欄刊・…6年8月24日

嘗会参加’IFLA（国際bX］・9・fifi・LPt盟）ソウル大会・2・・6年8月2・日一24絃言罐¶麟時代」「ベルギー王立美術館展』国立西洋美

讐禦㌶輸㌫・ライブラリー（・ンドン）・ウ・・ト・ライ欝㌫洋美＝え㌶需」「ベルギー王立美術館

窟ル・・m美術館」プリント・オン・デマンド実験2・・6年11月3日一罐と過去→°°年のベルギー美術」繍聞夕干1」’2°°6年9月

ホ＿ムペ＿ジの改訂準備、調査　　　　　　　　　　　　　　　　　「自国のアイデンティティをもとめて」聖教新聞・2006年10月4日

［外部資金］

麟≧葬禦難研究成果公開促進費「国立西洋美　嚥醐／N・・kiSAT・H

平成18年度ポーラ美術振興財団助成「美術館アーカイヴズの方法　　　　［展覧会企画］

論に関する基礎研究」　　　　　　　　　国立西洋美術負官，「イタリア．ルネサンスの版画曝1鎚酬研究

［その他の活動］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　員の補佐

量謙㌫繊裟㌶糠艦欝塁㌣館協会東；鑑㌫㌫烈漂彦警；8㌶跳
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　月7日）
玉川大学非常勤講師、2006年10月一2007年3月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［調査活動］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国立西洋美術館在外研修制度により、2006年6月28日から9月28日に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　デンマーク、ドイツ、イギリスに滞在。「ハンマースホイ」展準備のため
幸福輝／Akira　KOFUKU　　　　　　　　　　　　　　　　　　以下の機関および研究員と共同で作品調査を実施した。

［展覧会企画．構成］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コペンハーゲン国立美術館：学芸課長カスパー’モンラッド

「ベルギー王立美術館展」、2006年9月12日一12月10日　　　　　　　　　オアドロブゴー美術館：館長アンネ＝ビルギッテ’フオンスマルク

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニューカールスベア美術館：学芸員ティネ・ブリヒャー＝モーリッツ

［著書］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オーデンセ市立美術館：学芸課長アンネ・クリスチャンセン

「ベルギー王立美術館展』展カタログ（共著）・読売新聞社・2006年　　　　ヘルシンキ、アテネウム国立美術館：館長マイヤ・タニネン＝マティラ

『16，17世紀西欧における版画出版と古代の受容』（科学研究費基　　　　ハノーヴァー、ニーダーザクセン州立美術館：館長ハイデ．グラー

盤研究（B）報告書）［共著］・2007年　　　　　　　　　　　　　　　　　ぺ・アルパ＿ス

［論文］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハンブルク美術館：展覧会共同監修者フェリックス・クレマー

「《イカロスの墜落》をめぐるノート」『ベルギー王立美術館展』国立　　　　ロンドン・ロイヤル’アカデミー：学芸課長メリーアン’スティーヴンス

西洋美術館、2006年、pp．8－13　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成15－18年度科学研究費基盤研究（B）「16－17世紀西欧における版

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　画出版と古代の受容」ドイツにおける版画と古代の関係について
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［版画素描室の活動］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国立西洋美術館所蔵グエルチーノ《ゴリアテの頭をもつダヴィデ》

版画素描作品購入に関する業務（6月と12月）　　　　　　　　　　　　（P・1998－1）のパルマのファルネーゼコレクションからの来歴に関する

　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　調査

難驚」灘総㌫≧纏異㌃罐撫：＝ナスとクピド》（P・1962－3）の

［研究企画室（10月より）の活動］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［展覧会調査］

2・竺≡洋美術6綱N・4・の編集　　　蹴縫¶撒㌶還訂こ㌶麟慧㌶
国LL西洋美術館研究紀要No・11の編集　　　　　　　　　　　　　　　　調査

展覧会企画計画の調整
インタ＿ンの活動計画の調整　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［その他］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パルマ・ピアチェンツァ歴史美術民俗文化財監督局客員研究員（国

［研究活動］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立西洋美術館在外派遣研修、2006年3月20日一8月31日）

編集補助：『イタリア・ルネサンスの版画』展カタログ　　　　　　　　　　　イギリス、ギャルピン楽器学協会員

論文：「デューラーとイタリア版画　ヤーコポ・デ・バルバリとマルカ

ントニオ・ライモンディをめぐって」「イタリア・ルネサンスの版画』国立

西洋美術館、2007年、pp．28－35

DUrer　and　Italian　Engravings．　A　note　oh　his　relation　to　Jacopo　　　高橋明也／Akiya　TAKAHASHI

deBarbari　and　Marcantonio　Raimondi，　The　National　Museum　of
Western　Art，　Tokyo，2007，　S．267－271．　　　　　　　　　　　　　　　「コロー光と追憶の変奏曲」展の開催準備゜調査

「月食？CD．フリードリヒによる三日月の表現をめぐって」『国立西洋　　　　「国立美術館巡回展」（仮称）の開催準備・調査

美術館研究紀要』No．II、2007年、pp．37－48（A　Lunar　Eclipse？：　　　ル・コルビュジェ建築世界遺産指定に関する調査

Regarding　C・D・Friedrich’s　Depictions　of　Cresent　Moons　　　国立美術館外部評価に関する資料作成
［Abst「act］　・　PP’49“5°・）

　　　　　　　　青山学院好短期大学非常購師
［非常勤講師等］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いわさきちひろ美術館運営委員

⊥二智大学文学部ドイツ文学科、「ドイツ・ロマン主義の美術」講座、　　　日仏美術学会常任委員

2006年9月1日一2007年2月28日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田ii」正之　Masayuki　TANAKA
陳岡めぐみ／Megumi　JINGAOKA
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［シンポジウム・口頭発表］
［調査活動］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「美術館とナショナルなるもの」日本学術振興会、人文．社会科学振

「コロー光と追憶の変奏曲」展の調査・準備　　　　　　　　　　　　　興プロジェクト研究事業、第5領域横断フォーラム『ミュージアムに未

平成18．20年度科学研究費若手（B）「芸術遺産資本の表象一19　　　来はあるか～その可能性と課題』・東京グリーンパレス・2006年6月

世紀仏の挿絵入り美術出版物に関する調査研究」　　　　　　　　　　29日（発表者・パネリスト）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「独立行政法人化後の国立美術館」大阪大学、コミュニケーション・
［口頭発表］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　デザイン・センター、2007年2月16［1（発表者）

「海を渡る複製イメージ明治日本とパリの国立東洋言語学校の書籍
交換事業をめぐる調査報告」ヨーロッパ民族学研究会（2007年2月17　　　［調査活動］

日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ムンク展の調査・準備

［教育活動］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［教育活動］

法政大学非常勤講i師（2006年4月一2007年3月）　　　　　　　　　　　東京大学文化資源学科併任助教授

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　武蔵野美術大学非常勤講師

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［その他］

高梨光正　Mitsumasa　TAKANASH1　　　　　　　　　　　　　美術史学会常任委員（委嘱、例会担当）

［展覧会企画］

国立西洋美術館：「パルマ　イタリア美術、もう一一つの都」（2007年5

月29日一8月26日開催）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寺島洋子　Yoko　TERASHIMA

［研究活動］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［教育普及活動］

論文：「国立西洋美術館所蔵ジョルジョ’ヴアy［・：リ《ゲツセマネの祈　　　　「Fun　with　CollectionいろいろメガネPart　2　みんなの見かた紹介

り》（P・19794）の来歴に関する調査ノート」『国±t‘西洋美術館研究紀　　　　します」企画．構成．実施、2006年4月1日一9月3日

要』N°・11・PP・25’35 　　　　　　　　「ベルギー王立美術鰻」ジュニア．パスポート

［調査活動］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　インターンシップ・プログラム指導

収蔵作品調査等：個人蔵旧松方コレクションの15～18世紀イタリア　　　ボランテイア・プログラム指導

瓢灘蓬㌶罐点および素描’7点）の来蹴及び　艸学校類のための夏期研修会の企畦施

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ファミリープログラム企画・実施
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［報告書］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［その他講演会］

『こどものためのワークショップ』（共著）アム・プロモーション、2007年3　　　イェール大学美術史学部教授Tim　Barringer講i演会準備

月、「第4章美術館の教育普及事業からみた知財」pp．62－75

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［その他］

［口頭発表］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　FUN　DAY　2007企画・準備

「美術教育と鑑賞」東京都中学校美術教育研究会総会・東京芸術　　　　OPEN　Museumプロジェクト準備

劇場、2006年5月26日

「生涯学習としての造形美術活動と連携の試み」第59回全国造形

教育研究会、長野県社会福祉総合センター、2006年11月1日

　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　渡辺晋輔／Shinsuke　WATANABE
［その他の活動］

2007年Fun　with　Collectionの準備・調査　　　　　　　　　　　　　　［展覧会企画・構成］

日豪学芸員交流、イプスウィッチ・アート・ギャラリー館長マイケル・べ　　　　「イタリァ・ルネサンスの版画　ルネサンス美術を広めたニュー・メ

ックマン氏招聰、2006年9月27日一10月9日　　　　　　　　　　　　　　　ディア」展、国立西洋美術館、2007年3月6日一5月6日

全国美術館会議会合共同企画および実施：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［研究活動］
第31回会合、2006年10月5日（木）・6日（金）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　著書：「イタリア・ル不サンスの版画　ル不サンス美術を広めたニュ
第32回会合・2007年3月29日（木）・30日（金）　　　　　　　　　　　　　一・メディア』展カタログ

全国美術館会議学芸員研修会企画および実施：　　　　　　　　　　　論文等：「イタリア・ルネサンス版画の創造性　　展覧会の手引きを

第22回学芸員研修会「ボランティアの現状と理念」2007年3月29日　　　兼ねて」上記カタロ久pp．2127

（木）・30日（金）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上記カタログ作品解説、作家解説、章解説

東京大学人文社会系研究科併任助教授・2006年4月一2007年3月　　　　　「複製版画と批評　　ジュリオ・サヌート《アポロとマルシュアス》の場

一橋大学大学院言語社会研究科講師、2006年10月2日一2007年3月　　　　合　」『西洋美術研究』no．12、pp．213－224

23日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翻訳：上記カタログエッセイ、作晶解説、作家解説

武蔵野美術大学通信教育課程「造形ファイル」外部評価委員・2006　　　研究発表：「複製版画と批評　ジュリオ・サヌート《アポロとマルシュ

年ll月1日一2009年3月31日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アス》の場合　」鹿島美術財団記念講演会、2006年5月12U

財団法人日本海事科学振興財団評議員、2006年10月1ロー2008年9

月30日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［調査活動］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ウルビーノのヴィーナス」展の調査企画（2008年3月4日一5月18日開

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　催予定）

村上博哉／Hiroya　MURAKAMI　　　　　　　　　　　　　　　［教育活動］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　非常勤講師：武蔵野美術大学非常勤講師、2006年4月一2007年3月
［展覧会カタ゜グ紋］　　　　　　　　先生のための鎧プ。グラム「イタリア．ルネサンスの版画」展糎
「清澄な夢　松本竣介とアンリ・ルソー」『ルソーの見た夢・ルソー　　　説明、2007年3月16日

に見る夢』世田谷美術館・愛知県美術館・島根県立美術館、2006年

10月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［外部資金］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「16－17世紀西欧における版画出版と古代の受容」（共同研究）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［その他］
横山佐紀／Saki　YOKOYAMA　　　　　　　　　　　　　　　　版画素描担当キュレ＿タ＿会議参加、シカゴ、2006年6月5日＿8日

［展覧会関係教育普及活動］

「ベルギー王立美術館展」作品和文リスト、作品英文リスト、作品解

説パネル、講演会準備

「イタリア・ルネサンスの版画展」作品和文リスト、作品英文リスト、作

品解説パネル、版画の技法解説パネル、版画の技法解説執筆（カタ

ログ）、講演会準備

「パルマ展」プレスリリース用主題解説

「ムンク展」教育普及プログラム準備

［調査活動］

賛助会制度調査（資料調査および他館聞き取り調査、国内）：

東京国立博物館

東京都写真美術館

新国立劇場

メンバーシッププログラム・ファンドレイジング調査：

アメリカ、ワシントンDC、2006年6月30日一7月8日

スミソニアン協会ナショナル・ポートレート・ギャラリー

フィリップス・コレクション
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